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値
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戦
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マ
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B
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光
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光
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光
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光
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光
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光
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収
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光
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光

戦
略

会
議
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ら
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え
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（
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光
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（
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光
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光
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一
畑

電
車

／
出

雲
大

社
前

駅

神
門

通
り

の
中

ほ
ど

に
あ

る
、一

畑
電

車
の「

出
雲

大
社

前
駅

」。

昭
和

5年
（

19
30

）に
建

て
ら

れ
た

駅
舎

は
、国

の
登

録
有

形
文

化
財

と
な

っ
て

い
ま

す
。

半
円

形
の

緑
の

屋
根

が
印

象
的

な
駅

舎
に

足
を

踏
み

入
れ

ると
、白

く
塗

ら
れ

た
内

壁
や

高

い
天

井
、色

鮮
や

か
な

ス
テ

ンド
グ

ラ
ス

に
目

を
奪

わ
れ

ま
す

。玄
関

か
ら

ホ
ー

ム
ま

で
一

段
の

階

段
も

な
い

、人
に

や
さ

し
い

造
り

で
す

。
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な
ぜ

観
光

振
興

に
取

り
組

む
の

か
？

1. （
1）

 観
光

振
興

に
よ

る
地

域
経

済
の

発
展・

競
争

力
向

上
観

光
産

業
は

、地
方

の
成

長
産

業
人

口
減

少
・

少
子

高
齢

化
が

進
展

す
る

中
、国

内
外

か
ら

の
交

流
人

口
と

旅
行

消

費
の

拡
大

に
よる

経
済

効
果

は
地

方
創

生
の

鍵
で

あ
り

、観
光

地
とし

て
の

ブ
ラ

ンド
力

を
有

す
る

出
雲

市
に

とっ
て

も
、極

め
て

重
要

な
成

長
産

業
で

す
。

令
和

5年
（

20
23

）の
出

雲
市

来
訪

者
の

県
内

消
費

は
、生

産
波

及
効

果
を

含
め

ると
64

3億
円

、ま
た

8,
01

8人
の

雇
用

誘
発

効
果

を
創

出
し

て
お

り
、観

光
消

費
は

地

域
の

関
連

産
業

や
雇

用
に

好
影

響
を

与
え

て
い

ま
す

。

観
光

交
流

人
口

増
大

の
経

済
効

果
観

光
消

費
の

波
及

効
果

（
出

雲
市

来
訪

者
の

県
内

消
費

額
）

（
2）

 住
ん

で
よ

し
、訪

れ
て

よ
し

の
観

光
ま

ち
づ

く
り

地
域

の
魅

力・
価

値
の

再
認

識
、誇

り
や

愛
着

の
醸

成
地

域
外

か
ら

の
評

価
や

観
光

客
と

の
交

流
に

より
、当

た
り

前
す

ぎ
て

気
付

か
な

か
っ

た
地

域
の

魅
力

や
価

値
を

再
認

識
し

、地
域

に
対

す
る

誇
り

や
愛

着
を

育
む

こと
に

つ

な
が

りま
す

。

観
光

振
興

に
よ

る
地

域
づ

く
り・

地
域

活
性

化
地

域
ぐ

る
み

で
観

光
振

興
に

取
り

組
む

こと
に

より
、地

域
の

つ
な

が
り

や
暮

らし
の

充

実
、賑

わ
い

創
出

に
よる

地
域

活
性

化
に

つ
な

が
りま

す
。

地
域

の
店

舗
や

公
共

交
通

等
の

持
続

性
の

向
上

地
域

生
活

に
必

要
な

店
舗

や
公

共
交

通
に

つ
い

て
、観

光
客

の
利

用
を

取
り

込
む

こと
に

よ
っ

て
地

域
需

要
を

補
い

、そ
の

持
続

性
が

高
まり

ま
す

。

歴
史

文
化

や
自

然
資

源
の

保
全

と
継

承
地

域
で

育
ま

れ
て

き
た

歴
史

文
化

や
伝

統
、自

然
景

観
等

を
観

光
資

源
とし

て
活

用
し

て
い

くこ
と

に
よ

っ
て

、そ
の

保
存

と
継

承
に

つ
な

が
りま

す
。

観
光

交
流

人
口

増
大

の
経

済
効

果
　

　
出

典
：

観
光

庁（
R1

）
観

光
消

費
の

波
及

効
果

　
　

　
　

　
　

出
典

：
出

雲
市「

出
雲

市
観

光
動

態
調

査
」（

R5
）

※
一

次
波

及
効

果
：

直
接

の
生

産
の

増
加（

直
接

効
果

）に
よ

っ
て

誘
発

さ
れ

る
生

産
額

※
二

次
波

及
効

果
：

直
接

効
果

と
一

次
波

及
効

果
で

増
加

し
た

雇
用

者
所

得
か

ら
、 

各
産

業
の

商
品

等
が

消
費

さ
れ

て
新

た
に

発
生

す
る

生
産

額

１
人

当
た

り
年

間
消

費
額

＝
13

0
万

円
定

住
人

口
が

１
人

減
少

す
る

と

13
0

万
円

/
年

の
消

費
が

減
少

減
 少

拡
 大

外
国

人
旅

行
者

　
8人

分

国
内

旅
行

者（
宿

泊
）2

3人
分

国
内

旅
行

者（
日

帰
り

）7
5人

分

ま
た

は

ま
た

は

直
接

効
果

44
0.

0億
円

生
産
波
及
効
果

64
2.
8億

円

観
光
消
費
額

53
5.
5億

円

一
次

波
及

効
果

※
13

5.
5億

円

所
得

増
に

よ
る

消
費・

生
産

増（
二

次
波

及
効

果
）

67
.3

億
円

域
外

調
達

額
95

.5
億

円

地 域 外 へ

+ +

雇
用
創
出
効
果
　
8,
01
8人

波
及
効
果

約
1.

2倍



ⅢⅠ Ⅱ

1
. 

な
ぜ

取
り

組
む

の
か

？
2

. 
策

定
趣

旨
3

. 
基

本
理

念
4

.は
じ

ま
り

の
地

出
雲

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅢC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

資 料 編Ⅰ は じ め にC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

07

観
光

振
興

が
も

た
ら

す
効

果
イ

メ
ー

ジ
（

地
域

経
済

の
発

展
／

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

観
光

ま
ち

づ
く

り
）

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

観
光

ま
ち

づ
く

り
雇
⽤
拡
⼤

起
業
･

事
業
拡
⼤

農
林

⽔
産
業

製
造
業

運
送
業

卸
売
業

⼩
売
業

お
⼟
産
店
・
飲
⾷
業

・
宿
泊
業
・
旅
⾏
業

売
上
UP

観
光

産
業

地
域

経
済

の
発

展
（

関
連

産
業

へ
波

及
）

観
光

消
費

観
光

に
よ

る
訪

問

消
費

の
増

加

関
連

産
業

で
働

く
人

々
の

所
得

UP

地
域
内
で
消
費
が
循
環
す
る
こ
と

で
よ
り
地
域
経
済
が
豊
か
に

地
域
の
魅
⼒
・

価
値
の
再
認
識
、

誇
り
や
愛
着
の

醸
成

各
地
域
の
活
性
化
・

持
続
可
能
性
の

向
上

歴
史
⽂
化
や

⾃
然
資
源
の

保
全
と
継
承

店
舗
・
事
業
・

公
共
交
通
等
の
維
持
、

継
続
性
の
向
上

地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
が
持
続
可
能

な
形
で
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

地
域

の
魅

力
住

み
や

す
さ

UP

利
用
者
UP
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（
1）

 計
画

策
定

の
目

的
本

計
画

は
、出

雲
市

が
観

光
振

興
に

取
り

組
む

上
で

の
基

本
理

念
や

将
来

像
を

示
す

とと
も

に
、事

業
内

容
と

推
進

体
制

の
戦

略
を

定
め

、幅
広

い
関

係
者

が
一

体
と

な
っ

て
観

光
地

域
づ

くり
に

取
り

組
む

た
め

の
羅

針
盤

と
す

る
た

め
策

定
しま

す
。

ま
た

、共
通

の
目

的
や

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

明
確

化
す

る
こと

に
より

、関
係

者
間

の
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

の
円

滑
化

・
活

性
化

を
図

り
、行

政
と（

一
社

）出
雲

観
光

協
会（

以

下「
観

光
協

会
」と

い
う

。）
だ

け
で

なく
、事

業
者

、団
体

、市
民

の
皆

様
が

同
じ

方
向

を
向

い
て

、連
携

・
協

働
し

た
観

光
まち

づ
くり

を
推

進
しま

す
。

3
要

素
の

出
典

：
チ

ェ
ス

タ
ー

・
バ

ー
ナ

ー
ド

『
経

営
者

の
役

割
』

共
通

の
目

的

貢
献

意
欲

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

共
通

の
目

的

行
政

観
光

協
会

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

計
画

の
策

定
趣

旨
2. ア

メリ
カ

の
経

営
学

者
の

チ
ェ

ス
タ

ー
・

バ
ー

ナ
ー

ド
は

、組
織

が
成

立
す

る
た

め
に「

共
通

の
目

的
」「

貢
献

意
欲

」「
コミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

」の
3つ

の
要

素
が

一
定

水
準

で
必

要
で

あ
ると

提

唱
し

て
い

ま
す

。

組
織

へ
の

貢
献

意
欲

と
相

互
の

コミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
を

図
り

な

が
ら

、共
通

の
目

的
に

向
か

い
取

り
組

ん
で

い
くこ

と
で

、よ
りよ

い

組
織

が
形

成
さ

れ
るこ

とを
示

し
て

い
ま

す
。

組
織

成
立

の
3

要
素

観
光

振
興

の
推

進
力

ア
ッ

プ
に

向
け

て
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（
2）

 計
画

の
位

置
づ

け
と

計
画

期
間

本
計

画
は

、出
雲

市
の

最
上

位
計

画
で

あ
る「

出
雲

市

総
合

振
興

計
画

　
出

雲
新

話
20

30
」に

お
い

て
掲

げ
た

「
期

待（
来

た
い

）が
膨

ら
む

観
光

の
ま

ち
出

雲
」の

実
現

に

向
け

、観
光

分
野

に
お

け
る

施
策

及
び

事
業

の
推

進
指

針
を

示
す

も
の

で
す

。

ま
た

、出
雲

市
の

他
分

野
の

計
画

や
他

部
局

で
実

施
す

る

施
策

等
に

お
け

る
観

光
分

野
に

係
る

部
分

は
、本

計
画

と
の

整
合

を
図

るも
の

とし
ま

す
。

計
画

期
間

に
つ

い
て

は
、令

和
7年

度（
20

25
）か

ら
令

和

11
年

度（
20

29
）ま

で
の

5年
間

とし
、本

計
画

を
推

進
し

て
い

きま
す

。な
お

、本
計

画
に

お
い

て
定

め
た

基
本

理
念

や
将

来

像
は

、長
期

的
な

も
の

とし
て

位
置

づ
け

、次
期

計
画

へ
の

継

承
を

妨
げ

ま
せ

ん
。

出
雲

市
観

光
基

本
計

画
の

位
置

づ
け

国
出

雲
市

観
光

白
書

出
雲
市
総
合
振
興
計
画
　
出
雲
新
話
20
30

出
雲
市
観
光
基
本
計
画

出
雲
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略

出
雲

市
ト

キ
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
構

想

出
雲

市
歴

史
文

化
基

本
構

想

出
雲

市
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

出
雲

市
芸

術
文

化
推

進
指

針

出
雲

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

出
雲

市
地

域
公

共
交

通
計

画

出
雲

市
景

観
計

画

出
雲

市
デ

ジ
タ

ル
フ

ァ
ー

ス
ト

推
進

計
画

第
２

期
出

雲
市

中
小

企
業・

小
規

模
企

業
振

興
計

画
 

第
2

期
出

雲
市

社
会

教
育

計
画

【
観

光
分

野
目

標
】

「
出

雲
力

」
で

夢
★

未
来

へ
つ

な
げ

　
誰

も
が

笑
顔

に
な

れ
る

ま
ち

期
待

（
来

た
い

）
が

膨
ら

む
観

光
の

ま
ち

出
雲

観
光

立
国

推
進

基
本

法

観
光

立
国

推
進

基
本

計
画

上
位

計
画

関
連

計
画

第
2

期
出

雲
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

経
緯

と
計

画
期

間

（
前

）
出

雲
市

観
光

基
本

計
画

計
画

期
間

：
H2

1
～

H3
0

年
度

出
雲

市
総

合
振

興
計

画
　

出
雲

新
話

20
30

計
画

期
間

：
R4

～
R1

1
年

度
基

本
目

標
：

交
流

人
口

チ
ャ

レ
ン

ジ
1

億
人

（
8

年
間

）

R5
.2

市
長

施
政

方
針

「
今

後
３

年
の

観
光

戦
略

」
期

間
：

R5
～

R7
年

度
～

出
雲

力
で

地
域

と
人

が
輝

く
～

持
続

可
能

な
観

光
地

域
づ

く
り

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7
R8

R9
R1
0

〇
コ

ロ
ナ

禍
・

5
類

感
染

症
以

降

＜
新
＞
出
雲
市
観
光
基
本
計
画

R1
1
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『 古 事 記 』 に 記 さ れ る

ス サ ノ オ ノ ミ コ ト が 詠 ん だ と さ れ る

最 古 の 和 歌（
1）

 観
光

振
興

に
取

り
組

む
上

で
の

基
本

理
念

及
び

行
動

指
針

基
本

理
念

と
行

動
指

針
3.

神
々

の
国

、
未

来
へ

八
雲

立
つ

私
た

ち
は

、観
光

産
業

を
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く

り
の

原
動

力
と

し
、

神
々

の
国

出
雲

の
文

化
と

と
も

に
、豊

か
な

出
雲

の
地

を
次

世
代

に
引

き
継

ぎ
ま

す
。

基
本

理
念

【
 八

雲
立

つ
に

込
め

た
思

い
 】

「
八

雲
立

つ
」と

は
、生

命
力

あ
ふ

れ
る

多
く

の
雲

が
次

と々
沸

き
起

こり
立

ち
上

る
様

を
あ

ら
わ

し
た

出

雲
の

枕
詞

で
す

が
、転

じ
て

、様
な々

物
事

が
幾

久
しく

発
展

す
る

意
に

も
用

い
ら

れ
るこ

と
が

あ
りま

す
。

通
常「

八
雲

立
つ

○
○

」と
使

用
さ

れ
ま

す
が

、観
光

まち
づ

くり
に

より
地

域
全

体
が

盛
り

上
が

り
、産

業
や

文
化

な
ど

様
な々

分
野

へ
、そ

し
て

未
来

へ
と

発
展

す
る

躍
動

感
を

文
末

で
表

現
しま

し
た

。

八 雲 立 つ 　

出 雲 八 重 垣

妻 籠 み に 　

八 重 垣 つ く る

そ の 八 重 垣 を

つ ま   ご

た
く

さ
ん

の
生

命
力

あ
ふ

れ
る

雲
が

立
ち

の
ぼ

る
こ

の
出

雲
の

地
に

、雲
の

よ
う

に
幾

重
に

も
垣

を
め

ぐ
ら

せ
、

妻
を

守
り

住
ま

わ
せ

る
た

め
の

宮
を

つ
く

ろ
う

　
あ

あ
、幾

重
に

も
幾

重
に

も
垣

を
め

ぐ
ら

し
て

（
意

訳
提

供
：

戦
略

会
議

委
員

　
錦

田
剛

志
氏

）
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●
長

期
的

な
視

野
に

立
ち

、
お

か
げ

さ
ま

と
お

も
て

な
し

の
心

で
地

域
全

体
で

良
く

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

●
出

雲
の

歴
史

文
化

や
本

物
の

豊
か

さ
を

誇
り

に
思

い
、

磨
き

上
げ

る
こ

と
で

地
域

全
体

の
価

値
を

高
め

ま
す

。

●
観

光
を

起
点

に
地

域
内

外
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
経

済
の

好
循

環
と

人
的

交
流

に
よ

る
活

力
向

上
を

図
り

ま
す

。

●
は

じ
ま

り
の

地
出

雲
の

物
語

を
国

内
外

に
発

信
し

、
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

更
に

高
め

ま
す

。

●
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く

り
の

原
動

力
と

し
て

、 
出

雲
の

未
来

を
創

造
す

る
次

世
代

の
観

光
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

地
域

協
働

の
推

進

地
域

価
値

の
再

認
識

と
磨

き
上

げ

経
済

と
交

流
の

活
性

化

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上

人
材

育
成

行
動

指
針
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出
雲

か
ら

語
り

継
が

れ
る

精
神

世
界

神
々

が
集

う
由

縁
出

雲
か

ら
語

り
継

が
れ

る
精

神
世

界
神

々
が

集
う

由
縁

大
地

の
成

り
立

ち
L

ag
oo

n－
潟

湖
が

広
が

っ
て

い
た

出
雲

－
大

地
の

成
り

立
ち

L
ag

oo
n－

潟
湖

が
広

が
っ

て
い

た
出

雲
－

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 せ
き

　
 こ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 せ
き

　
 こ

は
じ

ま
り

の
地

出
雲

－
国

造
り

と
国

譲
り

の
舞

台
出

雲
の

地
。そ

れ
は

目
に

見
え

な
い

結
び

つ
き

を
大

切
に

す
る

日
本

人
の

精
神

世

界
の

始
ま

り
の

地
。

－
国

土
開

拓
神

で
あ

る
大

国
主

大
神

が
、天

照
大

神
の

命
を

受
け

国
を

譲
ら

れ
る

。

大
国

主
大

神
は

幽
事（

幽
れ

た
る

神
事

）を
治

め
る

縁
結

び
の

神
様

で
あ

る
－

と
い

う

世
界

観
は

、出
雲

の
地

域
像

に
大

き
な

影
響

を
与

え
て

い
る

。

神
在

月
と

縁
結

び
八

百
万

の
神

々
は

旧
暦

10
月

に
出

雲
に

お
集

ま
り

に
な

り
、縁

結
び

な
ど

諸
事

に
つ

い
て

神
議

を
な

さ
る

と
伝

え
ら

れ
る

。文
献

上
、神

集
い

の
初

出
は

平
安

時

代
後

期
に

あ
り

、江
戸

時
代

に
は

出
雲

大
社

の
縁

結
び

信
仰

は
全

国
に

広
ま

っ
て

い
た

。

出
雲

平
野

と
宍

道
湖

の
誕

生
、

花
開

く
古

代
出

雲
文

化
縄

文
時

代
早

期
、今

の
平

野
部

に
は

入
り

海（
古

宍
道

湾
）が

広
が

っ
て

お
り

、

人
々

は
山

裾
に

住
み

始
め

た
。

弥
生

時
代

、出
雲

平
野

の
原

形
が

で
き

あ
が

る
。水

源
に

恵
ま

れ
た

平
野

に
人

々

が
集

ま
り

、集
落

は
や

が
て

、大
き

な
勢

力
へ

と
発

展
し

た
。

地
殻

変
動

と
一

致
す

る
国

引
き

神
話

の
神

秘
出

雲
国

の
成

り
立

ち
を

語
る

国
引

き
神

話
か

ら
は

、出
雲

平
野

の
拡

大
へ

の

人
々

の
感

謝
の

念
と

、朝
鮮

半
島

や
北

陸
と

の
交

流
が

う
か

が
え

る
。

出
雲

の
未

来
を

担
う

こ
ど

も
た

ち
へ

。真
の

豊
か

さ
を

求
め

る
現

代
の

日
本

人
へ

、そ
し

て
世

界
へ

。

私
た

ち
は

出
雲

の
地

を
ど

う
語

る
の

か
？

古
よ

り
今

に
受

け
継

ぐ
出

雲
の

魅
力

と
は

？

今
、観

光
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
て

再
構

成
す

る
、神

々
の

国
出

雲
の

各
地

を
結

ぶ
物

語
。

国
引

き
神

話
神

様
は

朝
鮮

半
島

や
能

登
半

島
の

土
地

を
綱

で
引

っ
張

り
杭

に
結

ん
だ

。

杭
は

三
瓶

山
と

大
山

、
綱

は
薗

の
長

浜
と

弓
ヶ

浜
に

な
っ

た
。

『
出

雲
国

風
土

記
』

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

く
い

く
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  そ
の

は
じ

ま
り

の
地

出
雲

の
物

語
4. 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
か

く
れ

た
る

こ
と

 か
く

　
　

　
　

　
　

　
　

 
か

み
は

か
り

Ph
ot

o 
by

  S
H

O
KO

 T
AK

AY
AS

U
©M

ak
ot

o.
Fu

ru
ka

wa

薗
の

長
浜

薗
の

長
浜

薗
の

長
浜

杵
築

の
み

さ
き

杵
築

の
み

さ
き

杵
築

の
み

さ
き

美
保

の
み

さ
き

美
保

の
み

さ
き

美
保

の
み

さ
き

夜
見

島（
弓

ヶ
浜

）
夜

見
島（

弓
ヶ

浜
）

夜
見

島（
弓

ヶ
浜

）

火
神

岳（
大

山
）

火
神

岳（
大

山
）

火
神

岳（
大

山
）

佐
比

売
山（

三
瓶

山
）

佐
比

売
山（

三
瓶

山
）

佐
比

売
山（

三
瓶

山
）
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写
真
提
供
：
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

古
代

出
雲

と
高

層
神

殿
の

真
実

に
迫

る
悠

久
の

時
を

超
え

た
謎

解
き

古
代

出
雲

と
高

層
神

殿
の

真
実

に
迫

る
悠

久
の

時
を

超
え

た
謎

解
き

出
雲

神
話

で
描

か
れ

る
出

雲
像

北
山

 －
神

々
と

仏
が

坐
す

祈
り

の
場

－

出
雲

神
話

で
描

か
れ

る
出

雲
像

北
山

 －
神

々
と

仏
が

坐
す

祈
り

の
場

－

弥
生

の
出

雲
王

の
盛

衰
国

譲
り

神
話

が
想

起
さ

せ
る

出
雲

王
の

盛
衰

。

国
内

総
出

土
数

を
上

回
る

35
8 

本
の

銅
剣

と
銅

矛
、銅

鐸
が

出
土

し
た

荒
神

谷
遺

跡

の
発

見
は

、古
代

史
を

揺
る

が
し

た
。

弥
生

時
代

の
最

大
級

の
王

墓
が

集
ま

る
西

谷
墳

墓
群

の
四

隅
突

出
型

墳
丘

墓
は

、各

地
や

大
陸

と
出

雲
王

が
交

流
し

て
い

た
こ

と
を

証
明

し
て

い
る

。こ
の

の
ち

大
和

政
権

の
統

一
が

進
み

、出
雲

で
も

前
方

後
円

墳
が

造
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。

古
の

巨
大

神
殿

の
謎

と
発

見
長

い
間

幻
と

さ
れ

て
き

た
、出

雲
大

社
の

古
の

巨
大

神
殿

。

平
成

12
年（

20
00

）に
発

掘
さ

れ
た

三
本

一
組

の
巨

大
な

柱（
鎌

倉
時

代
の

造
営

と
推

定
）は

、出
雲

大
社

に
伝

わ
る

古
代

の
巨

大
本

殿
の

設
計

図「
金

輪
御

造
営

差
図

」と
類

似
し

て
い

た
。

平
安

時
代

の
文

献
で

は
現

在
の

倍
の

高
さ

が
あ

っ
た

こ
と

が
う

か
が

え
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

 か
な

 わ
の

 ご
  ぞ

う
え

い
さ

し
  ず

日
が

沈
む

海
の

彼
方

に
繋

が
る

地
奈

良
時

代
に

編
纂

さ
れ

た『
古

事
記

』は
都

の
人

々
の

出
雲

像
を

伝
え

る
。都

で
あ

る

大
和

か
ら

見
る

と
太

陽
は

北
西

に
沈

む
た

め
、出

雲
は「

日
が

沈
む

聖
な

る
場

所
」と

し

て
知

ら
れ

て
い

た
。人

々
は

出
雲

大
社

を「
天

日
隅

宮
」、

日
御

碕
神

社
を「

日
䗻

宮
」と

し
て

祀
り

、夕
日

に
畏

敬
の

念
を

抱
い

て
い

た
。

北
山

山
系

と
信

仰
の

場
島

根
半

島
を

形
成

す
る

北
山

山
系

は
、出

雲
大

社
や

鰐
淵

寺
を

は
じ

め
、古

く
か

ら

人
々

の
信

仰
の

場
と

し
て

知
ら

れ
て

い
た

。

平
安

時
代

の『
梁

塵
秘

抄
』で

は
、鰐

淵
や

日
御

碕
が「

聖
の

住
所

」と
記

さ
れ

、仏
教

者
た

ち
の

有
名

な
修

行
の

場
で

あ
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

 あ
め

の
ひ

す
み

の
み

や
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ひ
し

ず
み

の
み

や

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  が
く

え
ん

じ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
り

ょ
う

じ
ん

ひ
し

ょ
う

　
　

　
　

　
   

 わ
に

ぶ
ち

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ひ

じ
り

　
　

す
み

か

写
真
提
供
：
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

文
化
庁
蔵

写
真
提
供
：
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
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治
水

事
業

と
平

野
の

拡
大

古
代

か
ら

近
世

に
か

け
て

発
展

し
た「

た
た

ら
製

鉄
」。

斐
伊

川
の

上
流

、中
国

山
地

で
盛

ん
に

行
わ

れ
た

鉄
穴

流
し

に
よ

り
大

量
の

砂
が

下
流

に
運

ば
れ

る
。こ

の
砂

を
利

用
し

た
幾

度
も

の
川

違
え（

人
工

的
な

川
の

移
し

替
え

）に
よ

り
宍

道
湖

は
干

拓
さ

れ
、

豊
か

な
水

田
地

帯
を

湛
え

る
出

雲
平

野
へ

と
姿

を
変

え
て

い
っ

た
。

築
地

松
と

木
綿

街
道

－
暮

ら
し

が
織

り
な

す
景

観
－

斐
伊

川
の

氾
濫

か
ら

土
地

や
家

屋
を

守
る

た
め

に
造

ら
れ

た
築

地
松

は
、自

然
に

人

の
手

が
加

わ
っ

た
造

形
美

を
創

り
上

げ
て

い
る

。

ま
た

、1
8世

紀
以

降
、新

田
開

発
で

広
が

っ
た

農
地

で
の

木
綿

栽
培

が
盛

行
。木

綿
街

道
は

、明
治

初
期

ま
で

木
綿

の
集

散
地

と
し

て
栄

え
た

名
残

を
伝

え
る

。

国
引

き
の

大
地

が
も

た
ら

し
た

景
勝

と
恵

み
希

少
性

・
特

異
性

国
引

き
の

大
地

が
も

た
ら

し
た

景
勝

と
恵

み
希

少
性

・
特

異
性

汽
水

湖
　

－
多

様
で

希
少

な
水

産
物

の
宝

庫
－

三
瓶

山
の

噴
火

や
砂

の
堆

積
に

よ
り

潟
湖

が
陸

地
化

す
る

こ
と

で
、神

西
湖

と
と

も

に
日

本
最

大
の

規
模

の
汽

水
湖

、宍
道

湖
・

中
海

が
誕

生
し

た
。シ

ジ
ミ

や
ウ

ナ
ギ

を
は

じ
め

多
様

で
希

少
な

水
産

物
の

宝
庫

で
あ

る
。

岬
と

浦
　

－
浦

々
で

育
ま

れ
た

食
文

化
－

島
根

半
島

の
最

西
端

の
岬

、日
御

碕
は

、海
底

火
山

の
溶

岩
ド

ー
ム

か
ら

な
る

独
特

の
地

形
を

有
し

て
い

る
。

島
根

半
島

沖
は

対
馬

海
流

と
リ

マ
ン

海
流

が
行

き
交

う
良

好
な

漁
場

。ノ
ド

グ
ロ

、

甘
鯛

、ブ
リ

、サ
ザ

エ
、白

イ
カ

な
ど

、新
鮮

な
海

の
幸

に
あ

わ
せ

造
ら

れ
る

刺
身

醤
油

や
磯

で
採

れ
る

貝
を

用
い

た
郷

土
料

理「
ぼ

べ
飯

」な
ど

、独
特

の
食

文
化

が
育

ま
れ

て

い
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  せ
き

 こ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
   

か
ん

な
な

が

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

わ
 た

が

中
国

山
地

と
た

た
ら

製
鉄

斐
伊

川
は

豊
か

な
水

田
へ

中
国

山
地

と
た

た
ら

製
鉄

斐
伊

川
は

豊
か

な
水

田
へ
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武
家

文
化

と
町

人
文

化
の

融
合

と
発

展
江

戸
時

代
、出

雲
国

は
約

23
0年

に
わ

た
り

、信
濃

松
本

藩
か

ら
転

封
し

た
松

平
家

が

治
め

た
。一

方
、出

雲
大

社
へ

の
信

仰
は

更
に

広
ま

り
、城

下
か

ら
離

れ
た

門
前

町
は

文

化
的

な
中

心
地

と
な

る
。

信
州

の
そ

ば
職

人
が

伝
え

た
そ

ば
切

り
は

城
下

町
や

門
前

町
で

独
自

の
食

文
化

に

発
展

。新
田

開
発

や
た

た
ら

製
鉄

な
ど

で
力

を
つ

け
た

豪
農

・
豪

商
は

、大
名

茶
人

、七

代
藩

主
松

平
治

郷（
不

昧
公

）と
親

し
く

交
流

し
、出

雲
流

庭
園

や
茶

の
湯

な
ど

の
文

化

が
広

が
っ

て
い

っ
た

。

武
家

と
町

人
の

交
流

現
代

に
受

け
継

ぐ
美

と
心

武
家

と
町

人
の

交
流

現
代

に
受

け
継

ぐ
美

と
心

民
藝

や
建

築
、

暮
ら

し
に

息
づ

く
美

悠
久

の
歴

史
が

垣
間

見
え

る
清

ら

か
な

自
然

景
観

に
育

ま
れ

た
、人

々

の
暮

ら
し

に
溶

け
込

む
美

意
識

や
丁

寧
な

生
活

。そ
れ

ら
は

民
藝

を
は

じ

め
建

築
、食

文
化

な
ど

現
代

の
出

雲

に
息

づ
い

て
い

る
。

Ph
ot

o 
by

  S
H

O
KO

 T
AK

AY
AS

U

ph
ot

o ：
聞
き
書
き

IZ
U

M
O

36
5

ph
ot

o ：
聞
き
書
き

IZ
U

M
O

36
5



ph
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書
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U

M
O
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現
状

と
課

題

今
後

の
方

向
性

ⅡC
ha

pt
er

 
C

ha
pt

er
 

佐
田

町
の

水
田

美
し

い
棚

田
、き

れ
い

に
整

え
ら

れ
た

田
ん

ぼ
の

あ
ぜ

。

出
雲

市
駅

か
ら

南
へ

、神
戸

川
沿

い
に

国
道

を
進

む
と

、市
の

南
部

を
構

成
す

る
中

国
山

地

の
風

景
が

広
が

っ
て

きま
す

。

出
雲

らし
い

景
色

の
一

つ
で

す
が

、そ
の

美
し

さ
は

、そ
こ

に
暮

ら
す

人
た

ち
の

日々
の

努
力

や

丁
寧

な
暮

らし
が

に
じ

み
出

し
た

も
の

。

朝
山

神
社

や
立

久
恵

峡
、須

佐
神

社
な

ど
の

パ
ワ

ー
ス

ポ
ット

を
巡

る
道

の
り

で
、地

域
の

暮

らし
を

感
じま

す
。
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（
1）

国
内

旅
行

の
状

況
国

内
の

旅
行

者
数

・
消

費
額

は
概

ね
横

ば
い

で
推

移

し
て

い
ま

し
た

。コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
縮

小
し

た
国

内
旅

行
消

費
額

は
、令

和
5年

（
20

23
）に

令
和

元
年（

20
19

）

比
99

.8
％

ま
で

回
復

し
、国

内
旅

行
者

一
人

当
た

り
の

旅
行

支
出

は
、同

年
比

で
17

.8
％

増
加

し
ま

し
た

。

日
本

人
国

内
延

べ
旅

行
者

の
推

移

日
本

人
国

内
旅

行
消

費
額

の
推

移

（
2）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
状

況
訪

日
外

国
人

旅
行

者
数

は
、コ

ロ
ナ

禍
を

経
て

堅

調
に

回
復

し
、令

和
5年

（
20

23
）は

令
和

元
年

（
20

19
）比

78
％

ま
で

回
復

し
ま

し
た

。訪
日

外
国

人

旅
行

者
の

旅
行

消
費

額
は

、過
去

最
高

の
5.

3兆
円

を
記

録
し

ま
し

た
。1

人
当

た
り

の
旅

行
支

出
は

、約

21
万

円（
令

和
元

年（
20

19
）比

34
.2

％
増

）と
な

っ

て
い

ま
す

。

訪
日

外
国

人
旅

行
者

の
推

移

外
国

人
の

消
費

額

（
3）

個
人

客
へ

の
シ

フ
ト

・
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

国
内

旅
行

に
占

め
る

パ
ッ

ク
・

団
体

旅
行

の
割

合

は
、平

成
22

年（
20

10
）か

ら
令

和
2年

（
20

20
）の

10
年

間
で

半
分

以
下

に
縮

小
し

て
い

ま
す

。そ
れ

に
対

し
、

個
人

旅
行

は
平

成
22

年（
20

10
）の

77
.6

%
か

ら
令

和
2

年（
20

20
）に

は
92

.7
％

と
な

り
、1

割
以

上
の

伸
び

を
見

せ
て

い
ま

す
。ま

た
、コ

ロ
ナ

禍
を

経
て

持
続

可
能

性

へ
の

関
心

や
自

然
・

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
に

対
す

る
需

要

が
高

ま
り

ま
し

た
。 団

体
旅

行
の

縮
小

　

過
去

1年
間

で「
実

際
に

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
宿

泊
施

設
に

滞
在

し
た

」
旅

行
者

が
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

旅
を

選
ん

だ
理

由

01234567

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R15.
9

5.
0

R2
R3

R4
R5

（
億

人
）

0510152025
（

兆
円

） H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

21
.9

21
.9

99
.8

％
同

水
準

9.
2

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

30
00

35
00

（
万

人
）

約
3,

20
0

万
人

約
2,

50
7

万
人

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

約
78

％
ま

で
回

復

0123456
（

兆
円

）

約
4.

8
兆

円
約

5.
3

兆
円

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

+
10

.2
％

約
21

万
円

/人
（

+
34

.2
％

）

707580859095

0510152025
（

％
） H2

2
H2

3
H2

4
H2

5
H2

6
H2

7
H2

8
H2

9
H3

0
R1

R2

パ
ッ

ク
・

団
体

旅
行

パ
ッ

ク
・

団
体

旅
行

パ
ッ

ク
・

団
体

旅
行

7.
3％

7.
3％

7.
3％

92
.7

％
92

.7
％

92
.7

％
個

人
旅

行
個

人
旅

行

出
典

：
観

光
庁「

旅
行

・
観

光
消

費
動

向
調

査
」※

20
23

年
は

速
報

値

出
典

：
観

光
庁「

旅
行

・
観

光
消

費
動

向
調

査
」※

20
23

年
は

速
報

値
出

典
：

日
本

政
府

観
光

局（
JN

TO
）

出
典

：
観

光
庁「

訪
日

外
国

人
消

費
動

向
調

査
」

出
典

：
観

光
庁「

旅
行

・
観

光
消

費
動

向
調

査
」（

20
20

年
速

報
）

観
光

を
取

り
巻

く
状

況
1.

環
境

負
荷

低
減

に
貢

献
す

る
た

め

よ
り

地
域

に
密

着
し

た
体

験
を

楽
し

む
た

め

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
宿

泊
施

設
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
の

配
慮

が
優

れ
て

い
る

と
考

え
て

い
る

た
め

世
界

の
旅

行
者

日
本

の
旅

行
者

41
％

33
％

31
％

31
％

26
％

24
％

出
典

：
Bo

ok
in

g.
co

m「
『

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

・
ト

ラ
ベ

ル
』に

関
す

る
調

査
結

果
」（

R4
）
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（
4）

観
光

D
Xの

進
展

宿
泊

、体
験

等
に

係
る

オ
ン

ラ
イ

ン
予

約
・

決
済

が

可
能

に
な

る
な

ど
、観

光
D

X
に

よ
り

旅
行

者
の

利
便

性
が

向
上

し
て

い
ま

す
。観

光
地

に
お

い
て

も
、デ

ー

タ
を

活
用

し
た

周
遊

促
進

、観
光

産
業

の
生

産
性

向
上

な
ど

、観
光

地
経

営
の

高
度

化
が

進
ん

で
い

ま
す

。

（
5）

国
の

観
光

施
策

の
方

向
性

令
和

5年
度（

20
23

）に
閣

議
決

定
さ

れ
た「

観
光

立
国

基
本

計
画

」は
、観

光
の

持
続

可
能

な
形

で
の

復
活

に
向

け
、観

光
の

質
的

向
上

を
象

徴
す

る
、「

持
続

可
能

な
観

光
」「

消
費

額
拡

大
」「

地
方

誘
客

促
進

」の
3つ

を
キ

ー
ワ

ー

ド
に「

持
続

可
能

な
観

光
地

域
づ

く
り

」「
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
回

復
」「

国
内

交
流

拡
大

」に
戦

略
的

に
取

り
組

み
、全

国

の
津

々
浦

々
に

観
光

の
恩

恵
を

行
き

わ
た

ら
せ

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

宿
泊

施
設

の
予

約
経

路
の

変
化

観
光

D
X

（
旅

マ
エ

・
旅

ナ
カ

・
旅

ア
ト

で
デ

ー
タ

を
収

集
・

活
用

）

観
光

立
国

推
進

基
本

計
画

（
R5

閣
議

決
定

）
の

方
針

●
観

光
振

興
が

地
域

社
会

・
経

済
に

好
循

環
を

生
む

仕
組

み
づ

く
り

を
推

進
す

る
●

観
光

産
業

の
収

益
力

・
生

産
性

を
向

上
さ

せ
、

従
事

者
の

待
遇

改
善

に
も

つ
な

げ
る

（
「

稼
げ

る
産

業
・

稼
げ

る
地

域
」

）
●

地
域

住
民

の
理

解
も

得
な

が
ら

、
地

域
の

自
然

、
文

化
の

保
全

と
観

光
を

両
立

さ
せ

る
（

「
住

ん
で

よ
し

、
訪

れ
て

よ
し

」
）

●
消

費
額

５
兆

円
の

早
期

達
成

に
向

け
て

、
施

策
を

総
動

員
す

る
●

消
費

額
拡

大
・

地
方

誘
客

促
進

を
重

視
す

る
●

ア
ウ

ト
バ

ウ
ン

ド
復

活
と

の
相

乗
効

果
を

目
指

す

●
国

内
旅

行
の

実
施

率
向

上
、

滞
在

長
期

化
を

目
指

す
●

旅
行

需
要

の
平

準
化

と
関

係
人

口
の

拡
大

に
つ

な
が

る
　

 新
た

な
交

流
需

要
の

開
拓

を
図

る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

回
復

戦
略

国
内

交
流

拡
大

戦
略

持
続

可
能

な
観

光
地

域
づ

く
り

戦
略

地
域

の
持

続
可

能
性

を
高

め
る

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ

地
域

一
体

と
な

っ
た

取
組

観
光

産
業

の
収

益
力

・
生

産
性

向
上

地
域

全
体

の
活

性
化

観
光

従
事

者
の

待
遇

改
善

、
担

い
手

確
保

住
民

の
観

光
へ

の
理

解
、

地
域

へ
の

誇
り

・
愛

着

持
続

可
能

な
観

光
戦

略
効

果
検

証

司
令
塔
と
な
る
D
M
O
等
、

担
い
手
の
育
成環
境
に
配
慮
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の

造
成
・
工
夫
、
受
入
環
境
整
備

「
日
本
版
持
続
可
能
な

　
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

観
光

振
興

が
生

む
地

域
社

会
・

経
済

の
好

循
環

観
光
地
・
観
光
産
業
の

再
生
・
高
付
加
価
値
化
、
観
光
D
X

0510152025303540(%
)

直
接

予
約

自
社

HP
O

TA
大

手
旅

行
会

社
中

小
旅

行
社

H2
5

H2
7

H2
9

R1
17

.3
%

35
.8

%

出
典

：
リ

ョ
ケ

ン「
ネ

ッ
ト

予
約

・
検

索
対

策
等

の
状

況
調

査
」

旅
マ

エ
（

旅
行

の
計

画
を

立
て

る
）

旅
ナ

カ
（

旅
行

先
で

活
動

）

旅
ア

ト
（

旅
の

余
韻

に
ひ

た
る

）

魅
力
を「
行
き
た
い
」に

旅
の
満
足
度
を
向
上

顧
客
関
係
管
理

分
析
・
施
策
立
案

顧
客

属
性

・
嗜

好
性

把
握

位
置

情
報

・
行

動
把

握
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（
1）

観
光

入
込

客
延

べ
数

出
雲

大
社

の
平

成
の

大
遷

宮「
本

殿
遷

座
祭

」※
が

行
わ

れ
た

平
成

25
年（

20
13

）

に
大

幅
に

増
加

し
、以

降
、コ

ロ
ナ

禍
を

除
き

1,
10

0万
人

以
上

で
推

移
し

て
い

ま

す
。コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

減
少

し
た

も
の

の
、令

和
5年

（
20

23
）に

は
令

和
元

年

（
20

19
）と

同
程

度
ま

で
回

復
し

て
い

ま
す

。

出
雲

大
社

周
辺

入
込

客
数

は
大

遷
宮

以
降

60
0万

人
台

で
推

移
し

、令
和

5年

（
20

23
）は

71
1万

人
と

平
成

25
年（

20
13

）に
次

ぐ
入

込
と

な
り

ま
し

た
。

観
光

入
込

客
延

べ
数

の
推

移

（
2）

宿
泊

客
数

と
市

内
宿

泊
施

設
の

収
容

人
数

大
遷

宮
以

降
、主

に
ホ

テ
ル

や
旅

館
な

ど
の

客
室

数
の

増
加

に
伴

い
、宿

泊
客

延

べ
数

は
着

実
に

増
加

し
て

い
ま

す
。

令
和

5年
（

20
23

）に
は

過
去

最
高

の
84

万
人

と
な

り
ま

し
た

が
、新

規
立

地
に

と

も
な

う
収

容
人

数
の

増
加

量
を

考
慮

す
る

と
、既

存
施

設
に

お
け

る
宿

泊
客

数
の

伸
び

は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
、新

た
な

需
要

を
創

出
で

き
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

※
便

宜
上

平
成

25
年

を
「

大
遷

宮
」

と
表

記
出

典
：

島
根

県
「

島
根

県
観

光
動

態
調

査
」（

H2
9

以
前

）、
出

雲
市

「
出

雲
市

観
光

動
態

調
査

」（
H3

0
以

降
）

18
3

15
8

21
6

24
5

20
8

21
7

97
9

1,
09
1

66
2

60
8

84
2

99
1

83
9

89
9

86
9

1,
04

4

1,
57
6

1,
31

0
1,

25
0

1,
20

2
1,

19
8

23
1

24
7

24
8

34
8

80
4

66
5

60
8

60
6

60
4

59
1

63
4

49
6

47
4

61
6

71
1

1,
16

2
1,
24
9

87
9

85
3

1,
05

0

1,
20
9

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

16
00

18
00

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ
2323

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

R1
R2

R3
R4

R5

（
万

人
）

県
内

県
外

出
雲

大
社

周
辺

大
遷

宮

改
元

コ
ロ

ナ
禍

大
遷

宮
後

60
0万

人
台

で
推

移

施
設

別
宿

泊
客

延
べ

数
　

出
典

：
島

根
県

「
島

根
県

観
光

動
態

調
査

」（
H2

1
～

23
）、

出
雲

市
提

供
（

H2
4

～
R5

）
宿

泊
施

設
の

収
容

人
数

　
出

典
：

出
雲

市
調

査

観
光

宿
泊

客
延

べ
数

・
宿

泊
施

設
の

収
容

人
数

の
推

移

コ
ロ

ナ
禍

6.
1

8.
1

7.
1

5.
9

5.
8

10
.9

16
.2

17
.6

11
.8

11
.7

14
.6

16
.0

39
.5

45
.3

45
.5

46
.3

50
.4

52
.9

53
.0

56
.2

40
.1

43
.5

54
.1

62
.9

45
.2

45
.6

47
.0

50
.0

58
.8

57
.5

57
.0

61
.1

67
.9

74
.7

79
.5

55
.1

58
.5

72
.3

84
.0

0102030405060708090

宿
泊

客
延

べ
数

（
万

人
）

ホ
テ

ル
旅

館
簡

易
宿

所
そ

の
他

施
設

別
宿

泊
客

延
べ

数
宿

泊
施

設
の

収
容

人
数

ホ
テ

ル

旅
館

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ
2323

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

R1
R2

R3
R4

R5
01,

00
0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

8,
00

0

9,
00

0

収
容

人
数

（
人

）

4,
61
8

5,
59
2

改
元

大
遷

宮
収

容
人

数
は

約
97

0人
/日

増
加

収
容

人
数

は
約

97
0人

/日
増

加
収

容
人

数
は

約
97

0人
/日

増
加

1,
57

5人
（

宿
泊

客
数

/日
）

定
員

稼
働

率
31

.8
％

1,
57

5人
（

宿
泊

客
数

/日
）

定
員

稼
働

率
31

.8
％

1,
57

5人
（

宿
泊

客
数

/日
）

定
員

稼
働

率
31

.8
％

2,
30

1人
（

宿
泊

客
数

/日
）

定
員

稼
働

率
41

.1
％

2,
30

1人
（

宿
泊

客
数

/日
）

定
員

稼
働

率
41

.1
％

2,
30

1人
（

宿
泊

客
数

/日
）

定
員

稼
働

率
41

.1
％

出
雲

市
観

光
の

今
2.
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（
3）

観
光

消
費

額
・

生
産

波
及

効
果

観
光

消
費

額（
出

雲
市

来
訪

者
の

県
内

消
費

額
）は

平
成

30
年（

20
18

）以
降

減
少

傾
向

に
あ

り
、コ

ロ
ナ

禍
を

除
く

と
50

0～
60

0億
円

台
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

生
産

波
及

効
果

は
約

1.2
倍

と
な

っ
て

お
り

、国
の

約
1.9

倍（
令

和
元

年（
20

19
））

と
比

較
す

る
と

、地
域

の
関

連
産

業
と

の
連

携
を

強
め

る
な

ど
拡

大
の

余
地

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、消
費

額
単

価
も

、全
国

平
均

と
比

較
す

る
と

金
額

規
模

が
小

さ
く

、消
費

拡

大
の

余
地

が
あ

り
ま

す
。

（
4）

繁
閑

差
月

別
宿

泊
客

延
べ

数
に

お
け

る
繁

忙
期（

年
内

の
上

位
６

か
月

）と
閑

散
期（

同

下
位

）を
比

較
す

る
と

、繁
閑

差
は

減
少

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、令
和

５
年（

20
23

）に
お

い
て

も
最

多
月（

８
月

）と
最

少
月（

１

月
）の

差
が

2.
9万

人
あ

る
な

ど
、更

な
る

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

対
策

が
必

要
で

す
。

観
光

消
費

額
・

生
産

波
及

効
果

の
推

移
出

雲
市

月
別

宿
泊

客
延

べ
数

（
全

体
）

観
光

消
費

額
・

生
産

波
及

効
果

の
推

移
　

　
出

典
：

出
雲

市
「

出
雲

市
観

光
動

態
調

査
（

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
）」

 
日

帰
り

消
費

額
単

価
（

全
国

）　
　

　
　

　
出

典
：

観
光

庁
「

旅
行

・
観

光
消

費
動

向
調

査
」（

R6
）

出
典

：
島

根
県

「
島

根
県

観
光

動
態

調
査

」（
H2

1
～

H2
9）

、
出

雲
市

「
出

雲
市

観
光

動
態

調
査

」（
H3

0
～

R5
）　

1.
7

2.
2

3.
8

3.
6

7.
2

4.
9

14
6.

0
13

6.
2

95
.3

99
.5

14
1.

8
16

0.
2

46
.5

40
.5

26
.7

37
.2

52
.6

57
.4

40
9.

9
41

9.
5

23
6.

5
23

0.
8

26
2.

3

31
3.

0

64
2.
8

60
4.
0

59
8.
5

36
2.
3

37
1.

1

46
4.
0

53
5.

5

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

（
千

万
円

）

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

県
外

客
・

日
帰

り
県

内
客

・
日

帰
り

県
外

客
・

宿
泊

県
内

客
・

宿
泊

生
産

波
及

効
果

日
帰
り

日
帰
り

日
帰
り

1.
20

※
観

光
消

費
額

は
、

出
雲

市
へ

訪
れ

た
観

光
客

が
島

根
県

で
使

用
し

た
金

額
を

推
計

し
た

も
の

で
あ

り
、

出
雲

市
外

の
消

費
額

も
含

む

宿
泊

宿
泊

コ
ロ

ナ
禍

0246810

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

（
万

人
）

H2
1～

H2
4平

均
H2

5～
H2

9平
均

H3
0

R1
R2

～
R4

平
均

（
コ

ロ
ナ

禍
）

R5

閑
散

期

※
月

別
宿

泊
客

延
べ

数
（

H2
1）

の
上

位
6

月
を

繁
忙

期
、

7
位

以
降

を
閑

散
期

と
し

た

繁
忙

期
に

対
す

る
閑

散
期

の
割

合
R1

　
77

.5
％

繁
忙

期
に

対
す

る
閑

散
期

の
割

合
R5

　
85

.0
％

8.
4万

人

繁
忙

期
に

対
す

る
閑

散
期

の
割

合
H2

1～
H2

4
平

均
　

71
.7

％

5.
5万

人
5.

5万
人

5.
5万

人

2.
9万

人
の

差
2.

9万
人

の
差

円
／
人
回

項
目

5,
46
4

交
通
費

―

全
国

（
観

光
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

目
的

）

宿
泊
費

2,
80
2

飲
食
費

4,
43
8

買
物
代

3,
77
8

そ
の
他
※

※
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
、
参
加
費
ほ
か16
,4
83

合
計

円
／
人
回

項
目

87
9

交
通
費

―

出
雲

市

宿
泊
費

1,
66
1

飲
食
費

1,
31
3

土
産
代

68
2

そ
の
他
※

※
入
場
料
、
そ
の
他

4,
53
5

合
計日

帰
り

消
費

額
単

価
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9
184

431

431
431

51

39

39 32
5

28
0

28
3

9
16

2

27
7

19
7

19
7

26

27
5

24
3

23

23

23

16
1

16
2

25
0

27
5

23
2

29

23

184

184

令
和
6年

度
開
通
予
定

雲
南

市
大

田
市

一
畑

電
車

電
鉄

出
雲

市
駅

一
畑

電
車

川
跡

駅
一

畑
電

車
雲

州
平

田
駅

JR
直

江
駅

JR
荘

原
駅

一
畑

電
車

一
畑

口
駅

JR
西

出
雲

駅
JR

出
雲

神
西

駅
JR

江
南

駅
JR

田
儀

駅

JR
小

田
駅

JR
出

雲
市

駅

一
畑

電
車

 出
雲

大
社

前
駅

出
雲

大
社

神
門

通
り

観
光

案
内

所

出
雲

弥
生

の
森

博
物

館

猪
目

洞
窟

道
の

駅
キ

ラ
ラ

多
伎

キ
ラ

ラ
ビ

ー
チ

マ
リ

ン
タ

ラ
ソ

出
雲

出
雲

日
御

碕
灯

台

日
御

碕
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
日

御
碕

神
社

稲
佐

の
浜

県
立

古
代

出
雲

歴
史

博
物

館

韓
竈

神
社

鰐
淵

寺

旧
大

社
駅

島
根

ワ
イ

ナ
リ

ー

一
畑

薬
師

宇
美

神
社

木
綿

街
道

い
ず

も
縁

結
び

温
泉

ゆ
ら

り

県
立

宍
道

湖
自

然
館

ゴ
ビ

ウ
ス

宍
道

湖
グ

リ
ー

ン
パ

ー
ク

出
雲

・
湖

陵
パ

ー
キ

ン
グ

エ
リ

ア

出
雲

伝
承

館

多
伎

い
ち

じ
く

温
泉

田
儀

櫻
井

家
た

た
ら

製
鉄

遺
跡

立
久

恵
峡

立
久

恵
峡

わ
か

あ
ゆ

の
里

八
雲

風
穴

飯
の

原
農

村
公

園
吉

栗
の

郷

目
田

森
林

公
園

須
佐

神
社

朝
山

神
社

出
雲

縁
結

び
空

港

荒
神

谷
遺

跡
・

博
物

館

出
西

く
ら

し
の

vi
lla

ge
出

雲
科

学
館

出
雲

ゆ
う

プ
ラ

ザ

し
ま

ね
花

の
郷

湯
の

川
温

泉

万
九

千
神

社

出
雲

ド
ー

ム

出
雲

観
光

案
内

所

道
の

駅
 大

社
ご

縁
広

場

出
雲

多
伎

I.C

出
雲

I.C

湖
陵

I.C
（

仮
称

）

松
江

市

宍
道

湖

日
本

海

斐
伊

川

川

神
西

湖

戸神

道
の

駅
湯

の
川

博
物
館
／
美
術
館

公
共
施
設

神
社

観
光
地

寺
院

空
港

一
畑
電
車
停
車
駅

5㎞

山
陰
本
線
停
車
駅

道
の
駅

キ
ャ
ン
プ
場

観
光
入
込
客
延
べ
数
5万

人
以
上
の
観
光
地

出
典

：
出

雲
市

「
出

雲
市

観
光

動
態

調
査

」
（

R
5）

50
0

万
人

以
上

00
万

人
以

50 10
0

万
人

以
上

010 40
万

人
以

上

10
万

人
以

上

5
万

人
以

上

観
光

資
源

マ
ッ

プ

（
5）

周
遊

性

1.
25

1.
28

1.
21

1.
25

1.
27

1.
30

1.
37

1.
35

1.
34

1.
36

1.
34

1.
35

1.
40

1.
41

1.
41

1.
40

1.
41

1.
45

1.
32

1.
33

1.
29

1.
31

1.
33

1.
35

1.
20

1.
25

1.
30

1.
35

1.
40

1.
45

1.
50

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

（
箇

所
）

出
雲

市
内

訪
問

箇
所

数
の

推
移

日
帰

り
1泊

2泊
以

上
全

体
平

均

出
典

：
出

雲
市

「
出

雲
市

観
光

動
態

調
査

（
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

）」

市
内

各
地

に
多

く
の

観
光

資
源

を
有

し
て

い
ま

す
が

、大
社

地
域

と
比

べ
他

地
域

の
入

込
客

数
は

少
な

く
、観

光
客

の
市

内
訪

問
箇

所
数

は
、宿

泊
客

で
も

1.4
箇

所
程

度
と

な
っ

て

い
ま

す
。市

内
各

地
へ

の
周

遊
・

滞
在

促
進

が
大

き
な

課
題

で
す

。
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（
6）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
状

況
出

雲
市

の
外

国
人

宿
泊

客
延

べ
数

は
、令

和
元

年（
20

19
）に

は
、改

元
、出

雲
ソ

ウ
ル

間
の

連
続

チ
ャ

ー
タ

ー
便

就
航

等
で

賑
わ

い
、平

成
 2

1年
（

20
09

）の
約

６
倍

の
 1

1,
55

2 
人

ま
で

増
加

し
ま

し
た

。コ
ロ

ナ
禍

後
、令

和
 5

年（
20

23
） 

に
は

令
和

元
年（

20
19

）の
約

 6
 割

ま
で

回
復

し
て

い
ま

す
が

、宿
泊

客
全

体
に

占
め

る
割

合
は

１
％

未
満

の
状

況
で

す
。

訪
日

外
国

人
に

よ
る

観
光

地
の

認
知

度
と

訪
問

意
向

の
相

関
関

係
は

強
く

、山
陰

地
域

の
認

知
度

は
ま

だ
ま

だ
低

い
で

す
が

、訪
日

回
数

が
増

え
る

と
認

知
度

が
高

ま
る

傾
向

に

あ
り

ま
す

。

観
光

地
別

の
認

知
度

と
訪

問
意

向
東

京

富
士

山

大
阪

北
海

道
京

都

沖
縄

札
幌 名

古
屋

神
戸 横
浜

広
島

奈
良

九
州

関
西

福
島

長
崎

／
佐

世
保

鹿
児

島

岡
山

山
口

鳥
取

倉
敷直

島

松
江

／
出

雲
／

石
見

051015202530354045

0
10

20
30

40
50

60

訪 問 意 向 （ ％ ）

認
知

度
（

％
）

観
光

地
別

の
認

知
度

・
訪

問
意

向
（

国
籍

別
）

訪
日

回
数

別
認

知
度 鳥

取
全

体

051015202530

な
し

１
回

２
回

以
上

な
し

１
回

２
回

以
上

鳥
取

松
江

／
出

雲
／

石
見

鳥
取

全
体

松
江

／
出

雲
／

石
見

全
体

(%
)

ア
ジ

ア
欧

米
豪

松
江

/出
雲

/石
見

全
体

全
体

韓
国

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
、

マ
レ

ー
シ

ア
、

ア
メ

リ
カ

中
国

台
湾

香
港

タ
イ

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
イ

ギ
リ

ス

フ
ラ

ン
ス

012345

0
2

4
6

8
10

12

訪 問 意 向 （ ％ ）

認
知

度
（

％
）

出
雲

市
外

国
人

宿
泊

客
延

べ
数

出
典

：（
一

社
）

山
陰

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

機
構

「
山

陰
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
機

構
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
20

24
-2

02
6」

（
R6

.8
）

※
D

BJ
・

JT
BF

ア
ジ

ア
・

欧
米

豪
 訪

日
外

国
人

旅
行

者
の

意
向

調
査

 2
02

3
年

度
版

出
典

：
島

根
県

「
島

根
県

観
光

動
態

調
査

」（
H2

9
以

前
)、

出
雲

市
「

出
雲

市
観

光
動

態
調

査
」（

H3
0

以
降

）

松
江

/
出

雲
/

石
見

1,
95

4
2,

29
9

2,
72

8
2,

87
3

4,
82

3
6,

14
8

6,
25

0

7,
87

5

0

3,
00

0

6,
00

0

9,
00

0

12
,0

00

15
,0

00

18
,0

00

21
,0

00

24
,0

00

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

（
人

）
出

雲
市

松
江

市
・

島
根

県
・

鳥
取

県
（

人
）

コ
ロ

ナ
禍

0

14
0,

53
0

19
4,

73
0

18
4,

60
0

15
,0

00

30
,0

00

45
,0

00

60
,0

00

75
,0

00

90
,0

00

10
5,

00
0

20
0,

00
0

2,
14

4
1,

24
4

1,
58

1

4,
13

3

7,
34
8

98
,0

93

11
,5
52

R1
の

約
6割

ま
で

回
復

78
,7

81

71
,1

50

59
,3

21

43
,5

86

3,
11

2

出
雲

市

松
江

市
島

根
県

鳥
取

県

10
年

間
で

約
6倍

に
増

加
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「
出

雲
市

と
し

て
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

取
り

組
む

意
義

は
？

」

（
7）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
致

に
つ

い
て

　
～

戦
略

会
議

（
全

体
会

議
）

か
ら

見
え

た
課

題
～

戦
略

会
議

に
お

い
て

、イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
意

義
に

つ
い

て
様

々
な

意
見

が
あ

り
ま

し
た

。

ま
た

、出
雲

市
は

外
国

人
が

好
む

資
源

に
恵

ま
れ

、地
方

誘
客

の
機

会
も

見
込

ま
れ

ま
す

が
、ア

ク
セ

ス

を
は

じ
め

弱
み

や
懸

念
材

料
も

存
在

し
ま

す
。（

SW
O

T
分

析
参

照
）

一
方

、観
光

庁
に

よ
れ

ば
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
は

、一
般

的
に

国
内

旅
行

者
よ

り
も

滞
在

期
間

が
長

く
、旅

行
消

費
単

価
も

高
額

で
あ

る
ほ

か
、平

日
・

休
日

を
問

わ
ず

、季
節

需
要

の
大

き
な

偏
り

も
な

く
地

域
へ

来

訪
す

る
た

め
、観

光
需

要
の

平
準

化
に

つ
な

が
る

と
さ

れ
て

お
り（

※
）、

市
内

で
も

平
日

対
策

と
し

て
有

効
と

の
声

も
出

て
い

ま
す

。

こ
れ

ら
の

状
況

を
踏

ま
え

、イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
致

の
目

的
・

意
義

や
取

組
方

針
を

明
確

化
し

、理
解

を
得

な
が

ら
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

出
雲

市
の

イン
バ

ウ
ン

ド
に

関
す

る
SW

O
T

分
析

SW
O

T
分

析

S
強

み
弱

み
W

機
会

O
脅

威
T

㾎
 日

本
に

お
け

る
出

雲
の

特
別

性
　

 （
は

じ
ま

り
の

地
、

神
在

月
な

ど
）

㾎
 サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

コ
ン

テ
ン

ツ
　

　（
伝

統
体

験
、

一
畑

電
車

の
旅

）
㾎

 高
付

加
価

値
で

多
様

な
宿

泊
施

設
　

　
等

㾎
 サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
へ

の
関

心
㾎

 訪
日

リ
ピ

ー
タ

ー
の

地
方

へ
の

関
心

増
が

期
待

㾎
 万

博
、

国
の

地
方

誘
客

強
化

の
方

針
㾎

 高
規

格
道

路
の

整
備

が
進

め
ば

、
近

隣
空

港
・

港
か

ら
の

周
遊

が
期

待

㾎
 世

界
情

勢
に

よ
る

需
要

の
急

激
な

減
少

㾎
 オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

（
た

だ
し

ア
ク

セ
ス

の
状

況
を

考
え

れ
ば

急
増

は
考

え
に

く
い

）
㾎

 自
治

体
間

の
競

争
激

化

㾎
  認

知
度

が
低

い
㾎

  海
外

と
の

ア
ク

セ
ス

が
弱

い
㾎

  受
入

環
境

・
機

運
醸

成
が

不
十

分
㾎

  イ
ン

バ
ウ

ン
ド

市
場

へ
の

専
門

性
の

不
足

㾎
  ツ

ア
ー

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
不

足

---
肯

定
的

意
見

 --
-

---
否

定
的

意
見

 --
-

長
期

的
に

は
国

内
市

場
の

縮
小

が
想

定
さ

れ
る

中
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に
関

心
あ

る
事

業
者

も
見

ら
れ

る

国
際

交
流

や
多

文
化

理
解

に
つ

な
が

る

世
界

の
旅

行
ト

レ
ン

ド
を

意
識

し
、そ

の
方

向
へ

取
り

組
む

こ
と

で
、長

期
的

な
国

内
戦

略
に

も
な

る

地
域

で
は

気
付

け
な

い
価

値
に

日
本

人
以

上
に

気
付

い
て

く
れ

る

コ
ロ

ナ
な

ど
世

界
情

勢
に

大
き

く
影

響
を

受
け

る

国
内

客
の

１
％

程
度

で
あ

り
投

資
対

効
果

に
疑

問

外
国

人
観

光
客

と
の

交
流

が
楽

し
さ

や
喜

び
に

も

外
国

語
対

応
や

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
な

ど
受

入
れ

へ
の

不
安

が
あ

る

免
税

店
登

録
や

海
外

商
談

な
ど

の
取

組
も

思
っ

た
ほ

ど
、

成
果

が
上

が
っ

て
い

な
い

訪
日

外
国

人
を

受
け

入
れ

る
た

め
の

人
材

確
保

や
環

境
の

整
備

が
不

足
し

て
い

る

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

※
出

典
：

観
光

庁「
観

光
地

域
づ

く
り

法
人（

D
M

O
） 

に
よ

る
観

光
地

経
営

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」（
R6

.3
）



資 料 編ⅢⅡⅠ

1
. 

観
光

を
取

巻
く

状
況

2
. 

出
雲

市
観

光
の

今
3

. 
新

し
い

出
雲

市
観

光
の

視
点

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅱ 現 状 と 課 題 、 今 後 の 方 向 性C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅢC
ha

pt
er

C
ha

pt
er 資資 料 編 25

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

4.
6

4.
6

4.
6

4.
5

4.
5 4.
4

4.
4 4.

7
4.

7

4.
5

4.
5

4.
5

4.
5 4.
6

4.
6

4.
3

4.
34.

5
4.

5

重
要

度
（

平
均

4.
5　

　
　

）
満

足
度

（
平

均
3.

0　
　

　
）

3.
3

3.
3

3.
1

3.
1

3.
12.
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（
8）

地
域

ご
と

の
取

組
に

つ
い

て
　

～
地

域
観

光
戦

略
会

議
か

ら
見

え
た

課
題

～

第
２

回
地

域
観

光
戦

略
会

議
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

地
域

観
光

戦
略

会
議

を
５

エ
リ

ア
で

開
催

し
た

と
こ

ろ
、初

回
会

議
に

お
い

て
各

エ
リ

ア
共

通
の

課
題

が
見

え

て
き

ま
し

た
。こ

の
た

め
、第

２
回

会
議

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
課

題
を

整
理

し
ま

し
た

。

い
ず

れ
の

項
目

も
重

要
性

は
高

く
、満

足
度

は
中

～
低

位
と

な
り

ま
し

た
。

❶
 地

域
内

の
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
　（

観
光

に
関

わ
る

幅
広

い
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

）

❷
 エ

リ
ア

内
で

の
地

域
情

報
の

集
約

・
共

有
の

し
く

み
づ

く
り

❸
 プ

レ
イ

ヤ
ー

に
よ

る
地

域
情

報
の

発
信

❺
 地

域
事

務
局

（
地

域
全

体
に

関
わ

る
取

組
の

事
務

を
担

え
る

　
地

域
に

精
通

し
た

組
織

/人
）

の
必

要
性

❻
 市

・
観

光
協

会
の

地
域

担
当

の
必

要
性

❽
 エ

リ
ア

別
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
　（

タ
ー

ゲ
ッ

ト
設

定
、

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
等

）
の

必
要

性

❾
 地

域
資

源
や

地
域

の
歴

史
文

化
の

再
認

識
・

知
る

機
会

❼
 体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

、 地
域

Ｏ
Ｔ

Ａ（
42

頁
参

照
）へ

の
　

 掲
載

な
ど

に
お

け
る

支
援

の
必

要
性

❹
 地

域
情

報
の

発
信

に
お

け
る

市
内

の
連

携
、

担
い

手
の

整
理

※
算

出
方

法
 ･･

･･
 重

要
度

と
満

足
度

を
５

段
で

階
評

価
し

、
５

「
重

要
・

満
足

で
あ

る
」

４
「

ど
ち

ら
か

と
言

え
ば

重
要

・
満

足
で

あ
る

」
３

「
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
重

要
・

満
足

で
は

な
い

」
２

「
重

要
・

満
足

で
は

な
い

」
１

「
わ

か
ら

な
い

」
で

記
入

。
　

　
　

　
　

　
　

 １
「

わ
か

ら
な

い
」

を
除

く
、

評
価

2~
5

を
合

計
し

平
均

を
算

出
し

た
。

相
互

に
案

内
を

し
た

り
連

携
し

て
い

く
た

め
に

は
、情

報
が

共
有

さ
れ

な
い

と
い

け
な

い
が

、共
有

す
る

手
段

が
な

い
。取

組
の

情
報

共
有

を
行

う
た

め
の

仕
組

み
・

情
報

の
集

約
が

必
要

発
信

を
あ

ま
り

し
な

い
店

舗
も

多
く

、W
EB

上
で

営
業

情
報

が
分

か
ら

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

地
域

団
体

で
エ

リ
ア

の
観

光
サ

イ
ト

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

作
成

し
て

い
る

場
合

が
あ

る
が

、更
新

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
り

、他
の

発
信

主
体

と
の

連
携

が
十

分
で

き
て

お
ら

ず
、埋

も
れ

て
い

る
ケ

ー
ス

も
多

い

地
域

外
か

ら
推

進
・

支
援

さ
れ

て
も

、地
域

側
の

受
け

手
、担

い
手

が
い

な
け

れ
ば

動
か

な
い

。地
域

内
に

い
て

地
域

住
民

に
も

話
が

で
き

る
存

在
が

必
要

地
域

の
魅

力
や

歴
史

文
化

、他
の

施
設

や
取

組
等

に
つ

い
て

知
ら

な
い

こ
と

も
多

く
、相

互
に

学
べ

る
よ

う
な

機
会

が
あ

る
と

よ
い
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出
雲

市
の

観
光

推
進

体
制

（
現

状
）

▶
出

雲
市

観
光

交
流

部
出

雲
市

で
は

、観
光

に
よ

る
経

済
効

果
の

最
大

化
や

地
域

課
題

へ
の

貢
献

を
図

る
べ

く
、令

和
5年

度
か

ら
観

光
交

流
部

と
庁

内
推

進
本

部
を

立
ち

上
げ

ま
し

た
。

周
遊

・
滞

在
・

消
費

拡
大

の
た

め
の

デ
ー

タ
収

集
・

D
X

等
の

仕
組

み
づ

く
り

や
、

36
5日

楽
し

め
る

出
雲

を
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

た
情

報
発

信
・

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
支

援

に
加

え
、交

通
対

策
等

の
庁

内
連

携
し

た
取

組
を

開
始

し
て

い
ま

す
。

（
9）

観
光

推
進

体
制

の
現

状

監
事

正
会

員
・

特
別

会
員

賛
助

会
員

観
光

担
当

副
市

長

観
光

交
流

部
長

観
光

課
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
推

進
課

観
光

政
策

係

H2
7

に
一

般
社

団
法

人
化

し
、Ｈ

30
に

地
域

限
定

旅
行

業
免

許
を

取
得

新
た

な
観

光
戦

略
庁

内
推

進
本

部
本

部
長

：
市

長
副

本
部

長
：

副
市

長
全

特
別

職
、

部
局

長

約
40

0
名

０
名

＜
会

員
メ

リ
ッ

ト
＞

　
優

先
的

な
発

信
、

送
客

（
プ

ラ
ン

へ
の

組
込

）
　

優
先

的
な

発
注

　
　

　
情

報
提

供旅
行

業
、

市
か

ら
の

委
託

業
務

、
イ

ベ
ン

ト
支

援

う
さ

ぎ
森

林
公

園
キ

ャ
ン

プ
村

ス
タ

ッ
フ

案
内

所
ス

タ
ッ

フ
総

務
・

経
理

HP
更

新

総
務

係
案

内
所

事
業

係
キ

ャ
ン

プ
村

事
務

局
長

・
次

長

会
長

・
副

会
長

理
事

顧
問

（
一

社
）

出
雲

観
光

協
会

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

関
係

日
本

遺
産

・
国

立
公

園
関

係
（

日
御

碕
）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進

係

施
設

・
自

然
公

園
の

管
理

イ
ベ

ン
ト

・
事

業
（

神
話

ま
つ

り
ほ

か
）

観
光

振
興

係

観
光

施
設

係

観
光

特
別

顧
問出

雲
市

役
所

R5
に

観
光

交
流

部
と

庁
内

推
進

本
部

を
設

置

市
長

予
算

、
政

策
全

般

（
青

字
：

主
な

担
当

業
務

）

▶（
一

社
）出

雲
観

光
協

会
観

光
協

会
は

、平
成

27
年

に
一

般
社

団
法

人
化

し
、平

成
30

年
に

地
域

限
定

旅
行

業
免

許
を

取
得

し
ま

し
た

。観
光

案
内

所
や

Ｈ
Ｐ

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

通
じ

た
出

雲
市

の

多
様

な
魅

力
の

Ｐ
Ｒ

や
、旅

行
会

社
セ

ー
ル

ス
を

積
極

的
に

実
施

し
て

お
り

、団
体

客
向

け
の

ツ
ア

ー
販

売
・

手
配

等
の

旅
行

業
収

入
は

増
加

し
て

い
ま

す
。

ま
た

市
か

ら
の

委
託

に
よ

り
様

々
な

事
業

の
実

施
を

担
っ

て
い

ま
す

。

－
47

万
円

－
26

万
円26

万
円

73
万

円
13

6万
円

34
6万

円

-1
000

10
0

20
0

30
0

40
0

H3
0

（
8月

～
）

R1
R2

R3
R4

R5

（
万

円
）観

光
協

会
の

旅
行

業
収

入
(粗

利
)の

推
移
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出
雲

市
観

光
交

流
部

と
観

光
協

会
の

主
な

取
組

状
況

出
雲

市
・

観
光

協
会

事
業

費
推

移
（

H2
9

～
R5

）

（
25

,9
40

万
円

）

（
21

,2
10

万
円

）
（

7,
84

0万
円

）

（
9,

30
0万

円
）

（
6,

81
7万

円
）

高
付
加
価
値
化
事
業

16
3百

万
円

（
20

6万
円

）
（

3,
30

8万
円

）

22
,2

73
万

円

29
,2

32
万

円
31

,6
69

万
円

30
,4

79
万

円
 

27
,6

21
万

円
 

32
,2

17
万

円
 

35
,7

38
万

円
 

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5

（
万

円
）

観
光

再
始

動
事

業
（

国
）

※
施

設
管

理
費

等
を

除
く

出
典

：
出

雲
市

「
出

雲
市

決
算

書
・

出
雲

観
光

協
会

決
算

書
」

高
付

加
価

値
化

事
業

（
市

単
独

費
）

高
付

加
価

値
化

事
業

（
国

県
）

コ
ロ

ナ
臨

時
交

付
金

［
観

光
協

会
］

そ
の

他

［
観

光
協

会
］

事
業

収
入

［
観

光
協

会
］

補
助

金
・

受
託

収
入

（
市

以
外

）

［
観

光
協

会
］

会
費

・
寄

付
金

収
入

［
出

雲
市

］
国

交
付

金
等

［
出

雲
市

］
起

債

［
出

雲
市

］
市

単
独

費
（

一
般

、
寄

付
金

、
繰

入
金

、
そ

の
他

含
む

）

観
光

交
流

部

デ
ー

タ
収

集
・

D
X

デ
ー

タ
活

用
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略

観
光

協
会

取
組

状
況

令
和

5
年

度
か

ら
取

組
開

始

今
後

の
課

題

協
会

：
ガ

イ
ド

、
神

楽
公

演
、

　
　

　
周

遊
バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

、
　

　
　

地
域

事
業

支
援

市
：

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
支

援
、

　
　

イ
ベ

ン
ト

・
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン

協
会

：
HP

、
SN

S
等

市
：

出
雲

フ
ァ

ン
と

つ
な

が
る

　
　

情
報

発
信

、
W

EB
広

告

市
：

渋
滞

対
策

、
公

共
交

通

※
協

会
と

の
連

携
も

開
始

協
会

：
旅

行
会

社
セ

ー
ル

ス

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
（

主
に

団
体

客
向

け
）

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
（

主
に

個
人

客
向

け
）

受
入

環
境

整
備

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

/
広

域
連

携

▶
市

と
観

光
協

会
の

役
割

分
担

と
今

後
の

課
題

こ
れ

ま
で

、市
と

観
光

協
会

が
一

体
と

な
っ

て
各

種
施

策
を

実
施

し
て

き
ま

し

た
が

、コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
と

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、双
方

が
各

種
取

組
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

で
、施

策
間

の
連

携
や

効
果

的
な

事
業

展
開

に
課

題
も

み
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、デ
ー

タ
分

析
や

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

策
定

に
つ

い
て

は
今

後
の

課

題
で

す
。

▶
財

源
市

と
観

光
協

会
を

合
わ

せ
た

観
光

振
興

予
算

全
体（

施
設

管
理

費
等

を
除

く
）

は
、単

年
度

限
り

等
の

特
別

な
国

補
助

事
業

等
を

除
き

、概
ね

３
億

円
程

度
と

な
っ

て
い

ま
す

。近
年

、国
の

交
付

金
等

を
活

用
し

、予
算

全
体

が
増

加
傾

向
と

な
っ

 て

い
ま

す
が

、令
和

8年
度

以
降

の
交

付
金

等
の

目
途

は
な

く
、安

定
的

な
財

源
確

保

が
課

題
 と

な
っ

て
い

ま
す

。
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（
10

）
現

状
分

析
（

課
題

の
総

括
）

と
重

点
課

題
　

　
　

重
点

課
題

A
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
強

化 B 観
光

ま
ち

づ
く

り

C 誘
客

・
フ

ァ
ン

拡
大

D
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り

観
光

地
づ

く
り

誘
客

体
制

デ
ー

タ
活

用
と

戦
略

課
題

（
戦

略
会

議
に

お
け

る
委

員
・

有
識

者
か

ら
の

主
な

意
見

）
㾎

デ
ー

タ
や

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

向
上

や
PD

CA
サ

イ
ク

ル
の

実
施

㾎
宿

泊
余

力
等

を
分

析
し

た
上

で
、

　
各

エ
リ

ア
の

宿
泊

増
と

更
な

る
平

準
化

な
ど

の
対

策
を

講
じ

る
こ

と

【
地

域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
】

㾎
エ

リ
ア

の
ウ

リ
を

整
理・

差
別

化
し

、
　

タ
ー

ゲ
ッ

ト
設

定
の

上
、魅

力
の

磨
き

上
げ・

発
信

を
行

う
こ

と
㾎

資
源

を
活

か
し

出
雲

の
良

さ
を

伝
え

る
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

等
の

充
実

、集
客

力
や

収
益

の
向

上
㾎

飲
食

店
の

営
業

時
間

の
観

光
客

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
や

、
　

よ
り

食
文

化
を

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

な
PR

・施
策

の
実

施
㾎

お
土

産・
名

産
の

魅
力

向
上

、P
R、

購
入

し
や

す
さ

の
向

上
㾎

散
在

す
る

資
源

の
ス

ト
ー

リ
ー

性
あ

る
PR

や
、周

遊
ル

ー
ト・

周
遊

商
品

の
確

立
等

、周
遊

PR
の

強
化

【
守

る
べ

き
資

源
の

継
承

】
㾎

周
辺

観
光

地
な

ど
の

景
観

、街
歩

き
環

境
等

の
整

備・
保

全（
街

並
み

、海
岸

道
路

等
）

㾎
歴

史
文

化
の

継
承

、市
民

へ
の

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
【

受
入

基
盤

の
充

実
】

㾎
渋

滞
対

策
の

強
化

㾎
観

光
地

間
の

移
動

手
段

の
充

実・
利

用
し

や
す

さ
の

向
上

、タ
ク

シ
ー

不
足

の
改

善
㾎

そ
の

他
周

遊
に

必
要

な
基

盤
整

備（
コ

イ
ン

ロ
ッ

カ
ー

、ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

対
応

な
ど

）

㾎
出

雲
の

歴
史

文
化

的
意

義
の

継
続

的
な

発
信

、多
様

な
観

光
資

源
の

認
知

度
向

上
㾎

認
知

や
来

訪
意

欲
に

つ
な

が
る

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用・

交
通

事
業

者
と

連
携

し
た

Ｐ
Ｒ

㾎
地

域
主

導
の

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

　（
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
委

託
業

者
に

任
せ

き
り

に
せ

ず
ノ

ウ
ハ

ウ
を

取
得

）
㾎

周
遊

の
可

能
性

の
高

い
個

人
客

や
そ

の
リ

ピ
ー

タ
―

へ
の

発
信

力
強

化
㾎

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

へ
の

取
組

方
針

の
整

理・
理

解
醸

成

㾎
専

門
性・

継
続

性
を

有
す

る
観

光
地

経
営

の
牽

引
組

織
の

構
築

㾎
市

と
観

光
協

会
を

は
じ

め
関

係
者

の
役

割
分

担
の

明
確

化
、

　
重

複
や

漏
れ

が
な

い
施

策
実

施
、全

体
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、広

域
連

携
㾎

観
光

地
域

づ
く

り（
地

域
で

の
資

源
発

掘・
資

源
磨

き
や

情
報

共
有・

連
携

強
化

、事
業

者
支

援
）

㾎
観

光
人

材
の

育
成

　（
ガ

イ
ド

や
接

遇
力

と
と

も
に

観
光

事
業

経
営

や
観

光
地

域
づ

く
り

に
資

す
る

人
材

育
成

）
㾎

ビ
ジ

ョ
ン

や
戦

略
の

明
確

化
に

よ
る

地
域

合
意

の
形

成
、巻

き
込

み
力

の
向

上
に

よ
る

多
様

な
主

体
の

参
画

㾎
安

定
的

な
財

源
の

確
保

、予
算

の
有

効
活

用

SW
O

T分
析

㾎
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
の

歴
史

文
化

、
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
㾎

豊
か

な
観

光
資

源

【
デ

ー
タ

活
用

と
戦

略
】

㾎
デ

ー
タ

に
基

づ
く

戦
略

策
定

や
PD

C
A

サ
イ

ク
ル

が
構

築
さ

れ
て

い
な

い
【

観
光

地
づ

く
り

】
㾎

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

㾎
守

る
べ

き
資

源
の

継
承

・
受

け
入

れ
基

盤
が

不
足

【
誘

客
】

㾎
出

雲
の

特
別

性
と

周
辺

観
光

地
の

発
信

力
㾎

個
人

客
・

リ
ピ

ー
タ

―
誘

致
㾎

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

な
ど

新
市

場
へ

の
対

応
方

針
の

明
確

化
【

体
制

】
㾎

観
光

推
進

組
織

の
専

門
性

・
継

続
性

の
確

保
、地

域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

㾎
安

定
的

な
財

源
の

確
保

、有
効

活
用

㾎
観

光
地

間
の

競
争

激
化

㾎
人

口
減

少
に

よ
る

国
内

市
場

の
縮

小
㾎

予
期

せ
ぬ

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム

㾎
個

人
客

の
増

加
に

よ
る

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
や

、少
人

数
向

け
施

設
等

で
の

機
会

増
加

㾎
旅

行
市

場
に

お
け

る
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
、

歴
史

文
化

継
承

へ
の

関
心

の
高

ま
り

㾎
国

策（
経

済
成

長
・

地
方

創
生

の
切

り
札

）と
し

て
の

地
方

誘
客

推
進

強　 み 弱　 み 機　 会 脅　 威

強
み

×
機

会

固
有

の
観

光
資

源
や

ブ
ラ

ン
ド

力
を

生
か

せ
る

市
場

に
な

っ
て

い
る

弱
み

×
脅

威
他

の
観

光
地

と
の

競
争

激
化

に
対

し
戦

略
・

体
制

が
整

っ
て

い
な

い
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観
光

地
経

営
と

は
、地

域
の

多
様

な
関

係
者

と
ビ

ジ
ョ

ン
・

戦
略

の
合

意
形

成

を
行

い
、住

ん
で

よ
し

、訪
れ

て
よ

し
の

持
続

可
能

な
観

光
ま

ち
づ

く
り

を
経

営

的
な

視
点

で
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る
こ

と
で

す
。近

年
、我

が
国

で
も

、観
光

地
経

営
の

牽
引

組
織

で
あ

る
Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
形

成
が

進
ん

で
い

ま
す

。

周
遊

滞
在

型
観

光
の

実
現

や
消

費
額

・
収

益
力

向
上

な
ど

、
観

光
振

興

を
地

域
振

興
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

、
多

様
な

主
体

の
参

画
（

巻
き

込
み

力
の

向
上

）
が

鍵
と

な
り

ま
す

。

そ
の

た
め

に
出

雲
市

で
強

化
す

べ
き

点
と

し
て

右
記

が
あ

げ
ら

れ
ま

す
。

（
1）

観
光

地
経

営
へ

の
進

化

観
光

地
域

づ
く

り
法

人（
Ｄ

Ｍ
Ｏ

）と
は

地
域

の「
稼

ぐ
力

」を
引

き
出

す
と

と
も

に
、地

域
へ

の
誇

り
と

愛
着

を
醸

成
す

る
地

域
経

営
の

視
点

に
立

っ
た

観
光

地
域

づ
く

り
の

司
令

塔
と

な
る

法
人

で
す

。
明

確
な

コ
ン

セ
プ

ト
に

基
づ

い
た

戦
略

を
実

施
す

る
調

整
機

能
を

備
え

ま
す

。
以

下
の

5つ
が

登
録

要
件

と
な

り
ま

す
。

●
 多

様
な

関
係

者
の

合
意

形
成

　
　

 ●
 戦

略
、K

PI
の

設
定

、P
D

CA
 サ

イ
ク

ル
の

確
立

●
 観

光
関

連
事

業
と

戦
略

の
整

合
、プ

ロ
モ

―
シ

ョ
ン

●
 法

人
格

の
取

得
、責

任
者

の
明

確
化

　
●

 安
定

的
な

運
営

資
金

の
確

保
参

考
：

観
光

庁「
観

光
地

域
づ

く
り

法
人（

D
M

O
）登

録
要

件
」

観
光

地
経

営
の

体
制

イ
メ

ー
ジ

※
個

々
の

地
域

に
よ

っ
て

実
際

の
役

割
分

担
や

多
様

な
主

体
の

参
画

範
囲

は
様

々

●
ビ

ジ
ョ

ン
・

戦
略

の
明

確
化

に
よ

る
地

域
の

一
体

感
醸

成
●

地
域

で
稼

ぐ
力

の
向

上
と

、
参

画
す

る
価

値
の

説
明

　
・

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
蓄

積
　

・
デ

ー
タ

や
顧

客
の

声
を

基
に

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

で
改

善
・

消
費

を
促

す
環

境
整

備
と

旅
ア

ト
消

費
の

獲
得

●
よ

り
民

間
に

近
い

観
光

地
経

営
の

牽
引

組
織

　（
収

益
性

や
ス

ピ
ー

ド
感

重
視

、
多

様
な

関
係

者
が

参
画

）
●

サ
ー

ビ
ス

人
材

だ
け

で
な

く
、

経
営

人
材

や
地

域
リ

ー
ダ

ー
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
出

典
：

第
１

回
戦

略
会

議
　

刀
根

浩
志

氏
講

演

出
典

：
観

光
庁

資
料

・
観

光
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

・
観

光
地

域
づ

く
り

の
戦

略
の

立
案

・
関

係
者

と
の

合
意

形
成

・
PD

CA
サ

イ
ク

ル
の

実
施

　
等

【
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
】

官
民
が
協
力
し
て
設
立

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
DM
O）
を
中
心
と
し
、地
域
の
関
係
者
が
主
体
的
に
参
画
し
た
体
制
を
構
築

・
二

次
交

通
の

確
保

・
周

遊
企

画
乗

車
券

の
設

定

・
観

光
振

興
計

画
の

策
定

・
イ

ン
フ

ラ
整

備
（

景
観

、
道

路
、

空
港

、
港

湾
等

）
・

観
光

教
育

　
　

・
交

通
政

策
・

各
種

規
制

と
の

調
整

・
各

種
支

援
措

置

・
観

光
地

域
づ

く
り

へ
の

理
解

・
市

民
ガ

イ
ド

や
地

域
住

民
が

開
発

し
た

   着
地

型
ツ

ア
ー

の
実

施
・「

地
域

の
食

」
の

提
供

・
多

言
語

、
ム

ス
リ

ム
対

応

・
農

業
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
・

 6
次

産
業

化
に

よ
る

商
品

開
発

・
農

泊
の

推
進

・
公

園
内

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
磨

き
上

げ
、

受
入

環
境

整
備

・
ふ

る
さ

と
名

物
の

開
発

・
免

税
店

許
可

の
取

得

・
寺

社
仏

閣
・

文
化

財
の

活
用

・
多

言
語

解
説

の
整

備
・

体
験

滞
在

型
の

観
光

   コ
ン

テ
ン

ツ
の

整
備

・
個

別
施

設
の

改
善

・
品

質
保

証
の

導
入

商
工
業

寺
社
仏
閣
・
文
化
財

飲
食
店

交
通
事
業
者

地
方
公
共
団
体

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

農
林
漁
業

国
立
公
園

宿
泊
施
設

地
域
住
民

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
DM
O）

新
し

い
出

雲
市

観
光

の
視

点
3. Co

lu
m

n
コ
ラ
ム

地
域

経
済

に
好

循
環

を
生

む
観

光
地

経
営

に
向

け
て
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市
民

の
幅

広
い

支
持

と
協

力
観

光
振

興
は

地
域

経
済

に
資

す
る

だ
け

で
な

く
、地

域
の

暮
ら

し
や

文
化

を
次

世
代

に
引

き
継

ぎ
、地

域
の

魅
力

や
住

み
や

す
さ

を
向

上
さ

せ
る

意
義

を
有

し
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

意
義

や
取

組
の

成
果

を
分

か
り

や
す

く

広
報

し
、住

ん
で

よ
し

、訪
れ

て
よ

し
の

観
光

ま
ち

づ

く
り

を
幅

広
い

市
民

の
皆

様
が

実
感

で
き

、応
援

い
た

だ
け

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。ま

た
、地

域
や

事
業

者
、

関
係

機
関

な
ど

、官
民

の
幅

広
い

関
係

者
へ

の
説

明
を

行
い

、取
組

へ
の

支
持

や
積

極
的

な
参

画
を

得
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

持
続

可
能

な
観

光
開

発
観

光
分

野
で

の
SD

G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）の

推
進

は
、住

ん
で

よ
し

、訪
れ

て
よ

し
の

観
光

ま
ち

づ

く
り

に
つ

な
が

り
ま

す
。2

02
0年

に
観

光
庁

が
公

表
し

た「
日

本
版

 持
続

可
能

な
観

光
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」に

基

づ
く

取
組

を
進

め
ま

す
。

（
2）

こ
れ

か
ら

の
観

光
地

経
営

に
求

め
ら

れ
る

視
点

日
本

版
持

続
可

能
な

観
光

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
JS

TS
-D

）の
４

つ
の

分
野

木
綿

街
道

の
街

並
み

観
光

へ
の

地
域

協
力

事
例

出
雲

に
し

か
な

い
も

の
を

大
切

に
す

る
（

ユ
ニ

ー
ク

／
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
）

住
民

に
と

っ
て

地
域

に
存

在
す

る
歴

史
文

化
、自

然
、景

観
、伝

統
な

ど
は

、日
常

的
で

あ
る

が
た

め
に

特
別

な
も

の
と

し
て

意
識

さ
れ

に
く

い
で

す
が

、訪

れ
る

人
に

と
っ

て
は

、新
鮮

で
魅

力
的

な
観

光
資

源

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。 
地

域
特

有
の

歴
史

文

化
や

自
然

景
観

、伝
統

・
生

業
を

大
切

に
す

る
こ

と

で
、「

ど
こ

か
で

見
た

よ
う

な
観

光
地

」で
は

な
い

「
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
の

観
光

地
」を

目
指

し
ま

す
。

A
：

持
続

可
能

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

B：
社

会
経

済
の

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

C
：

文
化

的
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ

D
：

環
境

の
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ

計
画

策
定

、
関

係
者

が
参

画
し

た
組

織
体

制
旅

行
動

態
や

住
民

・
旅

行
者

意
見

の
把

握
観

光
教

育
、

観
光

危
機

管
理

地
域

経
済

・
地

域
社

会
へ

の
貢

献
受

入
環

境
整

備
等

文
化

遺
産

の
保

全
・

混
雑

対
策

文
化

遺
産

の
解

説
の

提
供

自
然

遺
産

の
保

全
・

混
雑

対
策

省
資

源
・

脱
炭

素
（

交
通

含
む

）

築
地

松
ガ

イ
ド

Ph
ot

o 
by

  S
H

O
KO

 T
AK

AY
AS

U
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1
. 

観
光

を
取

巻
く

状
況

2
. 

出
雲

市
観

光
の

今
3

. 
新

し
い

出
雲

市
観

光
の

視
点

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅱ 現 状 と 課 題 、 今 後 の 方 向 性C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅢC
ha

pt
er

C
ha

pt
er 資資 料 編 31

世
界

的
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の「

新
し

い
潮

流
」と

し
て

、地
元

の
人

た
ちと

同
じ

よう
に

暮
らし

本
物

の
体

験
に

より
自

分
を

変
え

る
旅

や
、サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィへ
の

関
心

の
高

まり
に

より
、

環
境

や
社

会
に

配
慮

し
た

り
、良

い
影

響
を

与
え

るこ
とを

目
的

とし
た

旅
が

広
が

っ
て

き
て

い
ま

す
。 

旅
行

形
態

とし
て

は
個

人
旅

行
や

一
人

旅
が

増
加

し
、さ

ら
に

、コ
ロ

ナ
禍

の
経

験
に

よる
働

き
方

の
変

化
な

ど
か

ら
、長

期
滞

在
型

の
旅

行
も

増
え

ると
予

測
さ

れ
て

い
ま

す
。

イノ
ベ

ー
タ

ー
理

論
と

は
、新

た
な

商
品

な
ど

の
普

及
率

を
示

す
マ

ー
ケ

ティ
ン

グ
理

論

で
す

。新
た

な
商

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
採

用
す

る
タ

イミ
ン

グ
が

早
い

消
費

者
か

ら
5つ

の
タ

イ

プ
に

分
類

し
、「

市
場

の
16

％
に

当
た

る
イノ

ベ
ー

タ
ー

や
 ア

ー
リ

ー
ア

ダ
プ

タ
ー

の
攻

略

が
、そ

の
商

品
が

普
及

す
る

か
ど

う
か

を
左

右
す

る
」と

提
唱

さ
れ

て
い

ま
す

。世
界

の
ツ

ー

リ
ズ

ム
の

新
し

い
潮

流
は

日
本

に
も

波
及

し
て

お
り

、市
場

の
拡

大
が

予
想

さ
れ

る
中

、早

期
の

対
応

が
今

後
の

鍵
と

な
りま

す
。

世
界

的
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

「
新

し
い

潮
流

」
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
理

論

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

新
し

い
潮

流
へ

の
早

期
対

応
を

本
物

の
体

験
、サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
へ

の
関

心
の

高
まり

出
典

：（
一

社
）

山
陰

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

機
構

「
山

陰
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
機

構
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
20

24
-2

02
6」

（
R6

.8
）

資
料
︓

U
N

W
TO

「
in

te
rn

at
io

na
l-t

ou
ris

m
-h

ig
hl

ig
ht

s」
に

加
筆

、修
正


衛

生
面・

分
散

化
へ

の
関

心
コ

ロ
ナ

禍
以

後
も「

密
」回

避
な

ど
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
は

不
可

逆
的


「

長
期

滞
在

」の
旅

行
テ

レ
ワ

ー
ク

の
普

及
、仕

事
し

な
が

ら
旅

行
す

る
ス

タ
イ

ル
の

登
場


「

変
え

る
た

め
」の

旅
行

地
元

の
人

た
ち

と
同

じ
よ

う
に

暮
ら

し
、本

物
の

体
験

を
訴

求
し

、自
分

を
変

え
る


「

見
せ

る
た

め
」の

旅
行

イ
ン

ス
タ

映
え

す
る

瞬
間・

体
験・

デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン


健

康
な

生
活

の
追

求
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、ウ

ェ
ル

ネ
ス・

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム


「

持
続

可
能

性
」「

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル・

ツ
ー

リ
ズ

ム
」に

つ
い

て
の

意
識

の
向

上
経

済
、社

会
、環

境
へ

の
影

響
を

考
慮


「

ア
ク

セ
ス

エ
コ

ノ
ミ

ー（
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ

コ
ノ

ミ
ー

）」
の

拡
大


FI

T※
化

の
加

速
団

体
旅

行
か

ら
個

人
旅

行
へ


ひ

と
り

旅
と

複
数

世
代

で
の

旅
行

高
齢

化・
独

居
世

帯
の

増
加

の
結

果

（
１

）新
し

い
潮

流
と

し
て

（
2）

コ
ロ

ナ
禍

の
経

験
か

ら

※
Fo

re
ig

n 
In

de
pe

nd
en

t T
ou

rの
頭

文
字

の
略

。団
体

旅
行

や
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ツ
ア

ー
を

利
用

す
る

こ
と

な
く

個
人

で
海

外
旅

行
に

行
く

こ
と

。

流
行

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

理
論

グ
ラ

フ

イ ノ ベ ー タ ー

（ 革 新 者 ）

ア ー リ ー

ア ダ プ タ ー

（ 新 し い も の 好 き ）

ア ー リ ー

マ ジ ョ リ テ ィ

（ 流 行 り か け に 反 応 ）

レ イ ト

マ ジ ョ リ テ ィ

（ 周 り を 様 子 見 ）

ラ ガ ー ド

（ 流 行 に 鈍 感 ）

2.
5％

2.
5％

2.
5％

13
.5

％
13

.5
％

13
.5

％
34

％
34

％
34

％
34

％
34

％
34

％
16

％
16

％
16

％

16
％

こ
の

人
た

ち
を

フ
ォ

ロ
ー

す
れ

ば
、

素
早

く
流

行
を

キ
ャ

ッ
チ

で
き

る

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

参
考

：
第

2
回

戦
略

会
議

　
村

木
智

裕
氏

講
演

内
容

よ
り
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目
指

す
将

来
像

と
戦

略

ⅢC
ha

pt
er

 
C

ha
pt

er
 

一
畑

電
車

と
佐

香
神

社

目
の

お
薬

師
様

で
知

ら
れ

る「
一

畑
薬

師
」へ

向
か

う
道

中
、出

雲
市

小
境

町
の

山
の

上
か

ら
撮

影
しま

し
た

。

手
前

に
小

さく
写

っ
て

い
る

鳥
居

は
佐

香
神

社（
松

尾
神

社
）の

も
の

。酒
造

り
発

祥
の

地
と

伝
わ

る
神

社
で

す
。
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市
民
が
も
っ
と
出
雲
の
こ
と
を
知
り
、楽
し
ん
で
い
る

当
た

り
前

す
ぎ

て
気

付
か

な
か

っ
た

出
雲

の
価

値
や

、知
ら

な
か

っ
た

魅
力

を
発

見
し

、四
季

折
に々

楽
し

み
、誇

りと
愛

着
が

高
まっ

て
い

ま
す

。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

観
光

まち
づ

くり
に

よる
地

域
の

発
展

を
多

くの
市

民
・

事
業

者
が

期
待

し
、様

な々
形

で
取

り

組
む

人
や

ビ
ジ

ネ
ス

の
輪

が
広

が
っ

て
い

ま
す

。

観
光
地
経
営
の
推
進
力
が
高
ま
っ
て
い
る

観
光

を
牽

引
す

る
関

係
者

が
共

通
の

ビ
ジ

ョン
や

戦
略

の
もと

、観
光

需
要

の
取

り
込

み
に

よる
地

域
経

済
の

活
性

化
を

力
強

く
推

進
し

て
い

ま
す

。

観
光

地
経

営
で

な
す

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

観
光

ま
ち

づ
く

り

（
1）

 目
指

す
将

来
像

目
指

す
将

来
像

と
数

値
目

標
1.

将
来

像

周
遊

滞
在

型
・

通
年

型
の

観
光

ま
ち

づ
く

り
を

戦
略

的
に

実
現

し
、

住
む

人
・

訪
れ

る
人

双
方

が
出

雲
の

多
様

な
魅

力
に

気
付

き
、楽

し
ん

で
い

ま
す

。

出
雲
の
多
様
な
魅
力
を
知
り
、楽
し
ん
で
い
る

“
出

雲
大

社
が

あ
る

出
雲

”だ
け

で
な

い
、歴

史
文

化
や

出
雲

各
地

の
多

様
な

魅
力

を
多

く

の
人

が
発

見
し

、四
季

折
に々

楽
し

み
、滞

在
し

て
い

ま
す

。

出
雲
フ
ァ
ン
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

出
雲

を
特

別
に

感
じ

て
頂

け
る

方
が

増
え

、リ
ピ

ー
タ

ー
や

関
係

人
口

とし
て

地
域

内
外

の

交
流

が
活

性
化

し
、出

雲
へ

の
関

心
の

輪
が

広
が

っ
て

い
ま

す
。

い
つ
も
出
雲
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

旅
ナ

カ
は

もち
ろ

ん
、旅

マ
エ

や
旅

アト
に

お
い

ても
、出

雲
の

モ
ノ

や
コト

に
対

し
て

ア
ク

セ
ス

が
し

や

すく
、出

雲
へ

の
消

費
を

楽
し

め
る

環
境

が
整

っ
て

い
ま

す
。
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1
.将

来
像

と
数

値
目

標
2

.将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

戦
略
A

戦
略
B

戦
略
C

戦
略
D

3
.ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅲ 目 指 す 将 来 像 と 戦 略C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er 資資 料 編 35

多
様

な
魅

力
の

発
見

こ
れ

ま
で

意
識

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

地
域

の
価

値
の

再
認

識
・

新
発

見

出
雲

大
社

本
物

様
々

な
縁

に
出

会
え

る
地

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

（
昔

か
ら

受
け

継
が

れ
て

き
た

も
の

）

自
然

・
歴

史
・

伝
統

・
文

化

人
・

交
流

心
の

拠
り

所

ス
ト

ー
リ

ー
・

学
び

出
雲

の
強

み
と

な
る

価
値

（
キ

ー
ワ

ー
ド

/
素

材
）

訪
れ

る
人

像

自
然

や
歴

史
の

価
値

を
知

り
、

敬
意

や
愛

情
を

も
っ

て
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

観
光

客

相
応

の
対

価
を

払
う

こ
と

が

持
続

可
能

な
観

光
地

を
作

る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
観

光
客

物
見

遊
山

で
な

い
旅

（
目

に
見

え
な

い
価

値
）

を
求

め
て

い
る

観
光

客

価 値 を 提 供 で き る

観 光 ま ち づ く り

出 雲 の 地 域 の 価 値 、

旅 の 価 値 を 伝 え る

周
遊

滞
在

型
通

年
型

観
光

の
実

現

市
民

が
も

っ
と

出
雲

の
こ

と
を

知
り

、
楽

し
ん

で
い

る

観
光

ま
ち

づ
く

り
に

取
り

組
む

人
の

輪
が

広
が

っ
て

い
る

観
光

地
経

営
の

推
進

力
が

高
ま

っ
て

い
る

出
雲

の
多

様
な

魅
力

を
知

り
、

楽
し

ん
で

い
る

出
雲

フ
ァ

ン
の

輪
が

広
が

っ
て

い
る

い
つ

も
出

雲
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る

観
光

地
経

営
に

よ
る

好
循

環

観
光

地
経

営
に

よ
る

好
循

環
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（
2）

数
値

目
標

参
考

値
基

準
値

目
標

値
20

19
（

R1
）

20
23

（
R5

）
20

29
（

R1
1）

地
域

経
済

へ
の

貢
献

【
市
民
】
出
雲
市
の
住
み
や
す
さ

％
87
.9
％

（
R3

）
85

.9
％

（
R3

）
26

.0
％

（
R3

）
33

.4
％

市
民

満
足

度
調

査
結

果
（

現
状

水
準

を
維

持
）

【
高
校
生
】
出
雲
に
愛
着
や
、
魅
力
・
誇
り
を
感
じ
る

％
（

R3
）

81
.1

％
80
.9
％

85
％

88
％

総
合

振
興

計
画

チ
ャ

レ
ン

ジ
目

標

【
滞
在
】
宿
泊
客
延
べ
数

万
人

79
.5

万
人

84
.0
万
人

10
0万

人
総

合
振

興
計

画
（

後
期

基
本

計
画

）
目

標
値

収
容

人
数

と
定

員
稼

働
率

の
目

標
が

達
成

さ
れ

た
場

合
の

推
計

値

【
入
込
】
入
込
客
延
べ
数

万
人

1,
24

9万
人

1,
20
9万

人
1,
44
0万

人
平

均
訪

問
個

所
数

の
目

標
値

を
考

慮
し

て
設

定
併

せ
て

総
合

振
興

計
画

チ
ャ

レ
ン

ジ
目

標
（

８
年

間
で

交
流

人
口

１
億

人
）

を
達

成

【
来
訪
者
】
出
雲
市
来
訪
者
の
島
根
旅
行
満
足
度

％
78
.2
％

80
％

令
和

5年
は

第
2四

半
期

以
降

（
8～

10
点

の
割

合
/現

状
水

準
を

維
持

）

【
来
訪
者
】
出
雲
市
来
訪
者
の
島
根
旅
行
推
奨
度

％
78
.8
%

－ －
80
%

令
和

5年
は

第
2四

半
期

以
降

（
8～

10
点

の
割

合
/現

状
水

準
を

維
持

）

【
事
業
者
】
観
光
客
を
誘
客
す
る
た
め
の
取
組
の
満
足
度

％
34
.0
％

39
％

35
％

市
民

満
足

度
調

査
に

お
け

る
施

策
満

足
度

（
1p

t増
/年

）

【
繁
閑
差
】
繁
忙
期
に
対
す
る
閑
散
期
の
割
合

％
77

.5
％

85
.0
％

88
.0
％

月
別

宿
泊

客
延

べ
数

の
上

位
6か

月
に

対
す

る
下

位
6か

月
の

割
合

0.
05

pt
増

/年
×

4か
年

（
R8

～
R1

1）

【
周
遊
性
】
平
均
訪
問
箇
所
数

箇
所

1.
33

箇
所

1.
35
箇
所

1.
6箇

所
0.

05
pt

増
/年

×
4か

年
（

R8
～

R1
1）

【
リ
ピ
ー
タ
ー
】
出
雲
大
社
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
（
日
帰
り
）

％
80

.2
％

69
.0
％

74
％

1p
t増

/年
×

4か
年

（
R8

～
R1

1）

【
リ
ピ
ー
タ
ー
】
出
雲
大
社
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
（
宿
泊
）

％
56

.0
％

50
.1
％

54
％

1p
t増

/年
×

4か
年

（
R8

～
R1

1）

宿
泊

客
実

数
万

人
68
.6
万
人

57
.7
万
人

55
.5

万
人

宿
泊

客
延

べ
数

の
目

標
が

達
成

さ
れ

た
場

合
の

推
計

値

入
込

客
実

数
万

人
89

3.
5万

人
87
4.
5万

人
90
0万

人
現

状
水

準
を

維
持

【
誇
り
】
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進（

地
域
の
魅
力
発
信
）へ

の
満
足
度

市
民

満
足

度
調

査
に

お
け

る
施

策
満

足
度

（
1p

t増
/年

）
％

29
.2
％

【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
】
外
国
人
宿
泊
客
延
べ
数

人
11

,5
52

人
7,
34
8人

総
合

振
興

計
画

（
後

期
基

本
計

画
）

目
標

値
宿

泊
客

延
べ

数
の

３
％

（
県

平
均

程
度

）
30
,0
00
人

【
消
費
】
観
光
消
費
額
（
出
雲
市
来
訪
者
の
県
内
消
費
額
）

億
円

59
8.

5億
円

入
込

客
実

数
、

宿
泊

客
実

数
、

消
費

額
単

価
の

目
標

が
達

成
さ

れ
た

場
合

の
推

計
値

53
5.
5億

円
66
3.
6億

円

日
帰

り
客

の
消

費
額

単
価

（
県

内
・

県
外

平
均

）
円

5,
48

9円
4,
53
5円

消
費

額
単

価
を

1,
00

0円
増

加
（

20
0円

/年
）

5,
53
5円

宿
泊

客
の

消
費

額
単

価
（

県
内

・
県

外
平

均
）

円
24

,9
53

円
28
,6
25
円

消
費

額
単

価
を

1,
00

0円
増

加
（

20
0円

/年
）

29
,6
25
円

宿
泊

施
設

収
容

人
数

人
/日

年
70

人
増

程
度

（
H2

6～
R5

の
年

増
加

平
均

）
4,

99
3人

/日
5,
59
2人

/日
6,
00
0人

/日

宿
泊

施
設

定
員

稼
働

率
％

宿
泊

客
延

べ
数

/宿
泊

施
設

収
容

人
数

×
36

5日
×

10
0

43
.6

％
40
.1
％

45
.7
％

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

ま
ち

づ
く

り

観
点

指
標

名
単

位
備

　
考

※※※ ※ ※

※
出

雲
市

単
独

で
の

数
値

の
把

握
は

今
後

の
課

題
で

あ
り

、
把

握
が

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

目
標

値
を

再
検

討
し

ま
す

。
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（
1）

施
策

体
系

主
要

施
策

戦
略

名

デ
ー

タ
の

収
集

・
活

用
に

よ
る

分
析

力
・

説
明

力
の

強
化

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

A
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
強

化
戦

略

B
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

C
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

個
人

客
・

リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

新
市

場
の

創
出

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、

多
面

的
な

誘
客

促
進

）

D
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築

観
光

地
経

営
の

透
明

性
向

上
と

財
源

確
保

基
本

理
念 神 々 の 国 、 未 来 へ 八 雲 立 つ

観 光 地 経 営 で な す

住 ん で よ し 、 訪 れ て よ し の 観 光 ま ち づ く り

目
指

す
将

来
像

●
地
域
協
働
の
推
進

●
地
域
価
値
の
再
認
識
と
磨
き
上
げ

●
経
済
と
交
流
の
活
性
化

●
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

●
人
材
育
成

5
つ

の
行

動
指

針
5

つ
の

行
動

指
針

受
入

基
盤

の
充

実

守
る

べ
き

資
源

・
文

化
の

継
承

と
価

値
の

再
認

識

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

私 た ち は 、 観 光 産 業 を 持 続 可 能 な ま ち づ く り の 原 動 力 と し 、

神 々 の 国 出 雲 の 文 化 と と も に 、 豊 か な 出 雲 の 地 を 次 世 代 に 引 き 継 ぎ ま す 。

周 遊 滞 在 型 ・ 通 年 型 の 観 光 ま ち づ く り を 戦 略 的 に 実 現 し 、

住 む 人 ・ 訪 れ る 人 双 方 が 出 雲 の 多 様 な 魅 力 に 気 付 き 、 楽 し ん で い ま す 。

将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

2.
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大
土

地
神

楽

神
話

の
物

語
を

今
に

伝
え

継
ぐ

出
雲

神
楽

。

神
に々

奉
納

さ
れ

るも
の

とし
て

元
は

神
職

の
み

に
よる

も
の

で
し

た
が

、江
戸

時
代

中
頃

か
ら

地
域

の
人

に々
よる

神
楽

が
始

まり
まし

た
。

中
で

も
、大

土
地

荒
神

社
の

氏
子

さ
ん

た
ち

に
よ

っ
て

舞
わ

れ
る

大
土

地
神

楽
は

、子
ども

た
ちも

役
を

担
当

す
る

の
が

特
徴

で
す

。

30
0年

以
上

続
く

伝
統

文
化

とし
て

、国
の「

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
」に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

ph
ot

o ：
聞
き
書
き

IZ
U

M
O

36
5
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【
 主

要
施

策
 】

｜
A

-1
.｜

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

｜
A

-2
.｜

デ
ー

タ
の

収
集

・
活

用
に

よ
る

分
析

力
・

説
明

力
の

強
化

p.
40

p.
42

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

戦
略

住
ん

で
よし

、訪
れ

て
よし

の
周

遊
滞

在
型

・
通

年
型

観
光

を
実

現
し

、地
域

経
済

に
好

循
環

を
生

み
出

し
て

い
く

た
め

、

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
ティ

ン
グ

活
動

の
展

開
を

推
進

しま
す

。

ま
た

、効
果

的
な

施
策

立
案

と
効

果
の

検
証

を
行

うと
とも

に
、関

係
者

と
の

合
意

形
成

や
市

民
理

解
を

図
る

た
め

、

デ
ー

タ
の

収
集

・
活

用
を

進
め

ま
す

。

A戦
略
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戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

A
-1

.
❶

 観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
策

定
等

周
遊

滞
在

型
・

通
年

型
観

光
を

実
現

し
、

地
域

経

済
に

好
循

環
を

生
み

出
し

て
い

く
た

め
に

は
、

市
場

動
向

や
地

域
資

源
等

を
踏

ま
え

た
、

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
を

展
開

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
（

分
析

手
法

・

考
え

方
）

を
活

用
し

な
が

ら
、

観
光

地
全

体
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

個
々

の
商

品
造

成
や

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

的
な

実
施

を
図

り
ま

す
。

▶
 観

光
地

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
策

定
数

あ
る

観
光

地
の

中
か

ら
、地

域
が

来
て

ほ
し

い
と

望
む

観
光

客
に

選
ば

れ
る

た
め

、自
地

域
の

観
光

資
源

に
マ

ッ
チ

す
る

観
光

客
像

や
地

域
が

提
供

で
き

る
価

値
を

明
確

化
し

、タ
ー

ゲ
ッ

ト
設

定
・

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

す
。

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

い
た

タ
ー

ゲ
ッ

ト
市

場
の

選
定

、観
光

地
と

し
て

の
コ

ン
セ

プ
ト

や
商

品
造

成
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

方
向

性
を

定
め

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

を
策

定
し

ま
す

。

▶
 商

品
造

成
に

お
け

る
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

視
点

の
強

化
こ

れ
ま

で
、コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

市
や

観
光

協
会

が
各

種
取

組
を

実
施

し
て

き
ま

し
た

が
、施

策
間

の
連

携
や

集
客

力
・

収
益

力
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

よ
り

一
層

、商
品

を
手

に
取

っ
て

頂
く

た
め

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
視

点
を

強
化

し
、商

品
ご

と
に

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

明
確

化
し

た
上

で
、タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
、商

品
造

成
、価

格
設

定
、販

路
確

保
、販

売
促

進
を

セ
ッ

ト
で

整
え

ま
す

。

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

効
果

？

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

抜
け
漏
れ
な
く
効
率
的
に
分
析
可
能

プ
ラ
ス
要
素

内
部

環
境

強
み

弱
み

機
会

脅
威

外
部

環
境

マ
イ
ナ
ス
要
素

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
な
い
と
…

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
る
と
…

ど
う
す
れ
ば
抜
け
漏
れ
な
く
効
率
的
に

分
析
を
行
え
る
の
か
わ
か
ら
な
い

デ
ー
タ
は
あ
る
け
ど
…

観
光

地
に

お
け

る
観

光
計

画
と

観
光

地
域

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

関
係

性

行
っ

た
り

来
た

り
を

繰
り

返
す

観
光
計
画

観
光
地
と
し
て
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

商
品
×
価
格
×
販
路
×
プ
ロ
モ
―
シ
ョ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

目
指
す
姿
×
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
資
源
配
分

自
治
体

D
M
O

D
M
O
・

事
業
者

参
考

：
安

藤
 弘

樹
. “

企
業

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
機

能
と

は
？

企
業

戦
略

や
他

部
門

と
の

関
係

に
つ

い
て

詳
し

く
説

明
し

ま
す

！
”

.
　

　
　

株
式

会
社

H&
K.

 2
02

1-
08

-3
1.

 h
tt

ps
:/

/w
w

w
.h

an
dk

-in
c.

co
.jp

/b
lo

g/
m

ar
ke

tin
g-

fu
nc

tio
n,

（
参

照
20

22
.1

2.
02

）
出

典
：

観
光

庁
「

観
光

地
域

づ
く

り
法

人
（

D
M

O
）

に
よ

る
観

光
地

域
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」（
R4

.1
2）
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3
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マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

観
光

地
域

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
地

域
の

資
源・

価
値（

素
材

）の
商

品
化

市
場

に
数

多
く

い
る

観
光

客
を

分
類

（
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン：
Ｓ

）
自

地
域

の
観

光
資

源
に

マ
ッ

チ
す

る
観

光
客

像
を

明
確

化
（

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
：
Ｔ

）

市
場

内
に

お
け

る
自

地
域

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

を
定

義
・

提
供

価
値

の
明

確
化

（
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

：
Ｐ

）

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

応
じ

た
効

果
的

な
販

売
戦

略

4P

Pr
od

uc
t

（
食

事・
交

通・
宿

泊・
体

験
）

商
品・
サ
ー
ビ
ス

地
域

資
源

・
魅

力
が

伝
わ

る
旅

行
の

コ
ン

セ
プ

ト
、工

程

Pr
om

ot
io

n
プ
ロ
モ
―
シ
ョ
ン

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

情
報

が
届

く
よ

う
な

情
報

発
信

の
方

法

（
高

す
ぎ

ず・
安

す
ぎ

ず
）

Pr
ic

e
価
格

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

訴
求

で
き

る
よ

う
な

価
格

帯
の

設
定

（
O

TA
、旅

行
代

理
店

、直
販

等
）

Pl
ac

e
販
路・
提
供
場
所

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

届
き

や
す

い
販

路
・

提
供

場
所

の
選

定

マ
ー

ケ
ティ

ン
グ

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
うち

、観
光

地
とし

て
の

マ
ー

ケ
ティ

ン
グ

戦
略

に
お

い
て

は
、主

に
ST

P分
析

と
い

う
手

法
を

用
い

ま
す

。

今
後

、将
来

像（
34

頁
参

照
）と

し
て

示
し

た
下

記
の

方
向

性
で

、具
体

的
な

戦
略

を
策

定
しま

す
。

戦
略

を
踏

まえ
、観

光
客

向
け

の
商

品
開

発
を

行
う

際
に

は
、４

つ
の

Pを
セ

ット
で

整
え

る
視

点
を

強
化

しま
す

。

観
光
地
と
し
て
の
出
雲
市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
イ
メ
ー
ジ

2.
5％

2.
5％

2.
5％

13
.5

％
13

.5
％

13
.5

％
34

％
34

％
34

％
34

％
34

％
34

％
16

％
16

％
16

％

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル

社 会 の 持 続 可 能 性 に 貢 献

暮 ら す よ う に 旅 す る

一 か 所 で ゆ っ く り 過 ご す

物 見 遊 山

定 番 コ ー ス

昔
な
が
ら
の
観
光

訪
れ
る
人
像

自
然

や
歴

史
の

価
値

を
知

り
、

敬
意

や
愛

情
を

も
っ

て
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

観
光

客

相
応

の
対

価
を

払
う

こ
と

が
持

続
可

能
な

観
光

地
を

作
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
観

光
客

物
見

遊
山

で
な

い
旅

（
目

に
見

え
な

い
価

値
）

を
求

め
て

い
る

観
光

客

出
雲

大
社

本
物

様
々

な
縁

に
出

会
え

る
地

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

（
昔

か
ら

受
け

継
が

れ
て

き
た

も
の

）

自
然

・
歴

史
・

伝
統

・
文

化

人
・

交
流

心
の

拠
り

所

ス
ト

ー
リ

ー
・

学
び

出
雲
の
強
み
と
な
る
価
値

（
キ
ー
ワ
ー
ド
/
素
材
） ※

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
…

独
自

の
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

、商
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

価
値

を
認

識
し

て
も

ら
い

、差
別

化
を

図
る

こ
と

。

ブ ラ ン デ ィ ン グ ※ ● 観 光 地 と し て の 明 確 な コ ン セ プ ト 設 定

● 商 品 造 成 や プ ロ モ ー シ ョ ン の 方 向 性

参
考

：
第

2
回

戦
略

会
議

　
村

木
智

裕
氏

講
演

内
容

よ
り

ST
P分

析
数

あ
る

観
光

地
の

中
か

ら
選

ば
れ

る
た

め
、自

地
域

の
観

光
資

源
に

マ
ッ

チ
す

る
観

光
客

像
や

地
域

が
提

供
で

き
る

価
値

を
明

確
化

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム
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令
和

６
年

度
、宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
導

入
と

併
せ

、宿
泊

客
数

の
報

告・
集

計
の

デ
ジ

タ
ル

化
や

、入
込

客
数

の
毎

月
速

報
値

の
確

認
を

可
能

と
し

ま
し

た
。引

き
続

き
、観

光
動

態
調

査
の

効
率

化
や

タ
イ

ム
リ

ー
に

確
認

で
き

る
仕

組
み

の
構

築
に

取
り

組
み

ま
す

。

現
在

把
握

し
て

い
る

観
光

消
費

額
及

び
波

及
効

果
は

、出
雲

市
来

訪
者

の
島

根
県

全
体

で
の

消
費

額
と

そ
の

波
及

効
果

と
な

っ
て

い
ま

す
。市

内
の

み
の

消
費

額
等

を
把

握
す

る
た

め
の

独
自

調
査

の
実

施
に

つ
い

て
は

、今
後

の
検

討
課

題
で

す
。

令
和

6年
度

に
は

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
の

実
証

実
験

に
お

い
て

自
転

車
に

よ
る

周
遊

デ
ー

タ
を

把
握

し
ま

し
た

。今
後

も
同

様
に

移
動

デ
ー

タ
の

収
集

に
取

り
組

み
ま

す
。

❶
 デ

ー
タ

の
収

集
強

化
と

 　
地

域
/ 

事
業

者
に

お
け

る
分

析
・

活
用

現
在

あ
る

デ
ー

タ
を

し
っ

か
り

と
分

析
・

活
用

す

る
と

と
も

に
、よ

り
詳

細
な

デ
ー

タ
の

収
集

に
取

り

組
み

ま
す

。

デ
ー

タ
収

集
に

は
事

業
者

の
理

解
や

デ
ジ

タ
ル

化

が
必

要
に

な
る

た
め

、得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

分
析

結

果
等

の
共

有
に

よ
り

個
々

の
事

業
者

に
お

け
る

デ
ー

タ
活

用
に

も
資

す
る

よ
う

な
取

組
を

進
め

ま
す

。

▶
 地

域
O

TA
（

旅
行

商
品

等
販

売
サ

イ
ト

）の
活

用
令

和
6年

12
月

か
ら

市
内

の
宿

泊
施

設
や

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
な

ど
の

旅
行

商
品

等
を

予
約

販
売

で
き

る
W

EB
サ

イ
ト（

地
域

O
TA

）を
導

入
し

ま
し

た
。こ

れ
に

よ
り

、商
品

の
一

覧
性

や
旅

行
者

の
利

便
性

が
向

上
す

る
だ

け
で

な
く

、こ
れ

ま
で

地
域

外
に

流
出

し
て

い
た

決
済

デ
ー

タ
を

地
域

内
で

取
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

今
後

、掲
載

プ
ラ

ン
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

分
析

・
活

用
に

取
り

組
み

、地
域

や
事

業
者

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
強

化
を

図
り

ま
す

。（
43

頁
の

取
組

紹
介

参
照

）

▶
 宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
活

用
宿

泊
者

デ
ー

タ
を

各
宿

泊
施

設
か

ら
収

集
し

、
地

域
全

体
や

エ
リ

ア
ご

と
の

分
析

、個
々

の
施

設
に

お
い

て
は

、他
施

設
と

の
比

較
分

析
や

将
来

予
想

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
令

和
6年

11
月

に
導

入
し

ま
し

た
。

適
切

な
価

格
設

定
や

観
光

動
向

に
沿

っ
た

プ
ラ

ン
作

成
、集

客
強

化
に

つ
な

げ
る

も
の

で
す

。今
後

、参
加

施
設

の
拡

大
に

取
り

組
み

ま
す

。

更
な

る
デ

ー
タ

活
用

に
む

け
て

通
年

で
の

観
光

客
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施

観
光

動
態

の
タ

イ
ム

リ
ー

な
確

認
、

D
M

P（
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

） の
構

築

市
単

独
の

消
費

額
及

び
波

及
効

果
の

算
出

観
光

客
の

移
動

デ
ー

タ
の

収
集

観
光

動
態

調
査

の
調

査
日

数
は

年
間

数
日

で
あ

る
た

め
、W

EB
調

査
等

を
活

用
し

通
年

で
の

収
集

に
も

取
り

組
み

ま
す

。

宿
泊

デ
ー

タ
分

析
シ

ス
テ

ム

OT
A・

自
社
HP
な
ど
で
宿
泊
予
約

宿
泊
者
情
報

各
施
設
の
宿
泊
者
デ
ー
タ
、
動
態
デ
ー
タ
を
収
集

出
雲
市
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム

他
地
域
と
の
比
較
（
宿
泊
・
人
流
）

需
要
予
測デ
ー
タ
の
分
析
・
共
有

デ
ー

タ
の

収
集

・
活

用
に

よ
る

分
析

力
・

説
明

力
の

強
化

A
-2

.
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数
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略
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令
和

６
年

12
月

、観
光

協
会

H
P上

に
開

設
し

た
旅

行
商

品
等

販
売

サ
イ

ト

の
メ

リ
ッ

ト
を

紹
介

し
ま

す
。

●
 大

手
の

予
約

サ
イ

ト
に

比
べ

低
い

手
数

料
で

掲
載

で
き

、か
つ

、徴
収

し
た

手
数

料
は

市
内

の
観

光
振

興
に

役
立

て
ら

れ
ま

す
。

●
 予

約
決

済
デ

ー
タ

を
地

域
全

体
や

各
事

業
者

に
お

け
る

顧
客

分
析

等
に

活
用

で
き

、
販

売
力

を
強

化
で

き
ま

す
。

●
 予

約
決

済
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
躊

躇
し

て
い

た
小

規
模

な
事

業
者

等
に

も
新

た
に

W
EB

上
の

販
路

を
提

供
で

き
ま

す
。

●
 地

域
か

ら
直

接
、個

人
客

に
販

売
す

る
基

盤
が

整
う

た
め

、大
手

旅
行

会
社

で
は

扱
う

こ
と

が
難

し
い

、地
域

の
多

様
な

魅
力

を
生

か
し

た
着

地
型

旅
行

商
品（

ツ
ア

ー
や

体
験

商
品

）の
開

発・
販

売
に

お
い

て
強

み
と

な
り

ま
す

。

取
組

紹
介

出
雲
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ
(旅
行
商
品
等
販
売
サ
イ
ト
)

宿
泊

着
地
型
ツ
ア
ー
・

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
等

観
光

客

そ
の
他

観
光
情
報

・
購

入
者

と
の

連
絡

調
整

・
宿

泊
・

体
験

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

観
光

協
会

宿
泊

施
設

体
験

提
供

事
業

者
等

デ
ー

タ

商
品
掲
載

商
品
掲
載

商
品
掲
載

予 約
口 コ ミ

予 約
口 コ ミ デ
ー

タ
閲 覧閲 覧閲 覧

顧
客
分
析
、
リ
ピ
ー
タ
―
化
等

顧
客
分
析
、
リ
ピ
ー
タ
―
化
等

顧
客
分
析
、
リ
ピ
ー
タ
―
化
等

地
域
内
の
商
品
の
一
覧
性
ア
ッ
プ

地
域
内
の
商
品
の
一
覧
性
ア
ッ
プ

地
域
内
の
商
品
の
一
覧
性
ア
ッ
プ

地
域

O
T

A
と

着
地

型
旅

行
の

先
駆

け
（

一
社

）田
辺

市
熊

野
ツ

ー
リ

ズ
ム

ビ
ュ

ー
ロ

ー【
先

駆
的

D
M

O（
観

光
庁

）】

田
辺

市
熊

野
ツ

ー
リ

ズ
ム

ビ
ュ

ー
ロ

ー
で

は
、多

様
化

す
る

個
人

旅
行

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、2

01
0年

に「
着

地
型

旅
行

業
」を

開
始

し
まし

た
。熊

野
旅

に
必

要
な

旅
行

手
配

を
ワ

ン
スト

ッ
プ

で
行

え
る

W
E

B
予

約
＆

決
済

シ
ス

テ
ム「

熊
野

トラ
ベ

ル
」を

整
備

す
ると

とも
に

、地
域

密
着

の
体

験
ツ

ア
ー

等
を

多
数

開
発

し
、国

内
外

の
旅

行
者

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。令

和
４

年
度

、旅
行

業
の

売
上

は
約

2.
3億

円
、ワ

ン
スト

ッ
プ

予
約

シ
ス

テ
ム

で
の

宿
泊

予
約

件
数

は
約

9,
50

0件
と

な
っ

て
お

り
、得

ら
れ

た
デ

ー
タ

は
経

営
戦

略
や

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

に
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム

情
報
の

整
理
・
発
信

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進

現
地
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

着
地
型
旅
行

会
社
の
設
立

「
売
る
」こ
と
と「
運
ぶ
」

こ
と
が
欠
け
て
い
る

世
界
中
か
ら
の
個
人
旅
行
者
に
対
す
る
行
き
届
い
た
対
応
を
可
能
に

●
W
EB
予
約
&決

済
シ
ス
テ
ム

●
宿
泊
・
交
通
・
弁
当
・
貨
物
搬
送
・
現
地
ガ
イ
ド
・
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

　
熊
野
の
旅
に
必
要
な
旅
行
手
配
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

●
市
域
、県
域
を
越
え
た
熊
野
エ
リ
ア
全
体
の
旅
を
サ
ポ
ー
ト

●
現
地
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

●
モ
デ
ル
コ
ー
ス
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
提
案

●
個
人
旅
行
者
へ
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト

●
FI
T（
外
国
人
個
人
旅
行
者
）に
対
応

出
典
：（
一
社
）田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
HP

及
び「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
形
成
･確
立
計
画（
R5
.7
.3
1）
」

人
　
　
口（
R6
.3
末
）：
67
,9
37
人

宿
泊
客
延
べ
数（
R4
）：
32
万
人（

う
ち
外
国
人
3,
00
7人
）

和
歌
山
県
田
辺
市



出
雲

大
社

境
内

で
発

掘
さ

れ
た

巨
大

本
殿

を
支

え
た

柱

発
見

さ
れ

た
３

本
一

組
の

巨
大

な
柱

は「
心

御
柱

」と
「

宇
豆

柱
」の

二
組

あ
り

、心
御

柱
は

出
雲

大
社

の
宝

物
殿

に
、宇

豆
柱

は
島

根
県

立
古

代
出

雲
歴

史
博

物
館

に
常

設
展

示
さ

れ
て

い
ま

す
。同

博
物

館
は

20
年

以
上

温
め

ら
れ

た
構

想
が

実
現

し
平

成
19

年（
20

07
）に

開
館

。

神
話

の
舞

台
、古

代
出

雲
の

歴
史

に
迫

る
市

内
３

つ
の

博
物

館
は

、当
時

の
発

見
の

冷
め

や
ら

ぬ
興

奮
と

、悠
久

の
歴

史
ロ

マ
ン

を
今

に
伝

え
ま

す
。

44
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中
国

地
方

で
も

有
数

の
観

光
客

数
や

出
雲

フ
ァ

ン
の

存

在
は

、出
雲

市
の

大
き

な
強

み
で

あ
り

、ま
ち

づ
くり

に
お

い
て

、

より
積

極
的

に
観

光
と

い
う

切
り

口
を

活
用

す
る

こと
が

期
待

さ

れ
ま

す
。

観
光

ま
ち

づ
くり

は
幅

広
い

分
野

に
関

わ
る

総
合

的
な

取

組
で

あ
り

、観
光

に
よ

る
経

済
効

果
を

最
大

化
す

ると
とも

に
、

観
光

を
活

用
し

た
多

様
な

地
域

課
題

へ
の

貢
献

を
目

指
し

て
い

きま
す

。
【

 主
要

施
策

 】

｜
B

-1
.｜

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

｜
B

-2
.｜

守
る

べ
き

資
源

・
文

化
の

継
承

と
価

値
の

再
認

識

｜
B

-3
.｜

受
入

基
盤

の
充

実

｜
B

-4
.｜

観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

p.
46

p.
53

p.
58

p.
63

観
光

ま
ち

づ
く

り
戦

略
B戦

略
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将
来

像
と

し
て

掲
げ

た
、「

住
む

人
・

訪
れ

る
人

双

方
が

新
し

い
出

雲
を

発
見

で
き

る
、 

周
遊

滞
在

型
の

観
光

地
・

観
光

振
興

」を
戦

略
的

に
実

現
す

る
た

め
に

は
、地

域
ご

と
に

、目
的

地
と

な
り

得
る

価
値

・
魅

力

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
定

め
た

上
で

、そ
の

魅
力

に
十

分

ふ
れ

ら
れ

る
お

も
て

な
し

環
境

の
向

上
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

す
。

こ
の

た
め

、地
域

ご
と

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

を

検
討

す
る

と
と

も
に

、地
域

と
連

携
し

、コ
ン

テ
ン

ツ

の
磨

き
上

げ
や

周
遊

に
向

け
た

仕
掛

け
づ

く
り

、着
地

情
報

の
充

実
や

案
内

力
の

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

こ
れ

ら
に

よ
り

来
訪

者
の

満
足

度
向

上
を

図
る

と

と
も

に
、平

成
30

年
以

降
減

少
傾

向
に

あ
る

観
光

消

費
額

や
、周

遊
・

滞
在

の
増

加
を

目
指

し
ま

す
。

❶
 地

域
ご

と
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

検
討

出
雲

市
全

体
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

検
討

に

お
い

て
、地

域
ご

と
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
も

併

せ
て

検
討

し
ま

す
。地

域
の

強
み

と
な

る
観

光
資

源
・

コ
ン

テ
ン

ツ
や

、現
在

ど
の

よ
う

な
顧

客
が

何
を

求

め
て

訪
れ

て
い

る
の

か
、地

域
と

し
て

ど
の

よ
う

な

観
光

地
で

あ
り

た
い

の
か

な
ど

を
踏

ま
え

、タ
ー

ゲ
ッ

ト
設

定
や

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

行
い

ま
す

。

検
討

に
当

た
っ

て
は

、地
域

に
お

い
て

、こ
れ

ま
で

あ
ま

り
焦

点
の

当
た

っ
て

い
な

か
っ

た
も

の
も

含

め
、改

め
て

地
域

の
価

値
・

魅
力

を
洗

い
出

す
と

と
も

に
、他

地
域

と
差

別
化

で
き

る
地

域
特

有
の

魅
力

を

特
定

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

❷
 コ

ン
テ

ン
ツ

の
磨

き
上

げ
・

充
実

観
光

客
が

地
域

の
魅

力
に

十
分

ふ
れ

る
こ

と
が

で
 

き
る

よ
う

、地
域

資
源

を
生

か
し

た
コ

ン
テ

ン
ツ（

滞

在
中

に
楽

し
め

る
モ

ノ
・

コ
ト

な
ど

の
す

べ
て

を
指

し
ま

す
）の

磨
き

上
げ

・
充

実
を

図
り

ま
す

。 

特
に

、地
域

消
費

の
拡

大
や

文
化

の
継

承
に

つ
な

が
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

を
図

る
こ

と
と

し
、体

験

コ
ン

テ
ン

ツ
等

の
旅

行
商

品
の

充
実

、集
客

力
・

収
益

力
強

化
に

も
取

り
組

み
ま

す
。

こ
の

ほ
か

、各
地

域
で

の
宿

泊
の

増
加

に
向

け
、過

ご
し

方
の

提
案

に
つ

な
が

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
掘

り
起

こ
し

を
行

い
ま

す
。

▶
 地

域
消

費
の

拡
大

に
つ

な
が

る
　

 コ
ン

テ
ン

ツ
の

活
用

促
進・

魅
力

の
磨

き
上

げ
出

雲
が

有
す

る
豊

か
な

資
源

・
素

材
に

つ
い

て
、

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
へ

の
活

用
を

促
進

し
消

費
拡

大
に

つ
な

げ
ま

す
。訪

れ
る

人
に

出
雲

の
新

し
い

魅
力

を
発

見
し

て
頂

け
る

よ
う

、観
光

客
目

線
に

立
ち

、魅
力

の
伝

え
方

・
提

供
の

仕
方

を
磨

き
上

げ
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

観
光

客
目

線
の

重
要

性
Co

lu
m

n
コ
ラ
ム 観

光
地

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
考

え
方

に
つ

い
て

は
、地

域
に

あ
る

資
源

を
商

品
化

し
て

い
く

プ
ロ

ダ
ク

ト
ア

ウ
ト

の
観

点
と

と
も

に
、商

品
を

選
ん

で
頂

く
た

め
に

は
マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
観

点
（

観
光

客
目

線
）が

非
常

に
重

要
で

す
。デ

ー
タ

や
観

光
客

の
声

に
基

づ
き

、市
場

ニ
ー

ズ
に

か
な

う
地

域
の

魅
力

の
発

掘
と

商
品

の
磨

き
上

げ
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
プ

ロ
ダ

ク
ト

ア
ウ

ト

顧
客

の
求

め
る

商
品・

サ
ー

ビ
ス

を
開

発
売

り
た

い
商

品・
サ

ー
ビ

ス
を

開
発

市
場

起
点

商
品

起
点

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

B
-1

.
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地
域

消
費

の
拡

大
に

つ
な

が
る

キ
ー

コ
ン

テ
ン

ツ

地
域

ぐ
る

み
で

出
雲

の
食

を
PR

で
き

る
よ

う
、国

引
き

の
大

地
や

地
域

の
歴

史
が

育
ん

だ
出

雲
特

有
の

豊
か

な
食

文
化

・
食

材
に

つ
い

て
、そ

の
価

値
や

魅
力

を
再

発
掘

し
、地

域
内

外
に

向
け

て
ス

ト
ー

リ
ー

の
あ

る
発

信
を

強
化

し
ま

す（
次

ペ
ー

ジ
の

コ
ラ

ム
参

照
）。

ま
た

、「
食

」が
周

遊
・

滞
在

の
目

的
と

な
る

よ
う

、各
地

域
で

味
わ

え
る

出
雲

ら
し

い
食

・
お

土
産

の
情

報
発

信
や

地
産

地
消

の
推

進
に

地
域

と
連

携
し

て
取

り
組

み
ま

す
。

お
土

産
の

魅
力

や
購

入
し

や
す

さ
の

向
上

に
向

け
、出

雲
推

奨
商

品「
お

い
し

い
出

雲
」※

の
観

光
客

へ
の

PR
や

販
売

場
所

の
充

実
、商

品
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
の

充
実

・
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

※
生

産
・

加
工

地
、ネ

ー
ミ

ン
グ

、デ
ザ

イ
ン

、市
場

性
、出

雲
ら

し
さ

な
ど

を
基

準
に

、出
雲

推
奨

商
品

認
定

委
員

会
が

認
定

奈
良

時
代

に
編

纂
さ

れ
た

出
雲

国
風

土
記

に「
こ

の
地

に
神

々
が

集
ま

っ
て

酒
造

り
を

行
い

、１
８

０
日

に
渡

っ
て

酒
宴

を
開

い
た

」と
い

う
記

述
が

残
る

佐
香

神
社

は
日

本
酒

発
祥

の
地

と
伝

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、神
在

月
に

全
国

か
ら

お
集

ま
り

に
な

っ
た

八
百

万
の

神
々

は
、神

議
を

終
え

ら
れ

出
雲

を
旅

立
た

れ
る

前
に

、万
九

千
神

社
で「

直
会

」（
酒

宴
）を

な
さ

れ
る

な
ど

神
話

と
も

関
連

が
深

い
の

が
お

酒
で

す
。

出
雲

市
は

、出
雲

杜
氏

と
蔵

人
が

受
け

継
ぐ

4酒
蔵

の
日

本
酒

、高
品

質
な

ワ
イ

ン
や

ク
ラ

フ
ト

ビ
ー

ル
な

ど
地

酒
の

宝
庫

で
あ

り
、観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
更

な
る

活
用

を
図

り
ま

す
。

島
根

県
は

、民
藝

運
動

の
創

始
者

で
あ

る
柳

宗
悦

※
ら

の
影

響
を

大
き

く
受

け
、現

在
も

そ
の

精
神

を
受

け
継

ぐ
作

り
手

が
多

数
存

在
す

る
民

藝
の

聖
地

で
す

。出
雲

市
に

は
、民

藝
フ

ァ
ン

の
憧

れ
を

集
め

る
出

西
窯

を
は

じ
め

15
の

県
指

定
の

伝
統

工
芸

品
や

、民
藝

の
魅

力
が

結
集

し
た

出
雲

民
藝

館
が

あ
り

ま
す

。
民

藝
品

の
美

し
さ

と
と

も
に

、作
り

手
の

思
い

や
民

藝
の

精
神

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
魅

力
的

な
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
情

報
発

信
や

活
用

を
進

め
ま

す
。

出
雲

市
は

、島
根

半
島

と
中

国
山

地
の

間
に

斐
伊

川
・

神
戸

川
が

も
た

ら
し

た
広

大
な

出
雲

平
野

と
二

つ
の

汽
水

湖
が

存
在

す
る

、他
に

類
の

な
い

希
少

な
地

形
を

有
し

て
い

ま
す

。そ
の

全
域

は
ジ

オ
パ

ー
ク

、日
御

碕
地

区
は

国
立

公
園

、宍
道

湖
は

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
で

あ
り

、ト
キ

の
放

鳥
候

補
地

に
選

ば
れ

る
ほ

ど
の

野
鳥

の
宝

庫
と

も
な

っ
て

い
ま

す
。（

48
頁

の
コ

ラ
ム

参
照

）
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

大
地

の
歴

史
は

美
し

い
景

観
や

豊
か

な
恵

み
を

も
た

ら
し

、国
引

き
神

話
を

は
じ

め
神

話
や

伝
承

に
も

深
く

結
び

つ
き

ま
し

た
。こ

れ
か

ら
を

生
か

し
た

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

を
磨

き
上

げ
る

と
と

も
に

、ク
ル

ー
ジ

ン
グ

、マ
リ

ン
ス

ポ
ー

ツ
、ト

レ
ッ

キ
ン

グ
、サ

イ
ク

リ
ン

グ
、野

鳥
観

察
な

ど
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
強

化
に

取
り

組
み

ま
す

。

神
話

や
風

土
記

の
物

語
は

、出
雲

各
地

に
残

る
地

名
や

神
社

、

そ
し

て
今

な
お

私
た

ち
の

日
常

や
風

習
に

息
づ

い
て

い
ま

す
。こ

の
驚

く
べ

き
事

実
を

体
感

し
、コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
楽

し
ん

で
頂

く
と

と
も

に
、観

光
ま

ち
づ

く
り

へ
の

市
民

参
加

と
文

化
の

継
承

に
つ

な
が

る
よ

う
、有

償
ガ

イ
ド

の
確

保
・

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。出

雲
大

社
や

日
御

碕
地

区
の

ほ
か

、周
遊

観
光

タ
ク

シ
ー

に

同
乗

す
る

ガ
イ

ド
や

、出
雲

全
体

や
多

様
な

地
域

の
紹

介
が

で
き

る
ガ

イ
ド

の
育

成
を

図
り

ま
す

。

令
和

６
年

度
に

は
観

光
協

会
に

お
い

て
英

語
ガ

イ
ド

の
派

遣

体
制

を
構

築
し

ま
し

た
。外

国
人

へ
の

伝
え

方
を

含
め

、多
言

語

ガ
イ

ド
の

育
成

・
ガ

イ
ド

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

荒
神

谷
遺

跡
や

西
谷

墳
墓

群
な

ど
現

行
の

ガ
イ

ド
サ

ー
ビ

ス

に
つ

い
て

は
、利

用
促

進
を

図
り

ま
す

。

出
雲

特
有

の
豊

か
な

食
文

化
日

本
酒

発
祥

の
地

、直
会

の
聖

地
な

お
ら

い

民
藝

の
聖

地

国
引

き
の

大
地

の
歴

史
が

育
ん

だ
自

然
景

観
今

な
お

息
づ

く
神

話
な

ど
の

物
語

伝
統

芸
能

・
文

化

※
名

も
無

き
職

人
の

手
か

ら
生

み
出

さ
れ

た
日

常
の

生
活

道
具

を「
民

藝（
民

衆
的

工
芸

）」
と

名
付

け
、各

地
の

風
土

か
ら

生
ま

れ
、生

活
に

根
差

し
た

民
藝

に
は

、用
に

即
し

た
健

全
な

美（
用

の
美

）が
宿

っ
て

い
る

と
し

、美
術

品
に

負
け

な
い

美
し

さ
が

あ
る

と
唱

え
ま

し
た（

参
考

：
日

本
民

藝
協

会
HP

）

市
内

各
所

で
多

く
の

祭
り

等
が

年
間

を
通

じ
て

行
わ

れ
て

お
り

、無
形

民
俗

文
化

財
で

あ
る

神
楽

・
獅

子
舞

・
神

事
華

の
奉

納
や

、踊
り

や
一

式
飾

り
が

披
露

さ
れ

て
い

ま
す

。ま
た

、太
鼓

や
よ

さ
こ

い
踊

り
な

ど
も

盛
ん

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

継
承

と
発

展
を

支
援

し
、観

光
客

に
も

楽
し

ん
で

頂
け

る
よ

う
、情

報
発

信
や

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

の
活

用
を

進
め

ま
す

。日
御

碕
神

社
等

で
の

出
雲

神
楽

の
定

期
公

演
は

人
気

コ
ン

テ
ン

ツ
の

一
つ

で
す

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 か

み
は

か
り

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 な
お

ら
い
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▶
 体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

等
の

旅
行

商
品

の
充

実
、収

益
力

強
化

令
和

５
年

度
か

ら
、春

夏
秋

冬
、3

65
日

楽
し

め
る

出
雲

の
創

出
を

図
る

た
め

、外
部

専
門

家
の

協
力

を
得

な
が

ら
、体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
磨

き
上

げ
・

造
成

と
、体

験
提

供
を

担
う

人
材

育
成

を
図

る
事

業
を

実
施

し
て

お
り

、令
和

６
年

12
月

以
降

、そ
の

販
売

を
支

援
す

る
地

域
O

TA
（

42
頁

参
照

）の
活

用
を

含
め

、ト
ー

タ
ル

の
支

援
を

進
め

て
い

ま
す

。
集

客
力

・
収

益
力

強
化

に
向

け
て

、商
品

の
造

成
だ

け
で

な
く

販
路

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ま
で

を
セ

ッ
ト

で
考

え
る

、マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

視
点

を
強

化
し

ま
す

。
既

存
コ

ン
テ

ン
ツ

の
磨

き
上

げ
の

ほ
か

、地
域

の
事

業
者

や
住

民
が

参
画

し
て

提
供

可
能

な
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
造

成
に

も
取

り
組

み
ま

す
。

▶
 滞

在
価

値
の

向
上（

過
ご

し
方

の
提

案
）

出
雲

ら
し

い
景

色
や

、散
策

・
街

歩
き

な
ど

、滞
在

中
の

楽
し

み
方

の
提

案
に

よ
り

、滞
在

価
値

を
向

上
し

、宿
泊

に
も

つ
な

げ
ま

す
。

日
本

海
に

突
き

出
た

島
根

半
島

と
中

国
山

地
に

挟
ま

れ
た

広
大

な
平

野
と

汽
水

湖
。

国
引

き
神

話
と

し
て

語
り

継
が

れ
る

他
に

類
の

な
い

地
形

は
、地

域
の

歴
史

と
結

び
つ

き
、出

雲
の

地
に

特

別
な

豊
か

さ
を

も
た

ら
し

て
い

ま
す

。

宍
道
湖
と
神
西
湖
の
恵
み

宍
道
湖
と
神
西
湖
の
恵
み

宍
道
湖
と
神
西
湖
の
恵
み

た
た
ら
製
鉄
と
斐
伊
川

た
た
ら
製
鉄
と
斐
伊
川

た
た
ら
製
鉄
と
斐
伊
川

米米

酒酒
し
ま
ね
和
牛

し
ま
ね
和
牛

し
ま
ね
和
牛

武
家
文
化
や
神
在
祭
の
影
響

武
家
文
化
や
神
在
祭
の
影
響

武
家
文
化
や
神
在
祭
の
影
響

土
壌
を
生
か
し
た
名
産

土
壌
を
生
か
し
た
名
産

土
壌
を
生
か
し
た
名
産

島
根
半
島
と
日
本
海

島
根
半
島
と
日
本
海

島
根
半
島
と
日
本
海

浦
々
か
ら
育
ま
れ
た
食
文
化

浦
々
か
ら
育
ま
れ
た
食
文
化

浦
々
か
ら
育
ま
れ
た
食
文
化

汽
水

湖
と

し
て

中
海

と
と

も
に

日
本

最
大

の
規

模
を

な
す

宍
道

湖
。

神
門

水
海

の
名

残
で

あ
る

も
う

一
つ

の
汽

水
湖・

神
西

湖
。

独
自

の
生

態
系

を
有

し
、多

様
で

希
少

な
海

水
魚

・
淡

水
魚

が
生

息
す

る
水

産
物

の
宝

庫
。

シ
ジ

ミ
、ウ

ナ
ギ

、エ
ビ

、コ
イ

、ハ
ゼ

、ス
ズ

キ
な

ど
。

汽
水

湖
と

し
て

中
海

と
と

も
に

日
本

最
大

の
規

模
を

な
す

宍
道

湖
。

神
門

水
海

の
名

残
で

あ
る

も
う

一
つ

の
汽

水
湖・

神
西

湖
。

独
自

の
生

態
系

を
有

し
、多

様
で

希
少

な
海

水
魚

・
淡

水
魚

が
生

息
す

る
水

産
物

の
宝

庫
。

シ
ジ

ミ
、ウ

ナ
ギ

、エ
ビ

、コ
イ

、ハ
ゼ

、ス
ズ

キ
な

ど
。

汽
水

湖
と

し
て

中
海

と
と

も
に

日
本

最
大

の
規

模
を

な
す

宍
道

湖
。

神
門

水
海

の
名

残
で

あ
る

も
う

一
つ

の
汽

水
湖・

神
西

湖
。

独
自

の
生

態
系

を
有

し
、多

様
で

希
少

な
海

水
魚

・
淡

水
魚

が
生

息
す

る
水

産
物

の
宝

庫
。

シ
ジ

ミ
、ウ

ナ
ギ

、エ
ビ

、コ
イ

、ハ
ゼ

、ス
ズ

キ
な

ど
。

江
戸

時
代

に
宍

道
湖

に
注

ぐ
よ

う
に

な
っ

た
斐

伊
川

。
た

た
ら

製
鉄

の
砂

と
斐

伊
川

の
流

れ
を

利
用

し
新

田
を

開
発

。
江

戸
時

代
に

宍
道

湖
に

注
ぐ

よ
う

に
な

っ
た

斐
伊

川
。

た
た

ら
製

鉄
の

砂
と

斐
伊

川
の

流
れ

を
利

用
し

新
田

を
開

発
。

江
戸

時
代

に
宍

道
湖

に
注

ぐ
よ

う
に

な
っ

た
斐

伊
川

。
た

た
ら

製
鉄

の
砂

と
斐

伊
川

の
流

れ
を

利
用

し
新

田
を

開
発

。

松
江

藩
主

が
信

州
の

そ
ば

職
人

を
伴

っ
た

こ
と

か
ら

伝
わ

っ
た

そ
ば

切
り

。野
外

で
持

ち
運

ぶ
た

め
の「

割
子

」や
、神

在
祭

の
屋

台
で

釜
か

ら
直

接
器

に
盛

っ
た「

釜
あ

げ
」な

ど
、独

自
の

発
展

を
と

げ
た

。
神

在
祭

で
お

供
え

さ
れ

、ふ
る

ま
わ

れ
た

神
在

餅
が

ぜ
ん

ざ
い

の
発

祥
と

い
わ

れ
る

。七
代

藩
主

で
大

名
茶

人
で

あ
る

不
昧

公
の

影
響

か
ら

お
茶

文
化

も
発

達
。

松
江

藩
主

が
信

州
の

そ
ば

職
人

を
伴

っ
た

こ
と

か
ら

伝
わ

っ
た

そ
ば

切
り

。野
外

で
持

ち
運

ぶ
た

め
の「

割
子

」や
、神

在
祭

の
屋

台
で

釜
か

ら
直

接
器

に
盛

っ
た「

釜
あ

げ
」な

ど
、独

自
の

発
展

を
と

げ
た

。
神

在
祭

で
お

供
え

さ
れ

、ふ
る

ま
わ

れ
た

神
在

餅
が

ぜ
ん

ざ
い

の
発

祥
と

い
わ

れ
る

。七
代

藩
主

で
大

名
茶

人
で

あ
る

不
昧

公
の

影
響

か
ら

お
茶

文
化

も
発

達
。

松
江

藩
主

が
信

州
の

そ
ば

職
人

を
伴

っ
た

こ
と

か
ら

伝
わ

っ
た

そ
ば

切
り

。野
外

で
持

ち
運

ぶ
た

め
の「

割
子

」や
、神

在
祭

の
屋

台
で

釜
か

ら
直

接
器

に
盛

っ
た「

釜
あ

げ
」な

ど
、独

自
の

発
展

を
と

げ
た

。
神

在
祭

で
お

供
え

さ
れ

、ふ
る

ま
わ

れ
た

神
在

餅
が

ぜ
ん

ざ
い

の
発

祥
と

い
わ

れ
る

。七
代

藩
主

で
大

名
茶

人
で

あ
る

不
昧

公
の

影
響

か
ら

お
茶

文
化

も
発

達
。

島
根

ぶ
ど

う
、西

条
柿

、多
伎

い
ち

じ
く

、出
西

し
ょ

う
が

な
ど

。
島

根
ぶ

ど
う

、西
条

柿
、多

伎
い

ち
じ

く
、出

西
し

ょ
う

が
な

ど
。

島
根

ぶ
ど

う
、西

条
柿

、多
伎

い
ち

じ
く

、出
西

し
ょ

う
が

な
ど

。

冬
の

農
閑

期
に

酒
蔵

に
出

向
い

て
行

わ
れ

て
い

た
酒

造
り

か
ら

出
雲

杜
氏

へ
と

発
展

。

冬
の

農
閑

期
に

酒
蔵

に
出

向
い

て
行

わ
れ

て
い

た
酒

造
り

か
ら

出
雲

杜
氏

へ
と

発
展

。

冬
の

農
閑

期
に

酒
蔵

に
出

向
い

て
行

わ
れ

て
い

た
酒

造
り

か
ら

出
雲

杜
氏

へ
と

発
展

。

鉄
の

輸
送

の
た

め
必

要
と

さ
れ

た
多

数
の

牛
馬

。牧
畜

も
盛

ん
と

な
り

、和
牛

の
産

地
と

な
る

。

鉄
の

輸
送

の
た

め
必

要
と

さ
れ

た
多

数
の

牛
馬

。牧
畜

も
盛

ん
と

な
り

、和
牛

の
産

地
と

な
る

。

鉄
の

輸
送

の
た

め
必

要
と

さ
れ

た
多

数
の

牛
馬

。牧
畜

も
盛

ん
と

な
り

、和
牛

の
産

地
と

な
る

。

島
根

半
島

沖
は

対
馬

海
流

と
リ

マ
ン

海
流

が
行

き
交

う
良

好
な

漁
場

。
ノ

ド
グ

ロ
、甘

鯛
、ブ

リ
、カ

レ
イ

、サ
ザ

エ
、白

イ
カ

、海
藻

類
な

ど
。

島
根

半
島

沖
は

対
馬

海
流

と
リ

マ
ン

海
流

が
行

き
交

う
良

好
な

漁
場

。
ノ

ド
グ

ロ
、甘

鯛
、ブ

リ
、カ

レ
イ

、サ
ザ

エ
、白

イ
カ

、海
藻

類
な

ど
。

島
根

半
島

沖
は

対
馬

海
流

と
リ

マ
ン

海
流

が
行

き
交

う
良

好
な

漁
場

。
ノ

ド
グ

ロ
、甘

鯛
、ブ

リ
、カ

レ
イ

、サ
ザ

エ
、白

イ
カ

、海
藻

類
な

ど
。

新
鮮

な
刺

身
に

合
う

濃
い

旨
味

の「
再

仕
込

醤
油

」。
醤

油
全

体
の

１
％

し
か

な
い

希
少

な
醤

油
だ

が
、出

雲
の

刺
身

醤
油

の
定

番
。

新
鮮

な
刺

身
に

合
う

濃
い

旨
味

の「
再

仕
込

醤
油

」。
醤

油
全

体
の

１
％

し
か

な
い

希
少

な
醤

油
だ

が
、出

雲
の

刺
身

醤
油

の
定

番
。

新
鮮

な
刺

身
に

合
う

濃
い

旨
味

の「
再

仕
込

醤
油

」。
醤

油
全

体
の

１
％

し
か

な
い

希
少

な
醤

油
だ

が
、出

雲
の

刺
身

醤
油

の
定

番
。

磯
で

採
れ

る
海

産
物

を
使

っ
た

郷
土

料
理

。
ぼ

べ
飯

、赤
貝

の
煮

つ
け

、十
六

島
の

り
の

雑
煮

な
ど

。
磯

で
採

れ
る

海
産

物
を

使
っ

た
郷

土
料

理
。

ぼ
べ

飯
、赤

貝
の

煮
つ

け
、十

六
島

の
り

の
雑

煮
な

ど
。

磯
で

採
れ

る
海

産
物

を
使

っ
た

郷
土

料
理

。
ぼ

べ
飯

、赤
貝

の
煮

つ
け

、十
六

島
の

り
の

雑
煮

な
ど

。

国
引

き
の

大
地

の
歴

史
が

紡
い

だ
出

雲
の

食
文

化

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

Ph
ot

o 
by

  S
H

O
KO

 T
AK

AY
AS

U
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プ
ロ

ジ
ェ

クト

1
.将

来
像

と
数

値
目

標
2

.将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

戦
略
A

戦
略
B

戦
略
C

戦
略
D

3
.ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅲ 目 指 す 将 来 像 と 戦 略C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er 資資 料 編 49

取
組

紹
介

地
域

特
有

の
価

値
・

魅
力

の
洗

い
出

し
と

は
？

令
和

５
年

度
か

ら
「

一
年

中
楽

し
め

る
出

雲
」

を
テ

ー
マ

に
開

始
し

た
「

Iz
um

o3
65

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
。

出
雲

で
過

ご
す

時
間

そ
の

も
の

の
魅

力
を

発
信

し
た

い
と

い
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

、
出

雲
旅

で

お
す

す
め

し
た

い
場

所
、

物
、

人
と

、
そ

の
目

に
見

え
な

い
価

値
や

魅
力

（
歴

史
・

思
い

・
ス

ト
ー

リ
ー

な
ど

）
を

発
掘

し
て

い
ま

す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム『
Iz
um
o3
65
』

コ
ン

セ
プ

ト：
た

い
せ

つ
な

こ
と

は
、目

に
見

え
な

い
。

た
い

せ
つ

な
こ

と
と

、出
雲

で
出

会
う

。
暮

ら
す

よ
う

に
旅

す
る

「
暮

ら
す

よ
う

に
出

雲
を

旅
す

る
」を

テ
ー

マ
に

、そ
ば

だ
け

じ
ゃ

な
い

出
雲

の

グ
ル

メ
、出

雲
大

社
だ

け
じ

ゃ
な

い
パ

ワ
ー

ス
ポ

ッ
ト

、ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

に
は

載
っ

て
な

い
名

店
な

ど
を

積
極

的
に

投
稿

す
る

と
と

も
に

。「
出

雲
で

過
ご

す
時

間
そ

の
も

の
の

魅
力

を
発

信
す

る
」た

め
の

取
組

と
し

て
、出

雲
で

暮
ら

す
人

の

生
き

ざ
ま

、文
化

を
映

し
、出

雲
に

あ
る「

目
に

見
え

な
い

大
切

な
も

の
」を

表
現

す
る

。と
い

う
趣

旨
の

投
稿

も
続

け
て

い
ま

す
。

Iz
um
o観

光
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
聞
き
書
き
IZ
U
M
O
36
5』

出
雲

で
暮

ら
す

人
の

生
き

ざ
ま

、文
化

、
そ

れ
ら

が
映

し
出

さ
れ

た
写

真
が

、「
出

雲
ら

し
い

景
色

」
―

―
　

映
画

監
督

錦
織

良
成

映
画

監
督

に
聞

く「
出

雲
ら

し
い

景
色

」と
い

う
タ

イ
ト

ル
の

記
事

か
ら

始
ま

る
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
。

出
雲

の
魅

力
を「

聞
き

書
き

」で
。映

画
監

督
、職

人
、バ

ー
の

マ
ス

タ
ー

か
ら

、若
者

ま
で

、

立
場

の
ち

が
う

い
ろ

ん
な

人
か

ら
聞

い
た「

出
雲

の
魅

力
」を

、

聞
き

手
が

、そ
の

話
し

手
の

良
さ

が
伝

わ
る

デ
ザ

イ
ン

に
落

と
し

込
み

、

読
み

や
す

く
、読

者
に

届
け

る
取

組
で

す
。

20
23

 年
か

ら
Iz

um
o3

65
 編

集
部

を
結

成
し

、企
画

、取
材

、デ
ザ

イ
ン

と
編

集
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

20
24

 年
コ

ン
テ

ン
ツ

共
有

サ
ー

ビ
ス「

no
te

」で
の

公
開

も
始

ま
り

ま
し

た
。

ht
tp

s:/
/n

ot
e.

co
m

/iz
um

o3
65

/

関
係

人
口

増
加

・
地

域
課

題
に

取
り

組
む

意
欲

の
あ

る

人
材

の
発

掘
・

事
業

者
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

等
を

目
的

に
開

催
し

て
い

ま
す

。

出
雲

市
内

外
か

ら
参

加
者

を
募

り
、

出
雲

市
内

の
観

光

課
題

・
地

域
課

題
に

つ
い

て
チ

ー
ム

に
分

か
れ

て
調

査
・

検
討

し
ま

す
。 令

和
6年

度
　

エ
リ

ア
別

テ
ー

マ
・平

田：
食

・斐
川：

民
藝

・佐
田：

自
然

と
神

話
・共

通：
デ

ジ
タ

ル
ノ

マ
ド

※
現

在
、ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
を

Ｗ
Ｅ

Ｂ
記

事
化

し
て

順
次

発
信

し
て

い
ま

す
。
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❸
 周

遊
に

向
け

た
仕

掛
け

づ
く

り
（

周
遊

戦
略

）
観

光
資

源
が

豊
富

に
点

在
し

、エ
リ

ア
の

特
徴

や

ス
ト

ー
リ

ー
性

を
十

分
伝

え
ら

れ
て

い
な

い
と

い
う

課
題

に
対

応
し

、「
地

域
を

楽
し

む
ロ

ー
カ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

」と
「

テ
ー

マ
性

の
あ

る
市

内
周

遊
の

旅
」を

提

案
し

ま
す

。出
雲

大
社

＋
α

と
な

る
沢

山
の

旅
の

目

的
を

創
出

し
、リ

ピ
ー

タ
ー

を
中

心
に

各
地

域
で

の

宿
泊

や
周

遊
を

促
進

し
ま

す
。

▶
 周

遊
ス

ト
ー

リ
ー

の
構

築
出

雲
に

は
、古

事
記

・
日

本
書

紀
・

出
雲

国
風

土
記

や
、令

和
の

風
土

記
と

い
わ

れ
る

ジ
オ

パ
ー

ク
の

ス
ト

ー
リ

ー
、そ

し
て

出
雲

の
夕

日
の

特
別

性
を

紐
解

く
日

本
遺

産
の

ス
ト

ー
リ

ー
が

存
在

し
て

お
り

、そ
れ

ら
に

ま
つ

わ
る

地
形

や
建

築
物

、地
名

や
文

化
が

各
所

に
息

づ
い

て
い

ま
す

。
こ

れ
ら

を
は

じ
め

、周
遊

を
促

進
す

る
ス

ト
ー

リ
ー

の
構

築
や

、出
雲

大
社

と
併

せ
て

訪
れ

る
意

味
付

け
を

行
い

ま
す

。

▶
 各

地
域

へ
の

宿
泊

や
、周

遊
に

つ
な

が
る

旅
の

提
案

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
を

味
わ

う
ロ

ー
カ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

や
、テ

ー
マ

性
を

も
っ

て
出

雲
を

巡
る

旅
な

ど
、ス

ト
ー

リ
ー

の
あ

る
旅

の
提

案
に

取
り

組
み

ま
す

。モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
提

案
や

、宿
泊

時
の

地
域

の
過

ご
し

方
な

ど
、何

度
も

出
雲

を
訪

れ
て

多
様

な
魅

力
を

味
わ

っ
て

頂
け

る
よ

う
な

発
信

を
強

化
し

ま
す

。ま
た

、体
験

、ガ
イ

ド
、食

事
な

ど
と

セ
ッ

ト
に

し
た

旅
行

商
品

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。

周
遊

戦
略

全
体

像
be

fo
re

af
te

r

2つ
の

周
遊

戦
略

効
　

果

資
源

が
豊

富
だ

が
広

く
点

在
し

て
い

る
エ

リ
ア

の
ウ

リ
や

特
徴

が
わ

か
ら

な
い

資
源

を
結

ぶ
ス

ト
ー

リ
ー

が
弱

い

●
 こ

こ
に

行
き

た
い

と
思

わ
せ

る
エ

リ
ア

価
値

の
向

上
　（

差
別

化
、分

か
り

や
す

さ
）

●
 移

動
自

体
を

楽
し

め
る

仕
掛

け
　（

エ
リ

ア
内

/エ
リ

ア
間

）
●

 隣
接

市
町

村
の

観
光

資
源

も
意

識
し

た
提

案

①
各

エ
リ

ア
の

ロ
ー

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

②
テ

ー
マ

型
市

内
周

遊
の

推
進

出
雲

大
社

＋
ロ

ー
カ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

で
宿

泊
増

「
次

は
他

エ
リ

ア
へ

」で
再

訪
増

神
在

月
以

外
の

来
訪

促
進

、平
準

化

▶
 地

域
と

連
携

し
た

周
遊

マ
ッ

プ
の

整
備

令
和

６
年

10
月

に
初

版
を

作
成

し
た

出
雲

市
全

域
の

周
遊

マ
ッ

プ
を

中
心

に
、観

光
客

目
線

で
各

地
の

周
遊

が
し

や
す

い
マ

ッ
プ

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

▶
 周

遊
バ

ス・
タ

ク
シ

ー
プ

ラ
ン

の
充

実
近

年
、公

共
交

通
の

不
足

を
補

い
、周

遊
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

の
バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

プ
ラ

ン
の

充
実

に
力

を
入

れ
て

お
り

、更
な

る
発

展
に

取
り

組
み

ま
す

。

周
遊

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
プ

ラ
ン

出
雲
周
遊
観
光
タ
ク
シ
ー
　
う
さ
ぎ
号

出
雲
周
遊
観
光
タ
ク
シ
ー
　
え
ん
む
す
び
号

高
価
格
帯
・
高
付
加
価
値
商
品

複
数

コ
ー

ス
を

設
定

　
ガ

イ
ド

が
同

行
定

番
の

周
遊

コ
ー

ス
に

加
え

、隣
接

市
町

村
を

含
め

た
プ

ラ
ン

や
伝

統
文

化
な

ど
の

テ
ー

マ
型

に
も

取
り

組
む

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
型

　
ガ

イ
ド

が
同

行

令
和

5年
度

実
績

　
17

2名
（

原
価

補
填

率
10

％
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

目
標

０
％

）

令
和

6年
8月

か
ら

開
始

出
雲
周
遊
バ
ス
　
し
ん
わ
号

低
価
格
帯
・
交
通
対
策
重
点

初
め

て
の

出
雲

旅
に

お
す

す
め

の
出

雲
大

社
を

含
む

パ
ワ

ー
ス

ポ
ッ

ト
を

お
得

に
巡

る
令

和
５

年
度

に
コ

ン
セ

プ
ト

を
明

確
化

し
PR

を
強

化
PR

に
SN

Sも
活

用

令
和

5年
度

実
績

　
20

4名
（

原
価

補
填

率
67

％
）

※
令

和
６

年
度

か
ら

、英
語

ガ
イ

ド
の

手
配

も
可

能
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景
観

、自
然

環
境

、伝
統

産
業

、食
文

化
、伝

承
な

ど
、出

雲
の

地
を

形
づ

く

る
地

域
資

源
。そ

れ
ら

が
生

ま
れ

た
由

縁
や

、た
ど

っ
た

歴
史

を
紐

解
く

と
、

周
遊

ス
ト

ー
リ

ー
に

つ
な

が
る

、資
源

と
資

源
、地

域
と

地
域

の
様

々
な

つ

な
が

り
が

見
え

て
き

ま
す

。

出
雲

に
は

そ
れ

ら
を

紐
解

く
現

代
・

古
代

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
が

豊
富

に
存

在
し

て
い

ま
す

。

出
雲
国
風
土
記
・
古
事
記
・
日
本
書
紀

日
本
遺
産
　
日
が
沈
む
聖
地
出
雲

八
岐
大
蛇
・
斐
伊
川
の
治
水
と
開
拓
の
歴
史

令
和
の
風
土
記
　
島
根
半
島
・
宍
道
湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク

全
国

で
唯

一
ほ

ぼ
完

本
で

伝
わ

る
出

雲
国

造
編

纂
の

出
雲

国
風

土
記

と
、最

古
の

歴
史

書
で

あ
る

古
事

記
・

日
本

書
紀

。
出

雲
各

地
の

神
社

や
土

地
に

ま
つ

わ
る

神
話

・
伝

承
が

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

古
来

、都
で

あ
る

大
和

か
ら

見
た

出
雲

は「
日

が
沈

む
聖

な
る

場
所

」と
し

て
知

ら
れ

て
い

ま
し

た
。日

御
碕

か
ら

多
伎

ま
で

の
海

岸
ル

ー
ト

で
は

、人
々

が
畏

敬
の

念
を

も
抱

い
て

き
た

夕
日

の
絶

景
が

見
ら

れ
ま

す
。

斐
伊

川
は

か
つ

て
、神

戸
川

と
と

も
に

神
門

水
海

に
注

い
で

い
ま

し
た

が
、江

戸
時

代
に

は
完

全
に

東
流

し
宍

道
湖

に
注

ぐ
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

と
前

後
し

斐
伊

川
上

流
域

で
隆

盛
し

た「
た

た
ら

製
鉄

」。
「

鉄
穴

流
し

」の
土

砂
に

よ
り

下
流

域
で

は
平

野
が

拡
張

す
る

一
方

で
、天

井
川

と
な

っ
た

斐
伊

川
で

は
度

々
水

害
が

起
こ

り
ま

し
た

。
し

か
し

、先
人

た
ち

は
氾

濫
し

た
土

砂
を

利
用

し
て

堤
防

を
築

き
、人

工
的

に
川

を
付

け
替

え
（

川
違

え
）、

新
田

開
発

を
進

め
ま

し
た

。

他
に

類
の

な
い

大
地

の
成

り
立

ち
と

今
と

の
つ

な
が

り
を

、神
話

や
歴

史
文

化
と

か
ら

め
分

か
り

や
す

く
解

説
し

て
い

ま
す

。

－
国

譲
り

神
話

の
舞

台
稲

佐
の

浜
－

ス
サ

ノ
オ

の
御

魂
鎮

ま
る

須
佐

神
社

－
姫

神
ゆ

か
り

の
湯

の
川

温
泉

や
神

西
湖

、
　

小
田

神
社

、朝
山

神
社

－
霊

剣
の

神
様

を
祀

る
宇

美
神

社
－

国
引

き
の

神
様

を
祀

る
長

浜
神

社
　

な
ど

出
雲
市
は
松
江
市
と
と
も
に

全
域
が
ジ
オ
パ
ー
ク

－
国

引
き

神
話

と
一

致
す

る
地

形
の

変
化

や
、古

代
出

雲
文

化
が

花
開

い
た

背
景

－
斐

伊
川

・
神

門
川

や
宍

道
湖

・
神

西
湖

の
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

歴
史

－
日

御
碕

や
立

久
恵

峡
、八

雲
風

穴
の

形
成

理
由

　
　

　
　

な
ど

新
田

開
発

で
広

が
っ

た
農

地
で

木
綿

栽
培

が
盛

行
。木

綿
の

集
散

地
と

し
て

栄
え

た
名

残
を

伝
え

る
木

綿
街

道
。

天
日
隅
宮（
出
雲
大
社
）

あ
め
の
ひ
す
み
の
み
や

海
岸
線
の
夕
日
ス
ポ
ッ
ト

（
道
の
駅
キ
ラ
ラ
多
伎
）

日
䗻
宮（
日
御
碕
神
社
）

ひ
し
ず
み
の
み
や

木
綿
街
道

新
田

開
発

に
伴

っ
て

築
地

松
を

備
え

た
散

居
集

落
が

形
づ

く
ら

れ
た

。

築
地
松

力
を

蓄
え

た
豪

農
・

豪
商

と
武

家
文

化
と

の
融

合
出
雲
流
庭
園

写
真
提
供
：
島
根
県
観
光
振
興
課

悠
久

の
歴

史
か

ら
紐

解
か

れ
る

スト
ー

リ
ー

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

写
真
提
供
：
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
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❹
 着

地
情

報
の

充
実

・
案

内
力

の
向

上
飲

食
店

や
観

光
施

設
の

営
業

情
報

、観
光

コ
ン

テ

ン
ツ

・
イ

ベ
ン

ト
情

報
等

、観
光

客
が

旅
先

で
求

め
る

情
報（

着
地

情
報

）の
デ

ジ
タ

ル
・

ア
ナ

ロ
グ

両
面

で

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

そ
の

際
、既

存
の

マ
ッ

プ
、サ

イ
ト

等
の

整
理

や
、

発
信

主
体

の
連

携
を

行
い

、情
報

が
埋

も
れ

る
こ

と

な
く

、個
々

の
情

報
－

エ
リ

ア
情

報
－

出
雲

全
体

の

情
報

が
有

機
的

に
連

携
し

、ア
ッ

プ
デ

ー
ト

さ
れ

た

情
報

が
継

続
的

に
発

信
さ

れ
る

よ
う

に
取

り
組

み
ま

す
。 こ

れ
ら

に
よ

り
、地

域
内

に
お

い
て

も
情

報
の

集

約
と

共
有

を
図

り
、案

内
力

の
向

上
を

推
進

し
ま

す
。

▶
 グ

ー
グ

ル
マ

ッ
プ

情
報

の
充

実
支

援
令

和
5年

度
か

ら
、グ

ー
グ

ル
マ

ッ
プ

上
の

施
設

情
報

等
の

充
実

を
個

別
に

支
援

す
る

取
組

を
、地

域
の

IT
人

材
等

の
協

力
も

得
て

行
っ

て
い

ま
す

。

▶
 イ

ベ
ン

ト
マ

ッ
プ

の
活

用
促

進
市

内
の

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
マ

ッ
プ

形
式

で
分

か
り

や
す

く
発

信
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

マ
ッ

プ
を

、出
雲

観
光

・
移

住
公

式
LI

N
E（

63
頁

参
照

）の
機

能
と

し
て

令
和

６
年

10
月

に
導

入
し

ま
し

た
。個

々
の

プ
レ

イ
ヤ

ー（
事

業
者

や
地

域
住

民
な

ど
観

光
に

関
わ

る
様

々
な

人
々

）が
、イ

ベ
ン

ト
登

録
す

る
こ

と
で

、地
域

内
で

の
情

報
集

約
も

可
能

に
な

り
、相

互
案

内
へ

の
活

用
も

期
待

さ
れ

ま
す

。

▶
 オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
で

の
地

域
案

内
の

促
進

令
和

６
年

７
月

に
LI

N
Eヤ

フ
ー

社
と

連
携

し
、

オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト「

み
ん

な
で

つ
く

る
出

雲
旅

」
を

開
設

し
ま

し
た

。出
雲

へ
の

訪
問

を
考

え
る

方
か

ら
の

質
問

に
対

し
、地

元
の

方
や

リ
ピ

ー
タ

―
に

お
す

す
め

情
報

を
投

稿
し

て
頂

い
て

お
り

、地
域

事
業

者
等

か
ら

の
投

稿
を

促
進

し
ま

す
。

イ
ベ

ン
ト

マ
ッ

プ
の

活
用

イ
メ

ー
ジ

図

各
団

体
の

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
イ

ベ
ン

ト
マ

ッ
プ

へ
一

元
的

に
集

約
す

る
こ

と
で

、観
光

客
は

周
辺

の
イ

ベ
ン

ト
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
検

索
、閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

出
雲

市
商

工
団

体
等

プ
レ

イ
ヤ

ー
観

光
協

会

イ
ベ

ン
ト

情
報

の
登

録
イ

ベ
ン

ト
情

報
の

登
録

今
日
は
こ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
る
ん
だ

こ
の
お
祭
り
に
行
く

と
い
い
で
す
よ
！

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
一

元
的

に
集

約



資 料 編Ⅱ ⅢⅠ

出
雲

市
景

観
計

画
取

組
紹

介

1
.将

来
像

と
数

値
目

標
2

.将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

戦
略
A

戦
略
B

戦
略
C

戦
略
D

3
.ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅲ 目 指 す 将 来 像 と 戦 略C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er 資資 料 編 53

❶
 街

並
み

や
自

然
景

観
の

保
全

出
雲

市
景

観
計

画
に

基
づ

き
、一

定
規

模
以

上
の

建
設

行
為

等
に

つ
い

て
、景

観
形

成
基

準
に

よ
る

指

導
や

助
言

を
行

い
ま

す
。ま

た
、意

匠
等

の
基

準
を

定

め
る

景
観

形
成

地
域

に
つ

い
て

、住
民

協
定

の
あ

る

出
雲

大
社

周
辺

地
域

や
、木

綿
街

道
周

辺
地

域
な

ど
、

新
た

な
指

定
に

関
す

る
具

体
的

な
検

討
を

開
始

し
ま

す
。木

綿
街

道
に

つ
い

て
は

、専
門

家
の

意
見

を
踏

ま

え
た

う
え

で
、重

要
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

制

度
の

導
入

等
を

検
討

し
ま

す
。

ま
た

、築
地

松
の

維
持

や
剪

定
技

術
の

継
承

の
支

援
、築

地
松

散
居

集
落

の
魅

力
活

用
等

に
引

き
続

き

取
り

組
み

、築
地

松
景

観
の

維
持

を
図

る
住

民
協

定

の
継

続
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、農
地

保
全

や
周

辺

開
発

と
の

調
和

に
努

め
ま

す
。

大
山

隠
岐

国
立

公
園

・
島

根
半

島
エ

リ
ア

の

ビ
ュ

ー
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

日
御

碕
地

区
に

お
い

て
、

枯
損

木
の

伐
採

・
松

く
い

虫
対

策
や

、店
舗

の
修

景
補

修
等

に
よ

る
滞

在
環

境
の

上
質

化
を

推
進

し
ま

す
。

立
久

恵
峡

県
立

自
然

公
園

で
は

、遊
歩

道
の

維
持

管

理
等

に
よ

り
自

然
景

観
を

楽
し

め
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。

守
る

べ
き

資
源

・
文

化
の

継
承

と
価

値
の

再
認

識
B

-2
.

本
市

の
景

観
づ

く
り

の
方

向
を

明
ら

か
に

し
、

実
際

の
景

観
づ

く
り

の
主

体

と
な

る
、

市
と

市
民

及
び

事
業

者
等

の

役
割

を
示

す
と

と
も

に
共

通
の

理
解

を

深
め

、
将

来
に

わ
た

っ
て

出
雲

ら
し

い

景
観

づ
く

り
の

指
針

と
す

る
た

め
に

「
出

雲
市

景
観

計
画

」
を

策
定

し
て

い
ま

す
。

計
画

で
は

、
右

上
の

3
つ

の
基

本
目

標
の

も
と

良
好

な
景

観
形

成
へ

の
取

組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
5

つ
の

景
観

形
成

地
域

を
定

め
、

き
め

細
や

か
な

景
観

形

成
基

準
等

に
基

づ
き

、
規

制
・

誘
導

を

行
っ

て
い

ま
す

。

ま
た

、
重

点
的

に
景

観
形

成
を

図
る

地
域

と
し

て
、

6
つ

の
地

域
を

候
補

と
し

て
あ

げ
て

お
り

、
今

後
、

地
元

と
協

議

し
な

が
ら

景
観

形
成

地
域

へ
の

指
定

を

目
指

し
て

い
き

ま
す

。

【
3つ

の
基

本
目

標
】

●
 豊

か
な

自
然

景
観

を
守

り
、育

て
る

●
 歴

史
と

文
化

の
息

づ
く

景
観

を
伝

え
る

●
 快

適
で

魅
力

的
な

景
観

を
創

造
す

る 写
真

写
真

景
観

形
成

地
域

重
点

的
に

景
観

形
成

を
図

る
必

要
の

あ
る

地
域

馬
木

北
町

景
観

形
成

地
域

馬
木

北
町

景
観

形
成

地
域

馬
木

北
町

景
観

形
成

地
域

宍
道

湖
沿

岸
景

観
形

成
地

域
宍

道
湖

沿
岸

景
観

形
成

地
域

宍
道

湖
沿

岸
景

観
形

成
地

域

島
根

県
立

大
学

出
雲

キ
ャ

ン
パ

ス
景

観
形

成
地

域
島

根
県

立
大

学
出

雲
キ

ャ
ン

パ
ス

景
観

形
成

地
域

島
根

県
立

大
学

出
雲

キ
ャ

ン
パ

ス
景

観
形

成
地

域

島
根
半
島
、日
本
海
沿
岸
地
域

島
根
半
島
、日
本
海
沿
岸
地
域

島
根
半
島
、日
本
海
沿
岸
地
域

出
雲
大
社
周
辺
地
域

出
雲
大
社
周
辺
地
域

出
雲
大
社
周
辺
地
域

キ
ラ
ラ
多
伎
周
辺
地
域

キ
ラ
ラ
多
伎
周
辺
地
域

キ
ラ
ラ
多
伎
周
辺
地
域

リ
バ

ー
サ

イ
ド

タ
ウ

ン
川

西
景

観
形

成
地

域
リ

バ
ー

サ
イ

ド
タ

ウ
ン

川
西

景
観

形
成

地
域

リ
バ

ー
サ

イ
ド

タ
ウ

ン
川

西
景

観
形

成
地

域

神
西

湖
周

辺
景

観
形

成
地

域
神

西
湖

周
辺

景
観

形
成

地
域

神
西

湖
周

辺
景

観
形

成
地

域

立
久
恵
峡
周
辺
地
域

立
久
恵
峡
周
辺
地
域

立
久
恵
峡
周
辺
地
域

須
佐
神
社
周
辺
地
域

須
佐
神
社
周
辺
地
域

須
佐
神
社
周
辺
地
域

木
綿
街
道
周
辺
地
域

木
綿
街
道
周
辺
地
域

木
綿
街
道
周
辺
地
域
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出
雲

市
で

は
、文

化
財

を
幅

広
く

と
ら

え
、景

観

や
自

然
、伝

統
産

業
や

食
文

化
な

ど
を

含
め

、保

存
・

活
用

の
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

❷
 歴

史
文

化
資

源
の

保
存

と
活

用
令

和
３

年
７

月
に

文
化

庁
長

官
の

認
定

を
受

け
た

「
出

雲
市

文
化

財
保

存
活

用
地

域
計

画
」に

基
づ

き
、

文
化

財
の

調
査

や
保

存
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、文

化
財

部
門

と
観

光
部

門
が

連
携

し
、観

光
資

源
と

し

て
の

活
用

を
積

極
的

に
推

進
し

ま
す

。

▶
 旧

大
社

駅
の

保
存・

活
用

駅
舎

と
し

て
全

国
に

３
つ

し
か

な
い

国
の

重
要

文
化

財「
旧

大
社

駅
本

屋
」の

保
存

修
理

工
事

が
令

和
７

年
度

に
完

了
予

定
で

す
。出

雲
大

社
参

詣
の

歴
史

と
当

時
の

鉄
道

文
化

を
体

感
で

き
る

魅
力

あ
る

施
設

展
示

と
、官

民
連

携
し

た
新

た
な

活
用

、街
歩

き
の

拡
大

を
目

指
し

ま
す

。
▶

出
雲

市
の

歴
史

文
化

を
語

る
遺

跡
や

博
物

館
等

の
活

用
促

進
古

代
出

雲
の

繁
栄

を
証

明
す

る
荒

神
谷

遺
跡

や
数

々
の

古
墳

、巨
大

神
殿

で
あ

っ
た

出
雲

大
社

の
遺

構
、古

か
ら

の
歴

史
や

神
話

を
体

感
で

き
る

3つ
の

博
物

館（
※

）、
出

雲
文

化
伝

承
館

や
平

田
本

陣
記

念
館

な
ど

の
文

化
施

設
、ま

た
出

雲
民

藝
館

や
出

雲
キ

ル
ト

美
術

館
な

ど
民

間
施

設
も

含
め

、観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

の
魅

力
向

上
や

PR
を

推
進

し
ま

す
。

※
古

代
出

雲
歴

史
博

物
館

、荒
神

谷
博

物
館

、出
雲

弥
生

の
森

博
物

館

令
和

７
年

の
本

殿
正

遷
座

祭
に

あ
わ

せ
、現

在
、所

蔵
品

の
棟

札
や

古
文

書
の

調
査

を
行

っ
て

い
ま

す
。

―
風

土
記

編
纂

13
00

年
と

出
雲

国
山

陰
道

跡
の

整
備

―
須

佐
神

社
の

御
遷

宮
と

棟
札・

古
文

書
調

査

「
奈

良
時

代
の

ハ
イ

ウ
ェ

イ
」で

あ
る

国
史

跡
 出

雲
国

山
陰

道
跡

。令
和

15
年

の
風

土
記

編
纂

13
00

年
に

向
け

、整
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

―
田

儀
櫻

井
家

た
た

ら
製

鉄
遺

跡
の

整
備

出
雲

弥
生

の
森

博
物

館
を

中
核

と
し

た
事

業
の

一
体

的
推

進
、博

物
館

連
携

等
未

解
明

の
歴

史
文

化
を

明
ら

か
に

す
る

古
文

書
調

査
や

史
跡

等
の

保
存・

整
備

関
連

文
化

財
群（

例
）

江
戸

時
代

の
出

雲
の

一
大

工
業「

た
た

ら
製

鉄
」の

歴
史

を
物

語
る

国
史

跡
。令

和
６

年
４

月
に

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
を

オ
ー

プ
ン

し
ま

し
た

。

出
雲

弥
生

の
森

博
物

館
は

、西
谷

墳
墓

群
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
で

あ
る

と
と

も
に

、出
雲

市
の

文
化

財
行

政
の

拠
点

で
す

。
市

立
荒

神
谷

博
物

館
や

島
根

県
立

古
代

出
雲

歴
史

博
物

館
、雲

南
市

の
加

茂
岩

倉
遺

跡
ガ

イ
ダ

ン
ス

と
の

連
携

を
含

め
、市

立
博

物
館

の
中

核
施

設
と

し
て

役
割

の
強

化
を

図
り

ま
す

。

取
組

紹
介

今
に

息
づ

く
出

雲
神

話
と

風
土

記
の

世
界

～
連
綿
と
歴
史
文
化
を
引
き
継
ぐ
出
雲
～

出
雲

平
野

の
形

成
と

原
始

世
界

の
発

展
　

　
～
国
引
き
神
話
と
符
合
す
る
平
野
の
形
成
と
遺
跡
群
～

古
墳

時
代

の
出

雲
の

勢
力

と
く

ら
し

　
　

　
～
社
会
構
造
と
精
神
世
界
～

治
水

・
開

拓
の

歴
史

と
屋

敷
構

え
　

 　
　

～
水
と
生
き
、農
地
を
開
拓
し
た
先
人
た
ち
～

今
に

息
づ

く
出

雲
神

話
と

風
土

記
の

世
界

～
連
綿
と
歴
史
文
化
を
引
き
継
ぐ
出
雲
～

出
雲

平
野

の
形

成
と

原
始

世
界

の
発

展
　

　
～
国
引
き
神
話
と
符
合
す
る
平
野
の
形
成
と
遺
跡
群
～

古
墳

時
代

の
出

雲
の

勢
力

と
く

ら
し

　
　

　
～
社
会
構
造
と
精
神
世
界
～

治
水

・
開

拓
の

歴
史

と
屋

敷
構

え
　

 　
　

～
水
と
生
き
、農
地
を
開
拓
し
た
先
人
た
ち
～

ま
た

、個
々

の
文

化
財

を
ス

ト
ー

リ
ー

で
つ

な
ぎ

魅
力

を
高

め
る

た
め

、1
1テ

ー
マ

を
設

定
し

、地
域

内

外
へ

の
PR

・
見

学
者

の
増

加
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

写
真
提
供
：
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
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▶
 市

民
も

意
識

し
た

観
光

情
報・

　
 文

化
的

コ
ン

テ
ン

ツ
の

発
信

観
光

情
報

の
発

信
に

当
た

り
、出

雲
の

歴
史

文
化

の
特

別
性

や
地

域
の

価
値

を
再

認
識

で
き

る
よ

う
な

文
化

的
コ

ン
テ

ン
ツ

を
積

極
的

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用
を

は
じ

め
、市

民
に

も
伝

わ
る

情
報

発
信

に
取

り
組

み
ま

す
。

▶
 市

民
が

地
域

を
知

る
機

会
の

充
実・

PR
出

雲
弥

生
の

森
博

物
館

・
荒

神
谷

博
物

館
で

は
、

企
画

展
や

各
種

講
座

の
ほ

か
、コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
等

へ
の

出
前

講
座

や
、商

業
施

設
で

の
出

張
展

示
な

ど
を

積
極

的
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、生
涯

学
習

講
座

に
お

い
て

は「
出

雲
國

講
座

」や
ジ

オ
パ

ー
ク

ツ
ア

ー
な

ど
も

開
催

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、魅
力

的
な

企
画

の
開

催
や

PR
の

強
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、地

域
に

お
け

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

の
取

組
と

の
連

携
も

検
討

し
ま

す
。

 ❸
 市

民
へ

の
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

―
シ

ョ
ン

戦
略

会
議（

地
域

観
光

戦
略

会
議

を
含

む
）に

お
い

て
、地

域
の

歴
史

文
化

を
知

ら
な

い
方

が
増

え
て

い

る
と

の
声

が
あ

り
ま

し
た

。歴
史

文
化

を
継

承
し

出

雲
の

発
展

に
つ

な
げ

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
幅

広
い

方
々

に
出

雲
の

歴
史

文
化

の
特

別
性

や
面

白
さ

・
奥

深
さ

を
伝

え
、関

心
や

誇
り

を
も

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

、各
分

野
と

も
連

携
し

た

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン（
地

域
内

に
向

け
た

広

報
・

啓
発

活
動

）に
取

り
組

み
ま

す
。

SN
Sフ

ォ
ロ

ワ
ー

の
多

く
が

市
民

で
あ

り
、S

N
Sで

の
拡

散
や

口
コ

ミ
を

含
め

、市
民

へ
の

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
効

果
が

非
常

に
大

き
い

こ
と

が
分

か
っ

て
い

ま
す

。

出
雲

市
33

.1
％

出
雲

市
33

.1
％

出
雲

市
33

.1
％

大
阪

市
 3

.5
％

大
阪

市
 3

.5
％

大
阪

市
 3

.5
％

境
港

市
 3

.1
％

境
港

市
 3

.1
％

境
港

市
 3

.1
％

広
島

市
 2

.7
％

広
島

市
 2

.7
％

広
島

市
 2

.7
％

横
浜

市
 1

.7
％

横
浜

市
 1

.7
％

横
浜

市
 1

.7
％

そ
の

他
55

.9
％

そ
の

他
55

.9
％

そ
の

他
55

.9
％

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
Iz

um
o3

65
地

域
別

フ
ォ

ロ
ワ

ー
割

合

デ
ー
タ
：
20
24
年
7月

27
日
～
10
月
24
日

出
雲

國
ジ

オ
パ

ー
ク

体
験

ツ
ア

ー
in

須
佐

～
須

佐
神

社
と

八
雲

風
穴

の
魅

力
と

歴
史

～
出

雲
國

ジ
オ

パ
ー

ク
体

験
ツ

ア
ー

in
立

久
恵

～
お

寺
や

千
体

仏
も

！
見

ど
こ

ろ
い

っ
ぱ

い
～

出
雲

國
講

座
　

魅
力

発
見

ふ
る

さ
と

ウ
オ

ー
ク

～
伊

野
地

区
の

パ
ワ

ー
ス

ポ
ッ

ト
巡

り
～

取
組

紹
介
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▶
 ふ

る
さ

と
出

雲
の

魅
力

を
発

信
す

る
次

世
代

の
育

成
ふ

る
さ

と
出

雲
が

神
話

な
ど

の
魅

力
に

あ
ふ

れ
た

土
地

で
あ

る
こ

と
を

、次
世

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
に

も
知

っ
て

も
ら

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
小

中
学

校
の

希
望

を
踏

ま
え

文
化

財
・

観
光

部
署

等
が

行
う

出
前

授
業

等
に

つ
い

て
、内

容
の

充
実

や
積

極
的

な
提

案
に

取
り

組
む

ほ
か

、小
学

校
社

会
科

等
の

副
読

本
の

中
で

も
歴

史
や

神
話

に
つ

い
て

詳
細

に
紹

介
し

、子
ど

も
た

ち
が

出
雲

の
魅

力
に

気
づ

く
機

会
を

増
や

し
ま

す
。

ま
た

、修
学

旅
行

生
に「

ふ
る

さ
と

観
光

大
使

」
と

し
て

出
雲

を
Ｐ

Ｒ
し

て
も

ら
う

取
組

を
、引

き
続

き
推

進
し

ま
す

。

私
た

ち
の

暮
ら

す
出

雲
の

地
は

、
奈

良
時

代

に
編

ま
れ

た
『

古
事

記
』

や
『

日
本

書
紀

』『
出

雲
国

風
土

記
』

な
ど

の
日

本
神

話
の

主
要

な
舞

台
で

す
。

古
代

か
ら

受
け

継
が

れ
る

豊
か

な
歴

史
と

文
化

に
彩

ら
れ

た
「

神
話

の
聖

地
」

と
い

え
る

で
し

ょ
う

。
ま

た
、

日
々

の
暮

ら
 し

の

中
で

神
仏

を
敬

い
、

感
謝

す
る

場
面

も
多

 く

あ
り

ま
す

。

そ
の

よ
う

な
特

別
な

価
値

を
「

次
世

代
を

生

き
る

子
ど

も
た

ち
に

も
、

ぜ
ひ

知
っ

て
も

ら
い

た
い

」
と

想
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
幾

度
か

市
内

の
小

学
校

で
話

を
す

る
機

会
を

得
ま

し
た

。「
因

幡
の

素
兎

（
し

ろ
う

さ
ぎ

）」
神

話
の

だ
い

こ

く
様

が
出

雲
大

社
の

ご
祭

神
で

あ
る

大
国

主
大

神
で

あ
る

こ
と

や
、

全
国

で
唯

一
の

完
本

で
あ

る
『

出
雲

国
風

土
記

』
に

描
か

れ
る

壮
大

な
「

国

引
き

神
話

」
の

話
に

子
ど

も
た

ち
、

そ
し

て
先

生
方

ま
で

も
目

を
輝

か
せ

て
聞

き
入

っ
て

く
れ

ま
し

た
。

近
頃

は
こ

う
し

た
価

値
を

知
る

機
会

が
減

っ

て
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

、
密

か
に

懸
念

し
て

い
ま

す
。

出
雲

の
持

つ
特

別
性

を
再

認
識

し
、

伝
え

て
い

く
こ

と
が

今
こ

そ
求

め
ら

れ
て

い
る

と
強

く
感

じ
ま

す
。

『
出

雲
国

風
土

記
』の

冒
頭

に
語

ら
れ

る
こ

の
国

引
き

神
話（

場
所

：
道

の
駅

ご
縁

広
場

前
）

マ
ン

ガ
日

が
沈

む
聖

地
出

雲

副
読

本
「

出
雲

－
わ

た
し

た
ち

の
出

雲
市

－
」

（
戦

略
会

議
委

員
　

錦
田

剛
志

氏
寄

稿
）

取
組

紹
介

出
雲

の
特

別
な

価
値「

神
話

」を
語

れ
る

子
ど

も
た

ち
に

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム
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小
泉

八
雲

、出
雲

へ
の

想
い

取
組

紹
介

図
書

館
で

の
テ

ー
マ

展
示

令
和

7
年

度
（

20
25

）
後

期
に

連
続

テ
レ

ビ

小
説

「
ば

け
ば

け
」

の
制

作
が

決
定

し
た

と
報

じ
ら

れ
ま

し
た

。
主

人
公

の
モ

デ
ル

は
ラ

フ
カ

デ
ィ

オ
・

ハ
ー

ン
（

小
泉

八
雲

）
の

妻
、

節
子

さ
ん

で
す

。

八
雲

は
明

治
23

年
（

18
90

）
に

来
日

し
、

松
江

に
も

滞
在

、
出

雲
の

地
を

隈
な

く
見

聞
し

た
と

伝
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
著

書
『

知
ら

れ
ぬ

日
本

の
面

影
』

の
中

で
「

杵
築

～
日

本
最

古
の

神
社

」
を

著
し

、身
の

回
り

の
あ

ら
ゆ

る
景

色
、

事
象

、
会

話
、

人
間

な
ど

に
高

い
関

心
を

寄
せ

、

古
来

の
日

本
と

日
本

人
が

大
切

に
し

て
き

た
感

性
や

美
徳

、
風

土
や

文
化

の
大

切
さ

を
訴

え
ま

し
た

。

出
雲

の
枕

詞
で

あ
る

「
八

雲
」

を
名

乗
っ

た

こ
と

か
ら

も
、

出
雲

へ
の

格
別

の
想

い
を

察
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
令

和
7

年
（

20
25

）
の

テ
レ

ビ
放

送
で

、
八

雲
を

通
し

て
見

た
出

雲
が

全
国

に
流

れ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

今
か

ら
楽

し
み

で
す

ね
。

湖
陵

図
書

館
　

神
在

月
展

示（
令

和
5年

10
月

）

市
内

7
つ

の
図

書
館

で
は

、
郷

土
資

料
の

保

存
と

活
用

を
図

る
た

め
、

出
雲

に
関

す
る

書
籍

を
収

集
し

て
い

ま
す

。
テ

ー
マ

展
示

に
よ

る
書

籍
紹

介
や

、
書

籍
と

関
連

し
た

講
演

会
な

ど
で

、

出
雲

の
歴

史
文

化
や

神
話

な
ど

も
紹

介
し

て
い

ま
す

。
（

戦
略

会
議

委
員

　
錦

田
剛

志
氏

寄
稿

）

写
真

提
供

：
小

泉
八

雲
記

念
館
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①
多

客
日

対
策

強
化

　（
一

畑
電

車
の

臨
時

増
便

、
臨

時
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の

運
行

、
交

通
規

制
、

臨
時

駐
車

場
の

拡
充

）

②
出

雲
大

社
周

辺
の

渋
滞

抑
制

に
向

け
た

総
合

的
な

情
報

サ
イ

ト
の

構
築

、

　
混

雑
予

報
の

新
設

③
交

通
対

策
協

力
金

の
実

証
実

験

④
対

策
結

果
を

踏
ま

え
た

デ
ー

タ
に

基
づ

く
対

策
検

討
モ

デ
ル

の
構

築

❶
 繁

忙
期

の
渋

滞
対

策
の

強
化

令
和

６
年

度
に

実
施

し
た

渋
滞

対
策

の
強

化
・

実

証
事

業
を

踏
ま

え
、実

効
あ

る
対

策
を

検
討

・
推

進
し

ま
す

。具
体

的
に

は
、毎

年
、デ

ー
タ

に
基

づ
く

対
策

計
画

の
策

定
や

混
雑

予
報

に
よ

る
来

訪
時

期
の

分
散

化
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、新
た

な
駐

車
場

の
整

備

や
、交

通
規

制
・

道
路

環
境

に
関

す
る

対
策

等
を

検
討

し
ま

す
。

受
入

基
盤

の
充

実
B

-3
.

❷
 公

共
交

通
等

の
利

便
性

の
向

上
と

活
用

促
進

出
雲

市
内

で
の

交
通（

二
次

交
通

）や
出

雲
ま

で
の

ア
ク

セ
ス（

一
次

交
通

）の
利

便
性

向
上

及
び

利
用

促

進
に

向
け

、庁
内

連
携

し
て

取
り

組
み

ま
す

。

▶
 地

域
公

共
交

通
計

画
の

関
連

施
策

の
推

進
出

雲
市

地
域

公
共

交
通

計
画

に
基

づ
き

、市
内

交
通

手
段

の
利

便
性

の
向

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、観
光

客
利

用
の

促
進

を
図

り
ま

す
。（

60
頁

の
取

組
紹

介
参

照
）

ま
た

、宿
泊

施
設

等
に

お
い

て
観

光
客

の
タ

ク
シ

ー
確

保
が

困
難

で
あ

る
と

の
指

摘
を

踏
ま

え
、

タ
ク

シ
ー

の
不

足
状

況
の

把
握

や
勉

強
会

の
開

催
な

ど
、関

係
者

に
よ

る
検

討
を

開
始

し
ま

す
。

▶
 サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
令

和
６

年
度

に
実

施
し

た
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

の
実

証
実

験
を

踏
ま

え
、既

存
の

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
事

業
と

併
せ

、効
果

的
・

持
続

可
能

な
サ

イ
ク

リ
ン

グ
環

境
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、サ

イ
ク

リ
ン

グ
の

コ
ン

テ
ン

ツ
化

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、自

転
車

活
用

推
進

計
画（

令
和

６
年

度
中

に
策

定
予

定
）に

基
づ

き
、多

伎
地

域
か

ら
稲

佐
の

大
社

周
辺

の
交

通
渋

滞
に

よ
り

、地
域

住
民

の
生

活
へ

の
影

響
、観

光
客

の
周

遊
観

光
の

機
会

低
下

・
満

足
度

の
低

下
が

発
生

し
て

い
ま

す
。

つ
い

て
は

、国
補

助
金「

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

未
然

防
止

・
抑

制
に

よ
る

持
続

可
能

な
観

光
推

進
事

業
」を

活
用

し
て

、将
来

的
な

渋
滞

対
策

の
在

り
方

を
検

討
し

ま
す

。

令
和

６
年

度
の

渋
滞

対
策

強
化

・
実

証
事

業
の

概
要

主
な

実
施

内
容

出
雲

大
社

周
辺

駐
車

場
・

交
通

情
報

ガ
イ

ド

取
組

紹
介
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D
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.ロ
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ド
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ッ
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理

ⅠC
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C
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浜
ま

で
の

海
岸

線
を

生
か

し
た

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
の

整
備

や
、官

民
連

携
し

た
ル

ー
ト

の
魅

力
化

を
推

進
し

ま
す

。

▶
 一

次
交

通
の

維
持・

向
上

出
雲

空
港

は
、現

在
東

京
、大

阪
、福

岡
、隠

岐
、

名
古

屋
、静

岡
へ

の
定

期
路

線
が

就
航

し
て

お
り

、
年

間
10

0万
人

に
迫

る
利

用
者

が
あ

り
ま

す
。引

き
続

き
、通

年
で

の
利

用
促

進
、路

線
の

維
持

・
拡

充
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、令
和

６
年

４
月

に
新

型
車

両
が

導
入

さ
れ

乗
り

心
地

が
向

上
し

た
JR

特
急

や
く

も
号

や
高

速
バ

ス（
深

夜
バ

ス
を

含
む

）な
ど

、交
通

機
関

と
も

連
携

し
て

利
用

促
進

を
図

り
ま

す
。

▶
 一

畑
電

車
の

観
光

資
源

と
し

て
の

活
用

と
利

用
促

進
一

畑
電

車
を

観
光

資
源

と
し

て
活

用
し

て
、観

光
客

の
来

訪
を

促
進

し
ま

す
。

鉄
道

事
業

者
等

と
連

携
し

、パ
タ

ー
ン

ダ
イ

ヤ
で

の
運

行
、多

言
語

化
対

応
の

車
両

の
導

入
に

よ
る

利
用

環
境

の
向

上
、イ

ベ
ン

ト
列

車
な

ど
魅

力
あ

る
車

両
の

運
行

を
実

施
し

ま
す

。

▶
 高

規
格

道
路

の
整

備
促

進
と

活
用

出
雲

市
内

の
山

陰
道

の
全

線
開

通（
令

和
６

年
度

中
予

定
）に

よ
り

、松
江

方
面

か
ら

湖
陵

・
多

伎
地

域
や

佐
田

地
域

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
す

る
こ

と
を

Ｐ
Ｒ

し
、周

遊
促

進
に

生
か

し
ま

す
。ま

た
、

山
陰

道
の

全
線

開
通

や
4車

線
化

を
促

進
を

図
り

ま
す

。
中

海
・

宍
道

湖
圏

域
を

8の
字

で
結

ぶ
高

規
格

道
路

は
、国

内
外

か
ら

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
で

あ
る

米
子

空
港

や
境

港
と

出
雲

と
の

ア
ク

セ
ス

を
大

幅
に

向
上

さ
せ

る
こ

と
か

ら
、圏

域
の

官
民

の
関

係
者

が
一

丸
と

な
っ

て
そ

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

令
和

６
年

度
の

受
入

環
境

整
備

事
業

の
概

要
①

神
門

通
り

の
エ

リ
ア

W
i-F

i導
入

②
空

港
連

絡
バ

ス
の

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
導

入
　（
令
和
7
年
３
月
１
日
供
用
開
始
）

③
出

雲
市

駅
の

案
内

所
の

移
転

・
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

市
に

お
い

て
は

県
・

事
業

者
へ

の
働

き
か

け
と

国
補

助
事

業
申

請
を

実
施

移
転

に
あ

わ
せ

て
、

手
荷

物
預

か
り

も
開

始

東
京

か
ら

出
雲

縁
結

び
空

港
へ

の
フ

ラ
イ

ト

は
約

90
分

。首
都

圏
か

ら
短

時
間

で
移

動
で

き

る
こ

と
も

あ
り

、利
用

が
好

調
で

、繁
忙

期
に

は

予
約

が
取

り
づ

ら
い

と
の

声
が

あ
り

ま
す

。

空
港

か
ら

は
、出

雲
市

駅
や

出
雲

大
社

、松
江

方
面

へ
連

絡
バ

ス
が

運
行

さ
れ

て
お

り
、観

光

客
や

ビ
ジ

ネ
ス

客
に

と
っ

て
は

欠
か

せ
な

い
、

重
要

な
ア

ク
セ

ス
で

す
。

今
後

予
定

さ
れ

て
い

る
運

用
時

間
の

延
長

に

よ
り

、出
張

や
観

光
で

の
滞

在
時

間
を

延
ば

す

こ
と

が
で

き
、更

な
る

利
用

者
増

が
期

待
で

き

ま
す

。

ま
た

、航
空

会
社

で
は

機
材

更
新

に
合

わ
せ

、

燃
費

向
上

に
よ

る
C

O
2 排

出
削

減
や

、機
内

の

快
適

性
、静

か
さ

等
を

求
め

、新
型

機
導

入
を

進

め
る

方
針

が
発

表
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
利

用
者

が
希

望
の

便
に

搭
乗

で
き

る

よ
う

、十
分

な
座

席
数

の
確

保
と

、利
便

性
の

高

い
時

間
帯

の
運

航
に

つ
い

て
、航

空
会

社
に

要

望
す

る
と

と
も

に
、利

用
促

進
の

取
組

を
一

層

強
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

空
の

玄
関

口
「

出
雲

縁
結

び
空

港
」
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市
内

の
交

通
事

業
者

は
、人

口
減

少
等

に
伴

う
公

共
交

通
利

用
者

の
減

少
に

よ
り

、赤
字

を
抱

え
つ

つ

企
業

努
力

等
に

よ
っ

て
経

営
を

継
続

し
て

い
ま

す
。ま

た
、運

転
手

の
高

齢
化

や
労

働
時

間
の

見
直

し
等

に
よ

り
、運

転
手

不
足

が
恒

常
化

し
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

な
か

、使
い

や
す

く
持

続
可

能
な

公
共

交
通

を
実

現
す

る
た

め
、令

和
5年

1月
に「

出
雲

市

地
域

公
共

交
通

計
画

」を
作

成
し

ま
し

た
。

計
画

は
、全

て
の

市
民

や
本

市
へ

の
来

訪
者

を
対

象
と

し
ま

す
が

、特
に

自
家

用
車

を
運

転
し

な
い

高

齢
者

や
若

年
層

、障
が

い
者

、観
光

客
等

の
来

訪
者

の
移

動
手

段
確

保
に

重
点

を
置

き
施

策
が

整
理

さ
れ

て
い

ま
す

。

中
心

市
街

地
形

成
エ

リ
ア

の
利

便
性

向
上

、
交

通
結

節
点

や
主

要
施

設
等

の
待

合
環

境
の

整
備

令
和

６
年

度
に

、中
心

市
街

地
形

成
エ

リ
ア

の
バ

ス
路

線
や

交
通

結
節

点
で

の
利

便
性

向
上

に
向

け
た

利
便

増
進

計
画

を
策

定
し

ま
す

。

わ
か

り
や

す
い

時
刻

表
や

マ
ッ

プ
の

作
成

と
多

言
語

化
令

和
５

年
度

に
、バ

ス
時

刻
表

の
英

語
・

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

版
を

H
Pに

掲
載

し
ま

し
た

。
ま

た
、令

和
6年

度
に

、観
光

客
に

向
け

、主
要

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

特
化

し
た

わ
か

り
や

す
い

マ
ッ

プ
を

作
成

し
ま

し
た

。わ
か

り
や

す
い

時
刻

表
や

路
線

図
に

つ
い

て
は

、利
便

増
進

計
画

に
基

づ
く

路
線

等
の

見
直

し
後

、作
成

を
予

定
し

て
い

ま
す

。

周
遊

マ
ッ

プ（
交

通
ア

ク
セ

ス
）

出
雲

市
地

域
公

共
交

通
計

画（
令

和
5～

9年
度

）の
主

な
関

連
施

策
の

紹
介

取
組

紹
介

❸
 快

適
な

旅
行

環
境

の
整

備
・

　
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
　

ト
イ

レ
環

境
や

手
荷

物
預

か
り

の
充

実
、キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

や
フ

リ
ー

W
i-F

iの
普

及
な

ど
、快

適
に

旅
行

で
き

る
環

境
整

備
を

推
進

し
ま

す
。訪

日
外

国
人

の
ほ

か
外

国
籍

住
民

の
利

用
も

想
定

し
、ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

活
用

や
、各

種
案

内
・

解
説

等
へ

の
英

語
併

記
等

を

推
進

し
ま

す
。

ま
た

、誰
も

が
気

兼
ね

な
く

参
加

で
き

る
旅

を
推

進

す
る「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
」の

考
え

方
に

基
づ

き
、観

光
案

内
所

に
寄

せ
ら

れ
る

声
な

ど
か

ら
、車

い
す

利
用

者
や

乳
幼

児
連

れ
の

方
、訪

日
外

国
人

な
ど

、多
様

な
旅

行
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、接
遇

や
バ

リ
ア

フ

リ
ー

情
報

の
発

信
を

含
め

、ソ
フ

ト
・

ハ
ー

ド
両

面
で

の

お
も

て
な

し
環

境
の

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

❹
 イ

ン
バ

ウ
ン

ド
受

入
れ

に
対

す
る

事
業

者
支

援
令

和
６

年
度

か
ら

、事
業

者
か

ら
の

要
望

を
き

っ

か
け

に
、外

国
の

お
客

様
へ

の
接

遇
方

法
を

紹
介

し
、

外
国

語
対

応
の

不
安

を
解

消
す

る「
お

も
て

な
し

講

座
」を

開
催

し
て

い
ま

す
。今

後
も

、事
業

者
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

受

入
れ

等
に

対
す

る
事

業
者

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

ま
た

、外
国

語
に

よ
る

詳
細

な
問

い
合

わ
せ

に
対

応
で

き
る

人
材

の
確

保
・

育
成

を
推

進
し

ま
す

。
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ロ
ー

カ
ル

ド
ラ

イ
バ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

概
要

公
共

交
通

の
担

い
手

不
足

へ
の

対
応

令
和

６
年

度
か

ら
、交

通
事

業
者

と
連

携
し

て「
ロ

ー
カ

ル
ド

ラ
イ

バ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。運
転

手
確

保
に

向
け

、二
種

免
許

取
得

費
助

成
の

ほ
か

SN
Sを

活
用

し
た

PR
を

強
化

し
て

い
ま

す
。

ス
マ

ホ
ひ

と
つ

で
利

用
で

き
る

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
令

和
５

年
度

に
、市

内
全

て
の

バ
ス

路
線

に
つ

い
て

、標
準

的
な

バ
ス

情
報

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト（

G
TF

S 
－

JP
）に

よ
る

デ
ー

タ
を

作
成

し
、G

oo
gl

eマ
ッ

プ
や

主
な

経
路

検
索

ア
プ

リ
に

お
い

て
、生

活
バ

ス
を

含
め

た
経

路
検

索
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。今
後

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
と

し
て

公
開

し
ま

す
。

公
共

交
通

に
よ

る
お

も
て

な
し

須
佐

神
社

の
令

和
の

ご
遷

宮
に

向
け

、令
和

６
年

８
月

か
ら

一
畑

バ
ス

須
佐

線
の

須
佐

神
社

ま
で

の
延

長
運

行
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、今

後
予

定
さ

れ
て

い
る

出
雲

空
港

の
運

航
時

間
の

延
長

等
に

よ
り

空
港

利
用

者
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、空
港

連
絡

バ
ス

な
ど

二
次

交
通

の
利

便
性

の
確

保
を

検
討

し
ま

す
。

こ
の

ほ
か

、出
雲

大
社

周
辺

の
周

遊
手

段
と

し
て

、グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
実

証
実

験
を

重
ね

て
い

る
ほ

か
、令

和
６

年
度

に
は

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
の

実
証

実
験

を
行

い
ま

し
た

。

運
転

手
と

コ
ラ

ボ
し

た
動

画

出
雲

へ
の

観
光

や
移

住
に

興
味

を
持

つ
方

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
SN

Sに
よ

る
情

報
発

信
・

観
光

地
ド

ラ
イ

バ
ー

の
魅

力
発

信
・

観
光

と
併

せ
た

就
労

体
験

ツ
ア

ー
等

移
住

者
も

視
野

に
ド

ラ
イ

バ
ー

確
保

を
推

進

LI
N

Eオ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

出
雲

大
社

周
辺

エ
リ

ア
を

運
行

す
る

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ
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❺
 宿

泊
機

能
の

強
化

　
宿

泊
客

数
の

増
加

目
標

の
達

成
に

向
け

、宿
泊

施

設
の

稼
働

率
向

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、新
規

立

地
を

引
き

続
き

支
援

し
、宿

泊
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
の

確

保
に

取
り

組
み

ま
す

。既
存

施
設

の
改

修
や

空
き

家

活
用

な
ど

に
つ

い
て

も
、事

業
者

の
相

談
に

応
じ

国

事
業

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

❻
 観

光
危

機
管

理
令

和
６

年
７

月
豪

雨
に

よ
り

発
生

し
た

日
御

碕
地

区
へ

の
県

道
崩

落
時

の
経

験
を

踏
ま

え
、災

害
時

の

旅
行

者
の

安
全

確
保

・
帰

宅
支

援
や

災
害

関
連

情
報

の
旅

行
者

・
事

業
者

へ
の

提
供

に
つ

い
て

、地
域

防
災

観
光

危
機

管
理

の
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
（

自
治

体
・

D
M

O
の

実
施

業
務

例
）

①
情

報
収

集
・

帰
宅

支
援（

翌
７

月
10

日
中

に
希

望
者

全
員

を
移

送
）

　
・
港
湾
業
務
艇（
国
交
省
）に
よ
る
大
社
漁
港
へ
の
移
送（
11
名
）

　
・
徒
歩
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
出
雲
大
社
前
駅
等
へ
の
移
送（
74
名
）

②
レ

ン
タ

カ
ー

や
自

家
用

車
へ

の
対

応
　
・
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
と
の
調
整

　
・
自
家
用
車
引
き
取
り
時
の
支
援（
迂
回
路
が
整
備
さ
れ
た
8月

11
日
～
）

③
営

業
再

開
情

報
等

の
正

確
か

つ
タ

イ
ム

リ
ー

な
発

信
　
・
商
工
・
観
光
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ（
7月

中
旬
～
随
時
）

　
・
SN
S等
に
よ
る
観
光
再
開
や
ア
ク
セ
ス
情
報
の
発
信（
9月

７
日
～
）

④
臨

時
バ

ス
の

運
行（

9月
21

日
～

12
月

27
日

）

⑤
本

格
的

な
復

興
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

　
・
11
月
～
3月

の
日
御
碕
応
援
ク
ー
ポ
ン（
島
根
県
）

　
・
冬
季
を
含
む
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
市
）

参
考

：
観

光
庁

・
国

連
世

界
観

光
機

関
駐

日
事

務
所

「
自

治
体

・
観

光
関

連
事

業
者

等
に

お
け

る
観

光
危

機
管

理
推

進
の

た
め

の
手

引
書

」（
R3

.6
）

危
機
の
段
階

危
機
発
生
時

危
機
直
後

（
初
動
期
）

復
旧
期

観
光
復
興
期

平
常
時

旅
行

者
・

観
光

客
の

安
全

・
安

心

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
策
定
、教
育
訓
練
、関
係
機
関
や
事
業
者
と
の
連
携
等

避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、
救
護

災
害
・
交
通
等
の
情
報
提
供

食
料
、
通
信
環
境
等
の
提
供

帰
宅
・
帰
国
支
援

被
害
・
影
響
の
把
握

営
業
継
続
情
報
の
収
集
と
情
報
発
信

復
興
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画

復
旧
状
況
の
情
報
発
信

復
興
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

地
域

・
事

業
者

の
事

業
継

続

計
画

等
に

お
け

る
記

載
の

充
実

を
は

じ
め

、庁
内

連

携
し

、平
常

時
の

備
え

の
強

化
を

検
討

し
ま

す
。

災
害

関
連

情
報

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
多

言
語

化

を
進

め
る

と
と

も
に

、で
き

る
限

り
早

期
か

つ
詳

細

な
情

報
提

供
に

取
り

組
み

ま
す

。ま
た

、施
設

内
等

の

旅
行

者
へ

の
対

応
を

担
う

事
業

者
へ

の
情

報
取

得

ツ
ー

ル
の

周
知

等
、地

域
全

体
で

の
対

応
力

の
向

上

を
推

進
し

ま
す

。

※
い

ず
れ

の
段

階
に

お
い

て
も

、
事

業
者

と
の

連
携

・
協

力
が

必
要

に
な

る

令
和

６
年

７
月

９
日

の
豪

雨
に

よ
り

、日
御

碕

地
区

へ
の

唯
一

の
県

道
が

崩
落

し
、同

日
20

時
か

ら
車

両
は

全
面

通
行

止
め

と
な

り
ま

し
た

。地
区

に
は

54
8名

の
住

民
の

ほ
か

、外
国

人
13

名
を

含
む

観
光

客
65

名
、ホ

テ
ル

ス
タ

ッ
フ

21
名

が
い

ら
っ

し
ゃ

り
、関

係
者

の
多

大
な

る
ご

協
力

の
下

、早
期

帰
宅

か
ら

復
興

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ま

で
の

一
連

の

対
応

を
実

施
し

ま
し

た
。

本
迂
回
路
区
間
を
は
じ
め
、
観
光
客
や
観
光
施
設
に
大
き
な
影
響
を
生
じ
る
通
行
止

め
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
早
期
の
情
報
提
供
の
取
組
が
必
要
で
す
。

日
御
碕
復
興
大
作
戦

日
御

碕
対

応
事

例

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

令
和

６
年

 

対
応

経
緯
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❶
 移

住
定

住
の

促
進

観
光

客
や

出
雲

フ
ァ

ン
の

方
々

が
出

雲
へ

の
移

住

に
も

関
心

を
持

つ
き

っ
か

け
を

つ
く

る
た

め
、観

光
客

と
の

接
点

を
移

住
Ｐ

Ｒ
に

効
果

的
に

活
用

し
ま

す
。

▶
 観

光・
移

住
公

式
LI

N
Eの

開
設

令
和

6年
10

月
に

、移
住

相
談

の
公

式
LI

N
Eを

、
「

観
光

・
移

住
公

式
LI

N
E（

出
雲

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

）」
と

し
て

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
ま

し
た

。観
光

客
や

出
雲

フ
ァ

ン
と

い
う

幅
広

い
層

の
中

か
ら

、移
住

関
心

者
を

創
出

で
き

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

▶
 観

光
フ

ェ
ア

等
で

の
移

住
PR

令
和

６
年

９
月

に
東

京
で

の
出

雲
観

光
物

産
展

に
お

い
て

移
住

PR
を

併
せ

て
実

施
し

ま
し

た
。日

比
谷

し
ま

ね
館

な
ど

の
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
と

の
連

携
な

ど
、観

光
客

・
出

雲
フ

ァ
ン

と
の

交
流

促
進

・
現

地
PR

に
取

り
組

み
ま

す
。

❷
 特

産
品

の
販

路
拡

大
加

工
品

や
農

産
物

な
ど

の
販

路
拡

大
に

つ
い

て
、

観
光

客
や

出
雲

フ
ァ

ン
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

や
販

売
ル

ー
ト

を
活

用
し

た
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

▶
 出

雲
フ

ァ
ン

に
よ

る
旅

マ
エ・

旅
ア

ト
消

費
の

推
進

ミ
ラ

イ
ビ

ジ
ネ

ス
い

ず
も

と
連

携
し

、出
雲

推
奨

商
品「

お
い

し
い

出
雲

」の
県

外
フ

ェ
ア

等
の

実
施

情
報

を
出

雲
フ

ァ
ン

に
情

報
発

信
し

、集
客

を
促

進
し

ま
す

。フ
ェ

ア
等

で
観

光
PR

も
行

う
な

ど
、

観
光

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
力

を
生

か
し

た
食

の
販

路
拡

大
に

取
り

組
み

ま
す

。

▶
 地

域
O

TA
（

旅
行

商
品

等
販

売
サ

イ
ト

）に
お

け
る

　
 特

産
品

販
売

の
検

討
令

和
６

年
度

に
導

入
し

た
地

域
O

TA
（

旅
行

商
品

等
販

売
サ

イ
ト

）（
42

頁
参

照
）を

効
果

的
に

活
用

し
、「

お
い

し
い

出
雲

」な
ど

の
特

産
品

販
売

の
実

施
に

向
け

て
関

係
団

体
と

検
討

を
行

い
ま

す
。

▶
 ト

キ
を

生
か

し
た

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
推

進
等

出
雲

市
で

は
令

和
９

年
度

に
ト

キ
の

放
鳥

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

併
せ

、近
年

需
要

が
高

ま
っ

て
い

る
有

機
農

産
物

を
念

頭
に

、ト
キ

を
育

む
自

然
環

境
を

生
か

し
た

ブ
ラ

ン
ド

化
を

検
討

し
て

い
ま

す
。放

鳥
の

あ
か

つ
き

に
は

、ト
キ

を
育

む
出

雲
の

豊
か

な
自

然
に

つ
い

て
、観

光
客

へ
の

Ｐ
Ｒ

を
強

化
す

る
な

ど
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、関

連
す

る
商

品
造

成
や

販
売

を
検

討
し

ま
す

。

観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

B
-4

.

令
和

６
年

に
民

間
事

業
者

が
オ

ー
プ

ン
し

た
山

陰
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
（

商
業

施
設「

Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｔ

Ｅ
大

阪
」内

）

「
デ

ィ
ー

プ
な

い
ず

も
」タ

ブ
で

は
移

住
や

仕
事

情
報

も
提

供
し

て
い

ま
す
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斐
川

町
/五

右
衛

門
川

の
桜

並
木

斐
川

平
野

を
流

れ
る

五
右

衛
門

川
は

、約
2k

m
に

わ
た

る
桜

並
木

が
あ

り
、お

花
見

を
し

な
が

ら
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
が

楽
し

め
ま

す
。

ph
ot

o ：
聞
き
書
き

IZ
U

M
O

36
5



65

出
雲

の
特

別
性

や
多

様
な

魅
力

の
認

知
向

上
に

取
り

組

む
とと

も
に

、個
人

客
や

リピ
ー

タ
―

確
保

、オ
フ

シ
ー

ズ
ン

対

策
に

向
け

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
を

強
化

しま
す

。

新
市

場
の

創
出

に
向

け
、広

域
の

取
組

を
生

か
し

た
イン

バ
ウ

ンド
誘

客
や

、多
面

的
な

誘
客

促
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

【
 主

要
施

策
 】

｜
C

-1
.｜

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

｜
C

-2
.｜

個
人

客
・

リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

｜
C

-3
.｜

新
市

場
の

創
出

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、

多
面

的
な

誘
客

促
進

）

p.
66

p.
67

p.
69

誘
客

・
フ

ァ
ン

拡
大

戦
略

C戦
略
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❶
 出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

・
　

 歴
史

文
化

的
意

義
の

発
信

神
々

の
国

、は
じ

ま
り

の
地

な
ど

、日
本

に
お

け
る

出
雲

の
特

別
性

を
伝

え
る

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

行

い
、総

合
的

な
イ

メ
ー

ジ
・

出
雲

プ
ラ

イ
ド（

ア
イ

デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
）を

継
続

的
に

発
信

し
ま

す
。

❷
 多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
に

よ
る

　
 各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

首
都

圏
に

お
け

る
出

雲
大

社
の

認
知

度
は

約
７

割

（
※

）で
あ

り
、他

の
観

光
資

源
の

認
知

度
は

大
幅

に

低
い

と
考

え
ら

れ
ま

す
。ま

た
神

社
や

神
話

な
ど

に

関
心

の
高

い
旅

行
者

の
認

知
度

は
高

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

が
、そ

れ
以

外
の

ニ
ー

ズ
を

持
つ

旅
行

者
に

は

認
知

さ
れ

て
い

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。 

認
知

は
来

訪
の

大
前

提
で

あ
り

、出
雲

を
ま

だ
知

ら
な

い
方

に
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、Ｈ

Ｐ
な

ど

の
自

社
メ

デ
ィ

ア
だ

け
で

な
く

、マ
ス

メ
デ

ィ
ア

や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

含
む

各
種

メ
デ

ィ
 ア

を
効

果
的

に
活

用

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。ま

た
、各

エ
リ

ア
の

多
様

な

魅
力

に
気

づ
い

て
も

ら
え

る
よ

う
、露

出
増

大
に

取

り
組

み
ま

す
。

▶
 マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

へ
の

広
報

活
動

や
連

携
強

化
テ

レ
ビ

・
雑

誌
・

新
聞

等
の

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

や
、

航
空

会
社

・
鉄

道
・

バ
ス

等
の

交
通

機
関

に
対

し
、

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
な

ど
の

広
報

活
動

や
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
、パ

ブ
リ

シ
テ

ィ（
有

料
の

広
告

で
は

な
い

取
材

記
事

）の
獲

得
に

取
り

組
み

ま
す

。ま
た

イ
ベ

ン
ト

や
ツ

ア
ー

な
ど

を
連

携
し

て
企

画
す

る
こ

と
で

、メ
デ

ィ
ア

等
の

発
信

力
を

効
果

的
に

活
用

し
ま

す
。

▶
 S

N
Sの

効
果

的
な

活
用

SN
Sの

利
用

者
数

は
各

世
代

で
相

当
数

と
な

っ
て

お
り

、認
知

向
上

に
不

可
欠

な
メ

デ
ィ

ア
と

い
え

ま
す

。S
N

S特
有

の
上

位
表

示
さ

れ
る

仕
組

み
の

理
解

、ユ
ー

ザ
ー

に
シ

ェ
ア

を
促

す
企

画
の

実
施

、上
質

な
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

な
ど

、S
N

Sの
特

徴
を

踏
ま

え
た

効
果

的
な

活
用

に
取

り
組

み
ま

す
。

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

顧
客

の
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

と
の

出
会

い
、

購
入

か
ら

そ
の

後
の

継
続

利
用

に

至
る

ま
で

の
道

筋
の

こ
と

を
カ

ス
タ

マ
ー

ジ
ャ

ー
ニ

ー
と

言
い

ま
す

。

こ
の

道
筋

の
な

か
で

、様
々

な
メ

デ
ィ

ア
を

通
じ

て
接

触
す

る
こ

と
で

、
顧

客

の
取

り
込

み
、

フ
ァ

ン
化

を
図

り
ま

す
。

出
典

：
総

務
省

情
報

通
信

政
策

研
究

所
「

令
和

５
年

度
情

報
通

信
メ

デ
ィ

ア
の

利
用

時
間

と
情

報
行

動
に

関
す

る
調

査
報

告
」（

R6
.6

） 

※
出

典
：

島
根

県
「

し
ま

ね
の

観
光

認
知

度
調

査
」（

R5
）

Ea
rn

ed
 M

ed
ia

ア
ー

ン
ド

メ
デ

ィ
ア

・
無

料
記

事

（
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

へ
の

  広
報

活
動

に
よ

る
  取

材
記

事
等

の
獲

得
）

ア へ
の

Sh
ar

ed
 M

ed
ia

シ
ェ

ア
ド

メ
デ

ィ
ア

・
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

  情
報

発
信

や
拡

散
（

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、口

コ
ミ

）

ア

（
マ

Pa
ie

d 
M

ed
ia

ペ
イ

ド
メ

デ
ィ

ア

・
有

料
広

告

（
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
や

  W
EB

・
SN

Sへ
の

  広
告

掲
載

）

拡
 散

来
 訪

予
 約

検
 討

認
 知

Ow
ne

d 
M

ed
ia

オ
ウ

ン
ド

メ
デ

ィ
ア

・
自

社
が

運
営

す
る

  メ
デ

ィ
ア

（
HP

、S
NS

、パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
 イ

ベ
ン

ト
等

）

カ
ス

タ
マ

ー
ジ

ャ
ー

ニ
ー

10
～

60
代

の
主

な
SN

S利
用

率

LI
N

E
Yo

uT
ub

e
In

st
ag

ra
m

X（
旧

Tw
itt

er
）

Fa
ce

bo
ok

94
.9

％

Ｎ
=

1,
50

0

49
.0

％
30

.7
％

56
.1

％
87

.8
％

0
20

40
60

80
10

0

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

C
-1

.

カ
ス

タ
マ

ー
ジ

ャ
ー

ニ
ー

と
各

種
メ

デ
ィア
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1
.将

来
像

と
数

値
目

標
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来

像
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実
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戦
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A
戦
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B
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C
戦
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D

3
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プ
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理

ⅠC
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pt
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C
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er

C
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C
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▶
 オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
や

公
式

LIN
Eへ

の
登

録
促

進
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト「
み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
」（

52
頁

参
照

）や
観

光
・

移
住

公
式

LI
N

E（
63

頁
参

照
）で

は
、登

録
者

に
対

し
プ

ッ
シ

ュ
型

で
情

報
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。こ
れ

ら
へ

の
登

録
を

促
進

し
、出

雲
フ

ァ
ン

の
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

広
げ

ま
す

。

▶
 キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

デ
ジ

タ
ル

化
紙

媒
体

で
実

施
し

て
い

た
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ア
ン

ケ
ー

ト
等

を
デ

ジ
タ

ル
化

す
る

こ
と

で
、希

望
者

に
継

続
的

に
情

報
発

信
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。観
光

・
移

住
公

式
LI

N
Eの

機
能

と
し

て
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

機
能

を
新

設
し

た
ほ

か
、令

和
７

年
２

月
に

導
入

し
た

出
雲

市
版

デ
ジ

タ
ル

地
域

通
貨

「
い

ず
も

縁
結

び
PA

Y」
の

活
用

も
検

討
し

ま
す

。

各
地

域
に

お
い

て
、観

光
業

の
生

産
性

向
上

や
安

定
雇

用
等

を
図

る
た

め
に

は
、国

内
旅

行
の

９
割

を

占
め

る
個

人
客

の
リ

ピ
ー

タ
―

を
獲

得
し

、周
遊

滞

在
型

・
通

年
型

観
光

を
実

現
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

IT
技

術
・

デ
ー

タ
を

活
用

し

た
顧

客
獲

得
活

動（
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

）や

リ
ピ

ー
タ

―
対

策
・

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

対
策

を
強

化
し

ま
す

。

❶
 デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
強

化
観

光
H

P等
の

ア
ク

セ
ス

解
析

の
ほ

か
、地

域
O

T
A

（
42

頁
参

照
）に

よ
る

旅
行

商
品

の
予

約
や

宿
泊

者

デ
ー

タ
等

の
分

析
に

よ
り

、顧
客

動
向

の
変

化
を

即

時
に

と
ら

え
、タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

と
と

も
に

、実
施

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

検
証

を
行

い
、改

善
し

な
が

ら

PD
C

A
を

回
す

こ
と

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、デ
ー

タ
分

析
に

よ
り

得
ら

れ
た

顧
客

動
向

等
に

つ
い

て
は

、プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
だ

け
で

な
く

商

品
造

成
に

も
反

映
し

て
い

き
ま

す
。特

に
課

題
で

あ

る
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
や

平
日

、各
エ

リ
ア

へ
の

誘
客

に

向
け

て
は

、 
顧

客
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

商
品

造
成

と
併

せ
て

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

す
。 

な
お

、海
外

向
け

に
は

平
成

29
年

度
か

ら
、国

内
向

け
に

は
令

和
元

年
度

か
ら

実
施

し
て

い
る

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ（
出

雲
市

が
毎

年
事

業
者

を
公

募

し
W

E
B

広
告

等
を

実
施

）に
つ

い
て

は
、地

域
に

お

け
る

ノ
ウ

ハ
ウ

の
取

得
や

各
種

施
策

と
の

連
携

の
観

点
か

ら
、今

後
の

実
施

主
体

を
検

討
し

ま
す

。

❷
 出

雲
フ

ァ
ン

と
つ

な
が

る
情

報
発

信・
デ

ジ
タ

ル
化

出
雲

を
気

に
入

っ
て

く
れ

た
方

が
、継

続
的

に
旬

の
情

報
を

得
ら

れ
る

ツ
ー

ル
や

、地
域

か
ら

ダ
イ

レ

ク
ト

に
情

報
を

届
け

ら
れ

る
ツ

ー
ル

を
導

入
・

活
用

し
、リ

ピ
ー

タ
ー

や
関

係
人

口
増

加
に

つ
な

げ
ま

す
。

▶
 「

36
5日

楽
し

め
る

出
雲

」の
情

報
発

信
令

和
５

年
度

か
ら

、１
年

を
通

し
て

旬
の

地
域

情
報

を
発

信
す

る
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム「

Iz
um

o3
65

」
を

開
設

し
て

お
り

、令
和

６
年

度
か

ら「
聞

き
書

き
Iz

um
o3

65
」と

し
て

w
eb

記
事

の
配

信
も

行
っ

て
い

ま
す（

49
頁

参
照

）。

個
人

客
・

リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

C
-2

.



事
例

紹
介

68

地
域

一
体

と
な

っ
た

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
（

一
社

）下
呂

温
泉

観
光

協
会【

先
駆

的
D

M
O（

観
光

庁
）】

下
呂

温
泉

観
光

協
会

で
は

、毎
月

、地
域

全
体

の
会

議
に

お
い

て
デ

ー
タ

の
分

析
結

果
等

を
共

有
し

、市

場
動

向
の

チ
ェ

ッ
ク

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
検

証
を

行
う

な
ど

、P
D

C
A

に
よ

る
最

適
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、下
呂

市
全

体
に

観
光

の
力

を
浸

透
さ

せ
る

た
め

、市
民

参
加

型
で

観
光

資
源

を
堀

り
起

こ
す「

宝
探

し
事

業
」な

ど
に

よ

り
多

数
の

体
験

商
品

を
造

成
し

て
お

り
、令

和
４

年
度

、体
験

・

エ
コ

ツ
ア

ー
の

売
り

上
げ

は
約

4,
30

0万
円

と
な

っ
て

い
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

よ
る

PD
C

A
サ

イ
ク

ル
と

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン

Pl
an

デ
ー

タ
収

集
・

分
析

、
プ

ロ
モ

―
シ

ョ
ン

戦
略

下
呂

温
泉

全
宿

泊
施

設
に

お
け

る
宿

泊
調

査
、

宿
泊

客
デ

ー
タ

、
W

EB
上

で
の

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
デ

ー
タ

、
C

RM
ア

プ
リ

な
ど

を
分

析
分

析
結

果
を

毎
月

の
地

域
全

体
で

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
会

議
で

共
有

し
、

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン
戦

略
を

策
定

D
o

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン
実

施
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
人

的
販

売
、

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

、
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

等
の

広
告

宣
伝

、
ア

ク
セ

ス
解

析
に

基
づ

い
た

W
EB

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン
等

を
実

施
。

的
確

な
プ

ロ
モ

―
シ

ョ
ン

に
よ

っ
て

、
滞

在
時

間
の

延
長

、
顧

客
満

足
度

向
上

、
旅

行
消

費
額

増
加

に
つ

な
げ

て
い

る
。

C
he
ck

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン
検

証
誘

客
対

象
と

チ
ャ

ネ
ル

を
、

毎
月

の
会

議
で

デ
ー

タ
に

基
づ

き
判

断
。

ア
ク

セ
ス

解
析

な
ど

に
よ

る
検

証
を

実
施

。
D

M
O

の
KP

Iや
地

域
で

重
視

す
る

数
値

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
速

や
か

に
異

常
に

気
付

く
。

D
M

O
と

参
画

す
る

す
べ

て
の

宿
泊

施
設

が
、「

日
」

単
位

で
宿

泊
者

数
の

動
向

を
把

握
で

き
、

い
ち

早
く

地
域

ニ
ー

ズ
や

観
光

市
場

を
と

ら
え

る
基

盤
が

で
き

た
。

A
ct

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン
改

善
分

析
結

果
は

地
域

内
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

施
策

、
戦

略
を

検
討

す
る

会
議

体
を

月
次

で
実

施
し

、
速

や
か

に
決

定
し

実
行

す
る

。
こ

う
し

た
取

組
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
の

令
和

2
年

3
月

に
お

い
て

も
、

全
国

の
観

光
地

が
大

幅
な

客
数

減
に

見
舞

わ
れ

る
中

、
下

呂
市

で
は

客
数

3
割

減
に

と
ど

め
た

。

PD
C
A
サ
イ
ク
ル
は

高
速
で
回
す

PD
C
A
サ
イ
ク
ル
は

高
速
で
回
す

PD
C
A
サ
イ
ク
ル
は

高
速
で
回
す

人
　

　
口（

R6
.1

0.
1）

：
29

,2
02

人
下

呂
温

泉
宿

泊
客

延
べ

数（
R5

年
度

）：
約

96
万

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

う
ち

外
国

人
89

,0
25

人
）

岐
阜

県
下

呂
市

❸
 オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
等

に
資

す
る

　
 民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
や

夜
の

魅
力

化
に

向
け

、「
出

雲
ウ

ィ
ー

ク
」イ

ベ
ン

ト（
※

）を
は

じ
め

、事
業

者
・

団
体

が
開

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
・

企
画

等
の

充
実

・
魅

力

化
を

推
進

し
、市

や
観

光
協

会
の

情
報

発
信

ル
ー

ト

を
活

用
し

、集
客

を
支

援
し

ま
す

。

ま
た

、出
雲

の
認

知
向

上
や

新
た

な
客

層
の

獲
得

に
向

け
、

島
根

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

等
と

連
携

し
、出

雲
の

魅
力

を

発
信

す
る

ア
ニ

メ
や

映
画

等
の

関
連

企
画

を
推

進
し

ま
す

。

※
出

雲
の

日
実

行
委

員
会

は
１

月
２

６
日

を
「

出
雲

の
日

」
と

し
、

　
令

和
2

年
か

ら
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

ア
ニ

メ
映

画「
神

在
月

の
こ

ど
も

」の
タ

イ
ア

ッ
プ

企
画（

令
和

6年
度

）



資 料 編Ⅱ ⅢⅠ

1
.将

来
像

と
数

値
目

標
2

.将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

戦
略

A
戦

略
B

戦
略

C
戦

略
D

3
.ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅲ 目 指 す 将 来 像 と 戦 略C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er
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ラ
ン

ス
を

最
重

点
に

、米
国

・
英

国
へ

の
取

組
も

併
せ

て

行
い

ま
す

。ま
た

、県
と

連
携

し
て

国
際

定
期

便
の

就
航

を
目

指
す

ベ
ト

ナ
ム

に
つ

い
て

、人
材

、産
業

面
の

交
流

拡
大

も
期

待
し

重
点

的
に

取
り

組
む

ほ
か

、タ
イ

に
つ

い
て

も
取

り
組

み
ま

す
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

応
じ

た
誘

客
戦

略
に

つ
い

て
は

、ね

ら
う

旅
行

者
像

を
明

確
化

し
、観

光
庁

と
日

本
政

府
観

光
局

が
定

め
た

国
別

戦
略（

70
頁

参
照

）も
参

考
に

、効

果
的

な
取

組
を

進
め

ま
す

。

▶
 フ

ラ
ン

ス
市

場
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

事
業

　（
フ

ラ
ン

ス
か

ら
の

誘
客

の
戦

略・
仕

組
み

づ
く

り
）

令
和

５
年

度
か

ら
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
市

場
に

精
通

し
た

事
業

者
と

連
携

し
、フ

ラ
ン

ス
に

現
地

事
務

所
を

置
き

、メ
デ

ィ
ア

や
旅

行
会

社
へ

の
広

報
活

動
を

開
始

し
ま

し
た

。4
0社

以
上

と
の

関
係

を
構

築
し

、多
数

の
記

事
掲

載（
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
）を

獲
得

し
て

い
ま

す
。ま

た
PR

と
同

時
に

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、フ

ラ
ン

ス
市

場
に

対
し

て
の

強
み

の
特

定
や

タ
ー

ゲ
ッ

ト
設

定
を

行
い

ま
し

た
。

今
後

、関
心

を
高

め
た

メ
デ

ィ
ア

等
を

本
市

に
招

き
、実

際
に

魅
力

を
体

感
し

て
頂

く
フ

ァ
ム

ツ
ア

ー
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

が
ポ

イ
ン

ト
と

な
っ

て
い

ま
す

。

長
期

的
に

は
国

内
市

場
の

縮
小

が
見

込
ま

れ
る

中
、新

た
な

市
場

の
一

つ
と

し
て

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に

も
取

り
組

み
ま

す
。海

外
と

の
交

通
ア

ク
セ

ス
の

状

況
か

ら
急

増
は

想
定

し
に

く
い

こ
と

も
踏

ま
え

、量

よ
り

質
を

重
視

し
、地

域
に

と
っ

て
良

い
形

で
誘

客

で
き

る
よ

う
、タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
化

し
広

域
の

取

組
を

生
か

し
な

が
ら

着
実

か
つ

効
率

的
に

取
り

組
み

ま
す

。

こ
の

ほ
か

、団
体

客
へ

の
多

様
な

プ
ラ

ン
販

売
や

多
様

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
促

進
、Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
等

の
誘

致

な
ど

、市
場

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
強

み
・

弱
み

を
踏

ま
え

て
戦

略
的

に
取

り
組

み
ま

す
。

1）
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
❶

 タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

特
定

と
　

 タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

応
じ

た
誘

客
戦

略
の

実
施

地
方

へ
の

関
心

が
高

ま
る

訪
日

リ
ピ

ー
タ

ー
の

誘
客

を
目

指
し

、国
・

地
域

に
よ

り
異

な
る

市
場

環
境

や
、出

雲
と

の
親

和
性

、県
と

の
連

携
や

役
割

分
担

を
考

え
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
国

・
地

域
を

明
確

化
し

取
り

組
み

ま
す

。

訪
日

リ
ピ

ー
タ

ー
が

多
い

東
ア

ジ
ア

に
つ

い
て

は
、

県
内

宿
泊

客
数

が
最

も
多

い
台

湾
を

最
重

点
に

、香
港

・

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

へ
の

取
組

も
併

せ
て

行
い

ま
す

。

訪
日

リ
ピ

ー
タ

ー
が

増
え

つ
つ

あ
る

欧
米

や
東

南
ア

ジ
ア（

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

を
除

く
）に

つ
い

て
は

、歴
史

文

化
に

関
心

が
高

く
欧

米
の

旅
行

者
に

影
響

力
の

あ
る

フ

令
和

６
年

度
の

島
根

県
、

出
雲

市
の

重
点

取
組

国
・

地
域

台
湾

香
港

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

韓
国

ベ
ト

ナ
ム

タ
イ

ア
メ

リ
カ

フ
ラ

ン
ス

イ
ギ

リ
ス

中
国

R5
出

雲
市

宿
泊

者
延

べ
数

1,
17

7
56

7
33

0
24

8
42

3
14

8
50

5
13

8
92

1,
56

8

R5
島

根
県

宿
泊

者
延

べ
数

13
,4

34
4,

88
5

1,
33

5
5,

71
3

1,
53

4
90

5
5,

56
6

4,
37

3
1,

34
1

7,
70

8

中
国

地
方

定
期

空
路

広
島

・
岡

山
米

子
-

米
子

・
広

島
・

岡
山

広
島

-
-

-
-

広
島

・
岡

山

出
雲

市
重

点
取

組
◎

〇
〇

◎
〇

〇
◎

〇

島
根

県
重

点
取

組
※

現
地

事
務

所
活

動
強

化
〇

※
〇

〇
※

〇
〇

市
場

成
熟

度
中

中
高

（
訪

日
リ

ピ
ー

タ
ー

層
が

多
い

）
中

～
低

や
や

低

〇
東

南
ア

ジ
ア

（
タ

イ
、

ベ
ト

ナ
ム

等
）

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

誘
客

手
法

個
人

・
団

体
と

も
に

需
要

あ
り

。
県

は
現

地
事

務
所

を
置

き
団

体
客

向
け

セ
ー

ル
ス

、
市

は
個

人
客

向
け

の
発

信
に

注
力

ビ
ザ

が
必

要
の

た
め

団
体

客
ツ

ア
ー

が
基

本
と

な
る

。
県

・
市

連
携

し
て

旅
行

会
社

セ
ー

ル
ス

等
実

施

圏
域

で
認

知
向

上
や

誘
致

策
を

強
化

。
市

で
は

高
付

加
価

値
旅

行
を

含
む

セ
ミ

オ
ー

ダ
ー

ツ
ア

ー
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

現
地

事
務

所
設

置

新
市

場
の

創
出

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、多

面
的

な
誘

客
促

進
）

C
-3

.



ア
ウト

バ
ウ

ン
ド

促
進

「
は

じ
め

て
の

海
外

旅
行

へ
」

取
組

紹
介

70

旅
行

博
や

海
外

商
談

会
等

に
個

々
の

事
業

者

が
毎

回
参

加
す

る
の

は
負

担
が

大
き

い
と

の
声

が
あ

り
ま

し
た

。そ
の

解
決

策
と

し
て

は
、イ

ン

バ
ウ

ン
ド

の
ツ

ア
ー

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

等
が

海
外

で
の

商
談

を
担

い
、事

業
者

は
フ

ァ
ム

ツ
ア

ー
の

受
入

れ
コ

ス
ト

を
負

担
す

る
と

い
う

仕
組

み
が

一
般

的
で

あ
り

、役
割

分
担

の
仕

組
み

の
実

現
も

今
後

の
課

題
で

す
。

航
空

路
線

の
充

実
に

向
け

て
は

、双
方

向
の

交

流
が

拡
大

し
、路

線
が

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

不
可

欠
で

す
。島

根
県

は
、観

光
な

ど
様

々
な

分
野

で

の
海

外
と

の
交

流
を

促
進

し
、出

雲
縁

結
び

空
港

へ
の

国
際

線
就

航
を

目
指

し
て

お
り

、今
般

、パ

ス
ポ

ー
ト

等
の

手
続

き
紹

介
動

画
な

ど
海

外
旅

行
機

運
を

高
め

る
取

組
を

開
始

し
ま

し
た

。市
も

連
携

し
て

取
組

の
拡

大
を

図
り

ま
す

。

観
光

庁
・

日
本

政
府

観
光

局（
JN

T
O

）で
は

、国
・

地
域

別
の「

訪
日

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
」を

策

定
し

て
い

ま
す

。戦
略

で
は

、訪
日

経
験

者
数（

市
場

成
熟

度
）に

あ
わ

せ
た

地
方

誘
客

の
方

針
や

、国
・

地
域

別
に

具
体

的
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
や

効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
方

法
を

定
め

て
い

ま
す

。

シ
ョー
ト

ホ
ー
ル
・

ミ
ド
ル

ホ
ー
ル

ロ
ン
グ

ホ
ー
ル

訪
⽇
経
験
者
が
多
い

成
熟
度

⾼
①

東
ア
ジ
ア
（
中
国
以
外
）

東
南
ア
ジ
ア
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
•
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
更
な
る
取
組
・航
空
会
社
と
の
連
携
強
化
に

よ
る
地
⽅
誘
客
、消

費
額
拡
⼤

未
訪
⽇
・訪
⽇
経
験

者
が
混
在

成
熟
度

中
②

東
ア
ジ
ア
（
中
国
）

•
沿
岸
部
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
取
込
み
、内

陸
部
の
新
規
訪
⽇
層
の

開
拓
と地

⽅
誘
客
の
促
進

•
⾼
所
得
者
層
の
誘
客
強
化
に
よ
る
消
費
額
拡
⼤

未
訪
⽇
者
が
多
い

成
熟
度

中
〜
低

③
東
南
ア
ジ
ア

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
）

•
リ
ピ
ー
タ
ー
・新
規
訪
⽇
層
の
両
⽅
を
視
野
に
⼊
れ
た
幅
広
い

誘
客
の
展
開
と
地
⽅
誘
客
の
促
進

•
訴
求
⼒
の
⾼
い
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
に
よ
る
新
規
訪
⽇
層
の
開
拓

未
訪
⽇
・訪
⽇
経
験

者
が
混
在

成
熟
度

中
④

⽶
国
・オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

•
リ
ピ
ー
タ
ー
・新
規
訪
⽇
層
の
両
⽅
を
視
野
に
⼊
れ
た
幅
広
い

誘
客
の
展
開

•
特
に
市
場
規
模
の
⼤
き
い
⽶
国
に
お
け
る
⾼
所
得
者
層
の
誘

客
強
化
に
よ
る
消
費
額
拡
⼤

未
訪
⽇
者
が
多
い

成
熟
度

や
や
低

⑤
欧
州
・カ
ナ
ダ

•
訪
⽇
旅
⾏
無
認
知
層
の
取
込
み
に
よ
る
新
規
訪
⽇
層
の
開
拓

•
滞
在
⽇
数
が
⻑
い
傾
向
を
踏
ま
え
、地

⽅
部
の
認
知
度
向
上

に
よ
りゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
＋
αの
地
⽅
誘
客
を
強
化

•
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
⾼
い
関
⼼
が
あ
る
点
を
考
慮

未
訪
⽇
者
が
多
い

成
熟
度

低
⑥

新
た
な
市
場

（
中
東
地
域
、メ
キ
シ
コ
、北
欧
地
域

）
•
訴
求
⼒
の
⾼
い
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
に
よ
る
新
規
訪
⽇
層
の
開
拓

•
新
規
事
務
所
を
拠
点
とし
た
現
地
旅
⾏
業
界
と
の
関
係
構
築

市
場
別
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
20
23
〜
20
25
）
の
概
要

*2
02
3年

度
か
ら、
新
た
に
北
欧
地
域
（
ス
ウェ
ー
デ
ン、
デ
ンマ
ー
ク、
ノル
ウェ
ー
、フ
ィン
ラン
ド）

を重
点
市
場
化
。

は
、出

雲
市

の
重

点
地

域

資
料

：
観

光
庁

、日
本

政
府

観
光

局（
JN

TO
）「

市
場

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略（

20
23

～
20

25
年

度
）の

概
要

」（
R6

.6
）

台
湾

、香
港

、シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

ベ
ト

ナ
ム

、タ
イ

米
国

フ
ラ

ン
ス

、イ
ギ

リ
ス

国
名

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

国
の

イン
バ

ウ
ン

ド
戦

略
と

市
の

タ
ー

ゲ
ット

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

役
割

分
担

に
よ

る
誘

致
の

仕
組

み
（

商
談

会
と

フ
ァ

ム
ツ

ア
ー

）



資 料 編Ⅱ ⅢⅠ

「
島

根
か

み
あり

国
民

スポ
ーツ

大
会・

全
国

障
害

者
スポ

ーツ
大

会
20

30
」の

開
催

全

取
組

紹
介

1
.将

来
像

と
数

値
目

標
2

.将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

戦
略

A
戦

略
B

戦
略

C
戦

略
D

3
.ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅲ 目 指 す 将 来 像 と 戦 略C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

資 料 編 71

❷
 広

域
団

体
等

へ
の

連
携

の
働

き
か

け
、

　
 出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

活
用

広
域

の
取

組
を

活
用

し
つ

つ
、強

化
し

た
い

部
分

は
補

う
こ

と
を

基
本

と
し

て
取

り
組

み
ま

す
。

島
根

県
と

の
更

な
る

連
携

強
化

を
図

り
、施

策
の

活
用

や
連

携
し

た
事

業
実

施
を

推
進

し
ま

す
。こ

の

ほ
か

、（
一

社
）中

海
・

宍
道

湖
・

大
山

圏
域

観
光

局
や

（
一

社
）山

陰
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
機

構
、近

隣
自

治
体

等

と
も

情
報

交
換

を
行

い
、海

外
に

向
け

た
効

果
的

な

情
報

発
信

を
進

め
ま

す
。

広
域

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

は
、出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

生
か

し
、島

根
県

や
山

陰
地

域
の

魅

力
の

充
実

、認
知

度
・

来
訪

意
向

の
向

上
に

資
す

る
よ

う
積

極
的

に
取

り
組

み
ま

す
。

❸
 成

功
事

例
の

創
出

、繁
閑

差
対

策
の

観
点

の
強

化
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
誘

客
へ

の
理

解
や

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、成

功
事

例
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。先

行

事
例

の
把

握
・

紹
介

や
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

関
心

あ
る

事
業

者
と

連
携

し
た

、タ
ー

ゲ
ッ

ト
国

か
ら

の
誘

客
・

受
入

モ
デ

ル
事

業（
施

設
側

の
受

入
れ

効
果

・
課

題
の

検
証

）な
ど

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、オ
フ

シ
ー

ズ
ン

・
平

日
な

ど
の

誘
客

を
積

極

的
に

推
進

す
る

な
ど

、繁
閑

差
対

策
も

考
慮

し
た

誘

客
に

も
取

り
組

み
ま

す
。

2）
多

面
的

な
誘

客
促

進
❶

 団
体

客
へ

の
多

様
な

プ
ラ

ン
販

売
の

強
化

観
光

協
会

に
よ

る
団

体
客

向
け

旅
行

会
社

セ
ー

ル

ス
に

お
い

て
、地

域
事

業
者

と
の

連
携

強
化

等
に

よ

り
旅

行
会

社
へ

の
提

案
力

を
強

化
し

、定
番

ル
ー

ト

以
外

の
多

様
な

プ
ラ

ン
販

売
に

取
り

組
み

ま
す

。

❷
 ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

　
 多

様
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

出
雲

市
で

は
、大

学
三

大
駅

伝
の

幕
開

け
を

飾
り

全
国

へ
生

放
送

さ
れ

る「
出

雲
全

日
本

大
学

選
抜

駅

伝
競

走
」（

出
雲

駅
伝

）を
は

じ
め

、出
雲

く
に

び
き

マ

ラ
ソ

ン
、一

畑
薬

師
マ

ラ
ソ

ン
な

ど
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ

ン
ト

が
多

数
開

催
さ

れ
、県

外
か

ら
も

多
く

の
参

加

者
、関

係
者

が
来

訪
し

て
い

ま
す

。

ま
た

、女
子

サ
ッ

カ
ー

チ
ー

ム「
デ

ィ
オ

ッ
サ

出
雲

F
C

」は
、令

和
6年

か
ら「

な
で

し
こ

リ
ー

グ
２

部
」に

昇
格

し
、全

国
を

転
戦

し「
出

雲
」の

名
を

広
め

て
い

ま
す

。

こ
れ

ら
の

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
発

信
力

や
来

訪
者

を

観
光

と
結

び
つ

け
、更

な
る

交
流

人
口

の
拡

大
や

地

域
活

性
化

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
、ス

ポ
ー

ツ
へ

の

参
加

や
観

戦
を

主
目

的
と

し
た

観
光

旅
行（

ス
ポ

ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

）の
推

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

❸
 Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
等

の
誘

致
M

IC
E

※
や

修
学

旅
行

の
誘

致
に

つ
い

て
は

、本
市

も
参

画
す

る（
公

社
）島

根
県

観
光

連
盟

や（
一

社
）中

海
・

宍
道

湖
・

大
山

圏
域

観
光

局
な

ど
が

共
同

し
て

、

旅
行

会
社

を
現

地
視

察
に

招
く

な
ど

の
事

業
を

開
始

し
て

お
り

、こ
れ

ら
と

連
携

し
た

効
果

的
な

取
組

を

検
討

し
ま

す
。

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、医
学

関
係

の
学

会
や

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
誘

致
に

取
り

組
み

ま
す

。

令
和

12
年

度（
20

30
）に

、「
島

根
か

み
あ

り
国

民
ス

ポ
ー

ツ
大

会（
国

ス
ポ

）・
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

（
全

ス
ポ

）2
03

0」
が

開
催

さ
れ

、本
市

に
お

い
て

も
、国

ス
ポ

は
10

競
技

、全
ス

ポ
は

2競
技

の
開

催
が

決
定

し

て
い

ま
す

。

本
大

会
に

は
、競

技
者

、関
係

者
を

含
め

65
万

人
の

来
県

者
が

見
込

ま
れ

て
い

ま
す

。

本
市

で
も

宿
泊

・
飲

食
・

移
動

な
ど

の
観

光
関

連
需

要
が

高
ま

る
と

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、島

根
県

と
と

も
に

、来
訪

者
の

受
入

体
制

や
お

も
て

な
し

環
境

の
検

討
・

充
実

に
取

り
組

み
ま

す
。

※
Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
：

多
く

の
集

客
交

流
が

見
込

ま
れ

る
ビ

ジ
ネ

ス
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

総
称

　
　

　
　

　
  M

ee
tin

g：
企

業
等

の
行

う
会

議
 /

 In
ce

nt
iv

e 
Tr

av
el：

企
業

等
の

行
う

報
奨

・
研

修
旅

行
 /

 C
on

ve
nt

io
n：

国
際

機
関

・
団

体
、学

会
等

が
行

う
国

際
会

議
　

　
　

　
　

  /
 E

xh
ib

iti
on

/E
ve

nt
：

展
示

会
・

見
本

市
や

イ
ベ

ン
ト

　（
出

典
：

観
光

庁
）
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大
社

町
/ 

弥
山

『
出

雲
国

風
土

記
』に

も
記

さ
れ

て
い

る「
出

雲
御

崎
山

」の
主

峰
。

国
引

き
神

話
の

杭
とし

た
三

瓶
山

、そ
の

とき
使

っ
た

綱
と

な
っ

た「
薗

の
長

浜
」が

一
望

で
きま

す
。

天
気

の
良

い
日

に
は

、隠
岐

の
島

が
見

え
るこ

とも
あ

りま
す

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 く

い
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  そ
の

ph
ot

o ：
聞
き
書
き

IZ
U

M
O

36
5
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市
、観

光
協

会
、関

係
団

体
な

ど
、観

光
に

携
わ

る
主

体

が
共

通
の

目
的

や
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

確
化

し
な

が
ら

観

光
地

経
営

の
体

制
を

構
築

し
、地

域
全

体
を

マ
ネ

ジ
メン

トし

て
い

きま
す

。

ま
た

、観
光

地
経

営
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た
め

、デ
ー

タ
に

基
づ

く
PD

C
A

サ
イク

ル
を

実
施

す
ると

とも
に

、安
定

的

な
財

源
の

確
保

を
検

討
しま

す
。

【
 主

要
施

策
 】

｜
D

-1
.｜

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

｜
D

-2
.｜

地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築

｜
D

-3
.｜

観
光

地
経

営
の

透
明

性
向

上
と

財
源

確
保

p.
74

p.
78

p.
80

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D戦
略
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❶
 Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
構

築
と

役
割

分
担

の
明

確
化

観
光

振
興

の
理

念
に

基
づ

き
将

来
像

の
実

現
を

目

指
す

取
組

は
、公

益
性

が
高

く
幅

広
い

分
野

に
わ

た

り
ま

す
。先

述
し

た
戦

略
を

実
行

す
る

た
め

に
は

、こ

れ
ま

で
以

上
の

専
門

性
や

地
域

内
外

と
の

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
、取

組
の

継
続

性
の

担
保

が
不

可

欠
で

あ
り

、行
政

や
観

光
協

会
の

既
存

の
体

制
を

見

直
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、地
域

の
公

益
・

共
益

に
資

す
る

事
業

を

専
門

性
を

持
っ

て
、か

つ
継

続
的

に
担

う
こ

と
が

で

き
る

組
織

＝
D

M
O（

観
光

地
域

づ
く

り
法

人
）を

構

築
し

、観
光

担
当

部
署

と
の

役
割

分
担

と
密

接
な

連

携
を

図
る

と
と

も
に

、こ
れ

ま
で

以
上

に
地

域
や

観

光
以

外
の

分
野

の
関

係
者

が
参

画
し

た
推

進
体

制
を

目
指

し
ま

す
。

▶
 観

光
協

会
の

実
質

的
な

D
M

O
化

に
向

け
た

検
討

観
光

協
会

の
D

M
O

へ
の

発
展

的
改

組
を

念
頭

に
具

体
的

な
検

討
を

進
め

ま
す

。そ
の

際
に

は
、本

計
画

を
踏

ま
え

た
組

織
の

目
的

・
役

割
や

主
な

事
業

内
容

を
明

確
化

し
た

上
で

、そ
れ

ら
に

見
合

っ
た

理
事

会
、事

務
局

、会
員

制
度

の
あ

り
方

や
財

源
等

に
つ

い
て

幅
広

く
検

討
し

ま
す

。ま
た

、円
滑

な
移

行

が
で

き
る

よ
う

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

や
既

存
事

業
に

も
配

慮
し

ま
す

。な
お

、観
光

庁
の

D
M

O
候

補
法

人
へ

の
登

録
に

つ
い

て
は

、財
源

確
保

等
の

意
義

や
手

続
を

整
理

し
た

上
で

検
討

し
ま

す
。

▶
 専

門
人

材（
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

）の
確

保・
育

成
D

M
O

化
に

向
け

て
は

、必
要

と
さ

れ
る

専
門

性
（

コ
ラ

ム
参

照
）を

強
化

す
る

た
め

、地
域

内
外

か
ら

人
材

を
確

保
・

育
成

し
ま

す
。

新
た

な
人

材
確

保
に

当
た

っ
て

は
、副

業
人

材
や

業
務

委
任

契
約

な
ど

多
様

な
手

法
を

検
討

し
、

高
度

な
専

門
性

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
す

る
専

門
人

材
の

協
力

を
得

て
内

部
人

材
の

育
成

を
図

り
ま

す
。

▶
 市

と
の

役
割

分
担

の
見

直
し

と
連

携
強

化
市（

観
光

担
当

部
署

）と
観

光
協

会
の

役
割

分
担

を
改

め
て

検
討

し
、観

光
地

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
に

つ
い

て
は

、観
光

協
会

に
お

い
て

一
貫

し
て

実
施

す
る

こ
と

を
将

来
像

と
し

つ
つ

、事
業

の
段

階
的

な
移

行
等

を
行

い
ま

す
。そ

の
上

で
全

体
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

た
め

、相
互

の
情

報
共

有
・

連
携

を
強

化
し

ま
す

。

公
益

・
共

益
性

D
M

O
は

、一
義

的
に

は
観

光
産

業
へ

の
共

益
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、地
域

の
維

持
や

活
性

化
な

ど
の

公
益

を
も

目
指

す
組

織
で

あ
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。（

私
益

・
収

益
は

そ
の

結
果

で
す

。）

専
門

性
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
関

す
る

知
識

と
実

践
で

得
た

ノ
ウ

ハ
ウ（

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
力

・
デ

ザ
イ

ン
力

も
含

み
ま

す
）や

、デ
ジ

タ
ル

活
用

に
関

す
る

専
門

性
、地

域
内

外
の

旅
行

関
係

者
等

と
の

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
特

に
重

要
で

す
。

継
続

性
D

M
O

が
成

果
を

あ
げ

る
た

め
に

は
相

応
の

時
間

が
必

要
で

あ
り

、取
組

の
継

続
に

は
人

材
の

継
続

性
が

必
要

で
す

。
参

考
：

第
２

回
戦

略
会

議
　

村
木

智
裕

氏
講

演

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築
D

-1
.

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

D
M

O
構

築
に

必
要

な
要

素
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1
.将

来
像

と
数

値
目

標
2

.将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

戦
略

A
戦

略
B

戦
略

C
戦

略
D

3
.ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

Ⅲ 目 指 す 将 来 像 と 戦 略C
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
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er

C
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pt
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㾎
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

・
歴

史
文

化
的

意
義

の
発

信
㾎

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

に
よ

る
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

庁
内

推
進

本
部

地
域

観
光

交
流

部
観

光
協

会
（

D
M

O
）

主
な

取
組

主
要

施
策

戦
略

名

〇
〇

◎

〇
◎

㾎
デ

ー
タ

の
収

集
強

化
と

地
域

　
/

事
業

者
に

お
け

る
分

析
活

用

㾎
 観

光
地

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

策
定

等

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

IT
・

デ
ー

タ
分

析

地
域

精
通

・
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
・

地
域

精
通

・
メ

デ
ィ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

W
EB

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

SN
S

市
場

精
通

・
業

界
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

IT
・

デ
ー

タ
分

析
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

に
よ

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
の

強
化

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

A
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
強

化
戦

略

◎
〇

◎

㾎
地

域
ご

と
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

検
討

㾎
 コ

ン
テ

ン
ツ

の
磨

き
上

げ
・

充
実

㾎
 周

遊
に

向
け

た
仕

掛
け

づ
く

り
（

周
遊

戦
略

）
㾎

 着
地

情
報

の
充

実
・

案
内

力
の

向
上

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

B
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

◎
〇

◎
〇

㾎
 街

並
み

や
自

然
景

観
の

保
全

㾎
 歴

史
文

化
資

源
の

保
存

と
活

用
㾎

 市
民

へ
の

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

守
る

べ
き

資
源

・
文

化
の

継
承

と
価

値
の

再
認

識

◎
〇

◎

◎

〇

〇

㾎
 繁

忙
期

の
渋

滞
対

策
の

強
化

㾎
 公

共
交

通
等

の
利

便
性

向
上

と
活

用
促

進
㾎

快
適

な
旅

行
環

境
の

整
備

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
㾎

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

受
入

れ
に

対
す

る
事

業
者

支
援

㾎
 宿

泊
機

能
の

強
化

   
   

  㾎
 観

光
危

機
管

理

㾎
 移

住
定

住
の

促
進

㾎
 特

産
品

の
販

路
拡

大

受
入

基
盤

の
充

実

必
要

な
専

門
性

〇
◎

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

C
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略

〇
〇 ◎

◎
㾎

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

強
化

㾎
 出

雲
フ

ァ
ン

と
つ

な
が

る
情

報
発

信
・

デ
ジ

タ
ル

化
㾎

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

対
策

等
に

資
す

る
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援

個
人

客
・

リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

〇
〇 ◎

㾎
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
特

定
と

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

応
じ

た
誘

客
戦

略
の

実
施

㾎
広

域
団

体
等

へ
の

連
携

の
働

き
か

け
、

出
雲

の
ブ

ラ
ン

ド
力

の
活

用
㾎

 成
功

事
例

の
創

出
、

繁
閑

差
対

策
の

観
点

の
強

化
㾎

 団
体

客
へ

の
多

様
な

プ
ラ

ン
販

売
の

強
化

㾎
 ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

多
様

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
㾎

 M
IC

E
の

誘
致

新
市

場
の

創
出

〇 〇

◎
◎

㾎
D

M
O

の
構

築
と

役
割

分
担

の
明

確
化

㾎
 幅

広
い

分
野

の
連

携
促

進
・

意
識

改
革

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

D
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
◎

◎
〇

㾎
 人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

と
情

報
共

有
・

連
携

の
推

進
㾎

 地
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
検

討
㾎

 地
域

側
の

担
い

手
・

運
営

体
制

の
検

討
地

域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

◎
〇

㾎
 デ

ー
タ

に
基

づ
く

PD
C

A
 サ

イ
ク

ル
の

実
施

・
公

表
㾎

 人
材

確
保

・
育

成
等

へ
の

予
算

確
保

㾎
 安

定
的

な
財

源
確

保
の

検
討

等
㾎

 広
域

的
な

連
携

の
推

進
観

光
地

経
営

の
透

明
性

向
上

と
財

源
確

保

戦
略

D
に

基
づ

く
主

な
役

割
分

担
（

想
定

）

観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

多
面

的
な

誘
客

促
進
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D
M

O
の

検
討

イ
メ

ー
ジ

図

管
理
機
能

企
画
開
発
機
能

地
域
内
活
動
（
観
光
地
づ
く
り
）

誘
致
宣
伝
機
能

自
社

メ
デ

ィ
ア（

H
P,

SN
S等

）を
こ

ま
め

に
更

新（
特

集
な

ど
）し

な
が

ら
、閲

覧
や

購
入

デ
ー

タ
を

分
析

し
、打

ち
手

の
改

善
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
繰

り
返

す

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

等（
雑

誌
・

報
道

・
交

通
事

業
者

等
）へ

の
広

報
活

動
等

に
よ

り
無

料
記

事
獲

得
や

タ
イ

ア
ッ

プ
等

に
つ

な
げ

る

強
化

・
新

設
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

機
能

市
・
商
工
団
体
・
事
業
者
と
の
役
割
分
担
と
連
携

要
素
③

地
域
内
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に

よ
る
出
雲
の
認
知
度
向
上
＋
商
品
造
成

案
内

所
ス

タ
ッ

フ
　

　
　

　
交

通
対

策
（

祭
り

な
ど

）　
　

  
イ

ベ
ン

ト
支

援
　

　
　

　
　

　

総
務

・
経

理
ガ

イ
ド

手
配

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
ツ

ア
ー

手
配

現
場
ス
タ
ッ
フ
／
管
理
事
務

デ
ー
タ
分
析
・
戦
略
策
定

商
品
造
成
支
援

デ
ー

タ
取

得
・

分
析

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
策

定
PD

C
A

（
検

証
・

改
善

）

事
業

者
支

援
地

域
づ

く
り

支
援

相
互
に
密
接
に
連
携

団
体
客
向
け

主
に
個
人
客
向
け

対
外
活
動

外
部

訪
問

メ
イ

ン
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
メ

イ
ン

旅
行
代
理
店
等
セ
ー
ル
ス

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

フ
ァ

ム
ツ

ア
ー

・
商

談
会

M
IC

E

（
HP

・
SN

S、
W

EB
広

告
、

地
域

O
TA

等
）

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
活
用

要
素
②

D
M
O
に
お
け
る
一
貫
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

要
素
①

地
域
全
体
へ
の
波
及
を
目
指
し
た

地
域
主
導
の
観
光
誘
客
、

そ
の
た
め
の
デ
ー
タ
活
用

市
・
事
業
者
と
の
役
割
分
担
と
連
携

市
：

観
光

動
態

調
査

　
　

基
本

計
画

の
策

定
・

PD
C

A
事

業
者

：
デ

ー
タ

の
提

供
→

分
析

結
果

の
活

用
　

　
　

　
デ

ジ
タ

ル
活

用
の

取
組

へ
の

協
力

市
：

地
域

内
連

携
促

進
商

工
団

体
：

経
営

支
援

事
業

者
：

商
品

（
サ

ー
ビ

ス
）

向
上

/
造

成
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介

1
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像
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実
現
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略

戦
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A
戦
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B

戦
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C
戦
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3
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ッ
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❷
 幅

広
い

分
野

の
連

携
促

進
・

意
識

改
革

地
域

の
魅

力
の

磨
き

上
げ

や
資

源
・

文
化

の
継

承
、

受
入

基
盤

の
充

実
な

ど
、観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

を

実
行

す
る

た
め

に
は

官
民

の
幅

広
い

関
係

者
の

賛
同

と
協

力
が

必
要

で
す

。行
政

に
お

い
て

は
部

署
を

越

え
た

連
携

を
進

め
る

と
と

も
に

、観
光

協
会

を
は

じ

め
関

係
団

体
や

民
間

事
業

者
に

お
い

て
も

よ
り

積
極

的
に

幅
広

い
分

野
の

連
携

や
調

整
を

進
め

る
意

識
改

革
・

行
動

改
革

が
必

要
で

す
。

▶
 Ｄ

Ｍ
Ｏ

と
観

光
担

当
部

署
に

よ
る

　
 総

合
調

整
機

能
の

発
揮

に
向

け
た

検
討

構
築

を
目

指
す

D
M

O
に

は
、幅

広
い

関
係

者
か

ら
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、観

光
担

当
部

署
を

は
じ

め
関

係
者

へ
伝

達
す

る
だ

け
で

な
く

、Ｄ
Ｍ

Ｏ
と

し
て

も
、 

課
題

の
改

善
等

に
向

け
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

期
待

さ
れ

ま
す

。 
観

光
担

当
部

署
に

お
い

て
は

、観
光

ま
ち

づ
く

り
に

関
わ

る
関

係
部

署
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
強

化
し

、
関

連
施

策
の

推
進

や
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、D
M

O
等

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
課

題
や

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
、庁

内
調

整
を

は
じ

め
D

M
O

と
連

携
し

た
取

組
を

推
進

で
き

る
よ

う
検

討
し

ま
す

。

▶
 庁

内
推

進
本

部・
Ｗ

Ｇ
の

設
置

令
和

５
年

度
に

新
た

な
観

光
戦

略
庁

内
推

進
本

部
を

設
置

し
、観

光
振

興
の

意
義

に
つ

い
て

庁
内

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、観

光
交

通
Ｗ

Ｇ
を

開
催

し
、観

光
地

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
改

善
や

運
転

手
確

保
に

向
け

た
取

組
を

調
整

・
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

今
後

は
、観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

を
は

じ
め

、本
計

画
に

基
づ

く
横

断
的

な
施

策
に

つ
い

て
、庁

内
推

進
本

部
や

Ｗ
Ｇ

を
通

じ
て

推
進

を
図

り
ま

す
。

D
M

O
と

行
政

・
事

業
者

の
連

携
事

例

出
典

：
観

光
庁「

観
光

地
域

づ
く

り
法

人（
D

M
O

） 
に

よ
る

観
光

地
経

営
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」（

R6
.3

）

（
一

社
）田

辺
市

熊
野

ツ
ー

リ
ズ

ム
ビ

ュ
ー

ロ
ー

田
辺

市
で

は
、

鉄
道

と
バ

ス
の

ダ
イ

ヤ
が

連

動
し

て
お

ら
ず

、
鉄

道
が

遅
延

す
る

と
旅

行
者

が
次

の
バ

ス
を

長
時

間
も

待
た

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
し

た
。

そ
こ

で
田

辺
市

で
は

、
行

政
と

Ｄ
Ｍ

Ｏ
が

連
携

し
、

発
車

時
間

の
調

整
や

バ
ス

停
の

名
称

統
一

、
路

線
図

共
通

化
に

取
り

組
む

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。 

鉄
道

会
社

や
バ

ス
会

社
な

ど
、

関
係

者
を

少
し

ず
つ

巻
き

込
み

な
が

ら
、

年
に

数
回

の
会

議
や

毎
月

の
定

例
会

の
ほ

か
、

日
頃

か
ら

連
絡

を
取

り
合

う
関

係
性

を
構

築
し

、
細

か
な

意
識

の
す

り
合

わ
せ

や
円

滑
な

合
意

形
成

に
努

め
ま

し
た

。

ま
た

、
議

論
を

進
め

る
中

で
、

根
拠

デ
ー

タ
が

必
要

と
の

課
題

が
生

ま
れ

た
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
を

基
に

、
課

題
を

納
得

感
あ

る
形

で
示

す
こ

と
で

、
鉄

道
の

遅
延

に
連

動
し

て
バ

ス
の

発
車

時
間

を
遅

ら
せ

る
と

い
う

、

異
な

る
事

業
者

間
の

連
携

を
実

現
し

ま
し

た
。
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観
光

ま
ち

づ
く

り
戦

略
の「

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

」を
進

め
る

た
め

、観
光

協
会

・
市

・
地

域
が

こ
れ

ま
で

以
上

に
連

携
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。ま

た
、地

域
の

資
源

や
歴

史
を

知
り

、焦
点

の
当

た
っ

て
い

な
か

っ
た

価
値

を
洗

い
出

し
て

い
く

こ
と

も
大

切
で

す
。

地
域

観
光

戦
略

会
議

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

（
25

頁
参

照
）を

踏
ま

え
、個

々
の

プ
レ

イ
ヤ

ー
で

で

き
る

取
組

を
推

進
す

る
だ

け
で

な
く

、地
域

内
で

の

連
携

や
地

域
全

体
で

の
取

組
を

推
進

す
る

体
制

・
仕

組
み

の
構

築
を

目
指

し
ま

す
。

❶
 人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

と
情

報
共

有・
連

携
の

推
進

ま
ず

は
地

域
内

部
で

、ま
た

、市
や

観
光

協
会

と
の

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、そ
れ

ぞ
れ

の
取

組

や
観

光
動

向
に

つ
い

て
情

報
交

換
・

意
見

交
換

を
継

続
的

に
行

え
る

よ
う

に
取

り
組

み
ま

す
。

▶
 地

域
観

光
戦

略
会

議
の

開
催

 
令

和
６

年
度

の
地

域
観

光
戦

略
会

議
に

お
い

て
、引

き
続

き
情

報
共

有
や

地
域

内
連

携
を

進
め

た
い

と
の

意
見

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
、 

令
和

７
年

度
以

降
も

、地
域

の
希

望
を

踏
ま

え
た

形
で

地
域

観
光

戦
略

会
議

を
継

続
す

る
こ

と
と

し
ま

す
。

市
や

観
光

協
会

の
地

域
担

当
を

設
置

し
て

地
域

と
の

連
携

を
強

化
し

、情
報

共
有

や
個

々
の

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

取
り

組
め

る
活

動
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

加
え

て
、地

域
の

希
望

に
応

じ
、地

域
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

地
域

事
務

局
の

設
置

も
検

討
し

ま
す

（
❷

❸
参

照
）。

❷
 地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

地
域

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
や

合
意

形
成

の
状

況
に

応

じ
、地

域
が

積
極

的
に

関
わ

り
、市

や
観

光
協

会
が

伴

走
す

る
形

で
実

施
す

る
取

組（
地

域
協

働
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

）の
実

施
を

検
討

し
ま

す
。地

域
協

働
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

の
一

例
と

し
て

は
、エ

リ
ア

マ
ッ

プ
の

作
成

な

ど
着

地
情

報
の

充
実

や
、地

域
を

語
る

素
材

集
の

作

成
、地

域
住

民
の

協
力

を
得

た
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の

充
実

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

❸
 地

域
側

の
担

い
手

・
運

営
体

制
の

検
討

地
域

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、地

域
に

お
い

て
推

進
・

調
整

役
と

な
る

地
域

事
務

局
の

設
置

が
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

地
域

に
精

通
し

た
団

体
や

地
域

の
核

と
な

る
プ

レ

イ
ヤ

ー
と

の
話

し
合

い
を

進
め

、地
域

の
実

情
に

応

じ
た

形
で

の
地

域
事

務
局

の
設

置
を

検
討

し
ま

す
。

そ
の

際
、関

係
者

の
役

割
分

担
を

明
確

化
し

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
ど

の
よ

う
に

進
め

る
か

や
、予

算
の

確

保
に

つ
い

て
も

併
せ

て
検

討
し

ま
す

。

地
域

観
光

戦
略

会
議

地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築
D

-2
.
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地
域
と
の
協
働
体
制
の
検
討
イ
メ
ー
ジ
（
例
）

観
光
協
会

出
雲
市

商
工
団
体

・
事

業
委

託
（

地
域

事
務

局
）

・
地

域
担

当
職

員
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

・
そ

の
他

支
援

・
支

所
職

員
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

・
個

社
支

援
・

支
所

職
員

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
・

個
社

支
援

・
支

所
職

員
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

・
個

社
支

援

事
業

委
託

全
般

的
支

援

地
域
観
光
戦
略
会
議

地
域
事
務
局

地
域
内
の
事
業
者

地
域
団
体

地
域
住
民

観
光

ま
ち

づ
く

り
の

機
運

を
高

め
、

地
域

と
連

携

し
た

取
組

を
継

続
し

て
い

く
た

め
に

は
、

地
域

で
あ

げ
ら

れ
た

ニ
ー

ズ
や

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

、
一

つ
ず

つ
で

も
形

に
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。

そ
の

た
め

に
は

、
誰

が
ど

の
よ

う
に

進
め

て
い

く

の
か

、
と

い
う

役
割

分
担

や
具

体
的

な
進

め
方

の
整

理
が

大
切

に
な

り
ま

す
。

市
や

観
光

協
会

の
取

組
に

反
映

で
き

る
も

の
、

地

域
内

の
連

携
や

協
働

が
必

要
な

も
の

な
ど

、
中

身
に

よ
っ

て
適

切
な

進
め

方
を

考
え

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

右
図

は
、

地
域

が
積

極
的

に
関

わ
り

市
や

観
光

協

会
が

伴
走

支
援

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

、
予

算
や

人
的

な
体

制
の

検
討

イ
メ

ー
ジ

の
一

例
で

す
。

今
後

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
、

連
携

体
制

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

Co
lu

m
n

コ
ラ
ム

地
域

の
観

光
ま

ち
づ

くり
の

活
性

化
に

向
け

て
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地
域

の
幅

広
い

関
係

者
の

理
解

と
参

画
を

得
る

た

め
に

は
、本

計
画

の
実

現
に

向
け

た
取

組
が

適
切

に

管
理

さ
れ

、基
本

理
念

や
将

来
像

と
と

も
に

、分
か

り

や
す

く
共

有
さ

れ
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

❶
 デ

ー
タ

に
基

づ
く

PD
CA

サ
イ

ク
ル

の
実

施
・

公
表

本
計

画
に

基
づ

く
個

別
施

策
に

つ
い

て
、数

値
目

標

の
達

成
に

向
け

た
PD

C
A

サ
イ

ク
ル

が
効

果
的

に
回

る
よ

う
、施

策
ご

と
に

目
標

値（
K

PI
）を

設
定

し
、進

捗
確

認
や

効
果

検
証

を
行

え
る

よ
う

に
し

ま
す

。ま

た
、そ

れ
ら

の
情

報
を

分
か

り
や

す
く

公
表

 し
ま

す
。

▶
 ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成・

公
表

 
戦

略
・

主
要

施
策

に
基

づ
く

事
業

を
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

体
系

的
に

整
理

し
、実

施
年

度
や

実
施

主
体

、Ｋ
Ｐ

Ｉ
と

と
も

に
毎

年
度

更
新

・
公

表
す

る
こ

と
を

検
討

し
ま

す
。

な
お

、多
岐

に
わ

た
る

計
画

と
な

る
た

め
、関

係
者

と
事

業
内

容
や

役
割

分
担

を
整

理
し

な
が

ら
、

順
次

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

❷
 人

材
確

保
・

育
成

等
へ

の
予

算
確

保
限

ら
れ

た
予

算
の

有
効

活
用

の
た

め
、

広
域

の
取

組
を

補
い

、
市

に
期

待
さ

れ
る

施
策

に
優

先
的

に
予

算
を

確
保

し
ま

す
。

こ
の

た
め

、
市

内
各

エ
リ

ア
へ

 

の
周

遊
促

進
や

、
地

域
活

性
化

・
事

業
者

支
援

に
つ

な
が

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

、
出

雲
の

特
別

性
を

強
く

打
ち

出
し

た
イ

メ
ー

ジ
戦

略
・

発
信

が
特

に
重

要
で

す
。

こ
れ

ら
を

実
施

す
る

た
め

の
専

門
人

材
の

確
保

・

育
成

や
、

地
域

を
含

め
た

体
制

構
築

に
つ

い
て

、
既

存
事

業
の

整
理

・
見

直
し

も
含

め
予

算
確

保
に

取
り

組
み

ま
す

。

❸
 安

定
的

な
財

源
確

保
の

検
討

等
安

定
的

な
財

源
の

充
実

の
た

め
、

出
雲

大
社

周
辺

の
市

営
駐

車
場

の
有

料
化

（
現

在
は

交
通

広
場

の
み

）

の
段

階
的

な
実

施
を

検
討

し
ま

す
。

ま
た

、
宿

泊
税

等
の

新
た

な
財

源
確

保
策

の
導

入
に

つ
い

て
具

体
的

な
検

討
を

開
始

し
ま

す
。

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
使

途
や

導
入

に
よ

る
効

果
を

明
確

化
し

ま
す

。
ま

た
、

関
係

者
へ

の
丁

寧
な

説
明

を
行

い
な

が
ら

事
業

者
負

担
へ

の
配

慮
を

含
め

慎
重

な
検

討
を

行
い

ま
す

。

D
M

O
の

構
築

に
当

た
っ

て
は

、
独

自
財

源
の

確

保
の

観
点

か
ら

、
旅

行
業

等
の

収
入

増
加

に
向

け
た

取
組

や
、

有
料

の
会

員
サ

ー
ビ

ス
の

拡
充

（
会

費
の

ラ
ン

ク
分

け
を

含
む

）
を

検
討

し
ま

す
。

こ
の

ほ
か

、
市

有
施

設
等

の
使

用
料

の
適

正
化

や

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

活
用

、
観

光
庁

を
は

じ
め

国
の

交
付

金
・

補
助

金
等

の
活

用
に

も
引

き
続

き
積

極
的

に
取

り
組

み
ま

す
。

❹
 広

域
的

な
連

携
の

推
進

島
根

県
及

び（
公

社
）島

根
県

観
光

連
盟

を
は

じ

め
、広

域
団

体
等

と
の

情
報

交
換

会
を

企
画

す
る

な

ど
、限

ら
れ

た
予

算
を

効
果

的
に

活
用

す
る

観
点

か

ら
も

、相
互

の
取

組
の

把
握

・
活

用
や

、広
域

団
体

へ

の
取

組
提

案
に

努
め

ま
す

。特
に

、広
域

を
周

遊
す

る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

を
は

じ
め

新
た

な
市

場
創

出
に

つ
い

て
は

、広
域

の
取

組
の

活
用

に
努

め
ま

す
。併

せ
て

、

圏
域

の
市

町
と

の
連

携
を

積
極

的
に

図
り

ま
す

。

観
光

地
経

営
の

透
明

性
向

上
と

財
源

確
保

D
-3
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❶
 新

た
な

体
制

に
向

け
た

段
階

的
な

移
行

計
画

期
間

を
か

け
て

、観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

を
段

階
的

に
進

め
て

い
き

ま
す

。

令
和

７
年

度
に

お
い

て
、本

計
画

に
基

づ
く

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン（

80
頁

参
照

）を
作

成
す

る
と

と
も

に
、観

光
協

会
の

D
M

O
へ

の
発

展
的

改
組

に
向

け
た

検
討

を
進

め
ま

す
。こ

れ
ら

を
通

じ
市

と
観

光
協

会

の
既

存
業

務
の

整
理

・
見

直
し

や
当

面
の

役
割

分
担

を
整

理
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、専
門

人
材

の
確

保
・

育
成

等
に

向
け

、安
定

的
な

財
源

確
保

の
具

体
的

な
検

討
を

開
始

し
ま

す
。

検
討

結
果

が
出

る
ま

で
の

間
に

お
い

て
も

、有
識

者

に
よ

る
助

言
や

外
部

人
材

と
の

連
携

を
強

化
し

、本

計
画

に
基

づ
く

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

や
観

光
庁

へ
の

Ｄ
Ｍ

Ｏ
登

録
の

検
討

、マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

策

定
な

ど
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

ま
す

。

計
画

推
進

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
想

定
）

R6
（
20
24
）

R7
（
20
25
）

R8
（
20
26
）

R9
（
20
27
）

R1
0

（
20
28
）

R1
1

（
20
29
）

毎
年

度
KP

Iを
公

表
、

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
充

実
を

図
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
に

基
づ

く
事

業
実

施

（
時

期
未

定
）

財
源

確
保

に
伴

う
人

材
強

化
等

観 光 基 本 計 画 策 定

観
光

協
会

の
発

展
的

改
組

検
討

観
光

庁
へ

の
D

M
O

登
録

検
討

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

策
定

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

ve
r.1

作
成

（
市・

協
会

ほ
か

）

財
源

確
保

検
討

※
観

光
庁

へ
の

D
M

O
登

録
は

、要
件

を
満

た
せ

ば
観

光
協

会
の

発
展

的
改

組
に

先
立

ち
登

録
が

認
め

ら
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
タ

イ
ミ

ン
グ

を
含

め
今

後
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

❷
 観

光
戦

略
会

議
に

よ
る

進
捗

管
理

観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

を
は

じ
め

、地
域

一
体

と
な

っ
た

計
画

の
推

進
を

図
る

た
め

、観
光

戦
略

会

議
に

お
い

て
、毎

年
度

、本
計

画
の

進
捗

状
況

を
ア

ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

等
を

用
い

て
確

認
・

検
証

し
ま

す
。

❸
 計

画
に

関
す

る
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
の

継
続

本
計

画
に

は
、今

後
の

観
光

地
経

営
の

羅
針

盤
と

し
て

の
専

門
的

な
内

容
も

含
ま

れ
て

い
ま

す
が

、今

後
、市

全
体

で
の

地
域

理
解

や
機

運
拡

大
を

図
る

た

め
、市

民
・

事
業

者
の

皆
様

へ
の

分
か

り
や

す
い

情
報

発
信

・
周

知
に

継
続

的
に

取
り

組
み

ま
す

。

※
KG

I：
ゴ

ー
ル

（
最

終
的

に
達

成
し

た
い

こ
と

）
の

達
成

度
を

測
る

指
標

※
K

PI
：

KG
I達

成
の

た
め

に
必

要
な

重
要

プ
ロ

セ
ス

（
重

要
事

業
）

の
達

成
度

を
測

る
指

標

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
イ

メ
ー

ジ

KG
I

事
業

1　
KP
I

事
業

2　
KP
I

事
業

3　
KP
I

目 指 す 将 来 像

戦
略

A
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

戦
略

B　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

C
　

誘
客

・
フ

ァ
ン

拡
大

戦
略

D
　

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

＝

ゴ
ー
ル

＝

プ
ロ
セ
ス

計
画

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

進
捗

管
理

3.
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時
　

期
実

施
内

容

（
1）

出
雲

市
観

光
戦

略
会

議

令
和

６
年

６
月

６
日

8
月

２
３

日

9
月

１
０

日

第
1

回
出

雲
市

観
光

戦
略

会
議

①
出

雲
市

観
光

戦
略

会
議

の
概

要
に

つ
い

て
②

観
光

を
取

り
巻

く
状

況
、

出
雲

市
の

観
光

動
向

に
つ

い
て

③
基

本
計

画
の

骨
子

案
に

つ
い

て
　《

講
演

》
講

演
：

出
雲

市
の

観
光

の
課

題
と

必
要

な
戦

略
に

つ
い

て
　

　
　

　
 講

師
：

出
雲

市
観

光
特

別
顧

問
　

刀
根

浩
志

氏
④

意
見

交
換

「
出

雲
の

観
光

の
課

題
と

目
指

す
姿

、
必

要
な

取
組

に
つ

い
て

」

第
2

回
出

雲
市

観
光

戦
略

会
議

《
講

演
》

講
演

：
出

雲
市

の
今

後
の

観
光

振
興

に
向

け
た

観
光

戦
略

と
体

制
に

つ
い

て
　

　
　

 講
師

：
株

式
会

社
In

th
eo

ry
　

代
表

取
締

役
　

　
　

　
　

　
 一

橋
大

学
Ｍ

Ｂ
Ａ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
非

常
勤

講
師

　
　

　
　

　
　

　
村

木
　

智
裕

氏
①

出
雲

市
の

観
光

推
進

体
制

に
つ

い
て

②
観

光
基

本
計

画
の

全
体

像
、

課
題

の
と

り
ま

と
め

案
に

つ
い

て

第
2

回
出

雲
市

観
光

戦
略

会
議

・
追

加
意

見
交

換
会

１
１

月
7

日

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
（

令
和

6
年

12
月

13
日

～
令

和
7

年
１

月
14

日
）

第
3

回
出

雲
市

観
光

戦
略

会
議

①
出

雲
市

観
光

基
本

計
画

の
素

案
に

つ
い

て

１
月

２
９

日
第

4
回

出
雲

市
観

光
戦

略
会

議
①

出
雲

市
観

光
基

本
計

画
の

最
終

案
に

つ
い

て

〇
出

雲
市「

新
た

な
観

光
戦

略
」庁

内
推

進
本

部
会

議

時
　

期
実

施
内

容

（
2）

地
域

観
光

戦
略

会
議

令
和

６
年

６
月

～
9

月

10
月

～
12

月

第
1回

地
域

観
光

戦
略

会
議（

エ
リ

ア
別

に
テ

ー
マ

を
設

け
て

議
論

）

【
大

社
・

湖
陵

・
多

伎
】6

/2
4（

月
）“

出
雲

大
社

以
外

の
滞

在
価

値
の

向
上

と
そ

の
発

信
”

【
平

田
】6

/2
7（

木
）“

観
光

目
的

地
と

な
る

だ
け

の
平

田
の

魅
力

向
上

・
発

信
”

【
佐

田
・

出
雲

南
部

】7
/2

3（
火

）
“

地
域

の
維

持
や

住
民

へ
の

魅
力

向
上

に
も

つ
な

が
る

観
光

地
づ

く
り

と
入

込
客

の
増

加
”

【
斐

川
】7

/2
5（

木
）“

恵
ま

れ
た

資
源

を
活

か
す

機
運

醸
成・

地
域

連
携

と
周

遊・
消

費
促

進
”

【
出

雲
中

心
部

エ
リ

ア
】9

/1
7（

火
）“

観
光

客
の

満
足

度
向

上
に

よ
る

消
費・

リ
ピ

ー
ト

増
”

第
２

回
地

域
観

光
戦

略
会

議
地

域
で

①
何（

重
点

事
業

）を
、②

ど
う

い
う

体
制

で
、ど

の
よ

う
に

進
め

る
か

（
役

割
）に

つ
い

て
議

論
を

開
始

主
に

、第
１

回
の

議
論

を
踏

ま
え

、各
エ

リ
ア

で
取

り
組

む
具

体
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

検
討

（
検

討
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
例

）
　

・
地

域
情

報
の

発
信

・
相

互
案

内
力

の
強

化
　

・
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

　
・

周
遊

マ
ッ

プ
等

の
作

成
/整

理
【

大
社

・
湖

陵
・

多
伎

】1
2/

10（
火

）　
　【

平
田

】1
0/

16（
水

）
【

佐
田

・
出

雲
南

部
】1

0/
15（

火
）　

　
  【

斐
川

】1
2/

3（
火

）
【

出
雲

中
心

部
エ

リ
ア

】1
2/

12（
木

）

観
光

資
源

の
特

徴
・

ま
と

ま
り

や
交

通
ル

ー
ト

等
を

踏
ま

え
た

5つ
の

エ
リ

ア
ご

と
に

、地
域

プ
レ

イ
ヤ

ー
を

中
心

と
し

た
地

域
観

光
戦

略
会

議
を

開
催

【
目

的
】⑴

地
域

の
現

状
、課

題
、目

指
す

地
域

の
将

来
像

を
議

論
。観

光
基

本
計

画
へ

の
反

映
　

　
　

⑵
エ

リ
ア

へ
の

入
込

、宿
泊

、消
費

増
な

ど
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
の

検
討

　
　

　
⑶

地
域

プ
レ

イ
ヤ

ー
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

、協
働

の
促

進
　

　
　

⑷
地

域
プ

レ
イ

ヤ
ー

と
観

光
協

会
・

商
工

団
体

・
市

等
と

の
連

携
強

化
、継

続
的

な
体

制
検

討

出
雲

市
観

光
基

本
計

画
　

策
定

経
緯

1. 市
長

を
本

部
長

と
す

る
庁

内
関

係
部

局
長

で
構

成
す

る
庁

内
推

進
本

部
会

議
を

設
置

し
会

議
を

開
催

　
実

施
日

：
令

和
６

年
７

月
４

日
、

８
月

２
日

、
１

１
月

１
日

　
　

　
　

　
令

和
７

年
１

月
２

４
日
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N
o

区
　

　
分

氏
　

　
名

所
　

属
　

等

3
川

谷
　

誠
一

出
雲

大
社

総
務

部
長

2
錦

田
　

剛
志

万
九

千
社

宮
司

4
今

岡
　

真
澄

富
士

酒
造

合
資

会
社

常
務

5
多

々
納

　
真

㈱
出

西
窯

代
表

取
締

役

6
福

間
　

正
純

出
雲

市
商

工
団

体
協

議
会

会
長

（
出

雲
商

工
会

議
所

会
頭

）

7
藤

江
　

美
由

紀
島

根
県

農
業

協
同

組
合

出
雲

地
区

本
部

常
務

理
事

副
本

部
長

8
石

飛
　

硯
一

郎
㈲

小
田

温
泉

代
表

取
締

役

9
石

原
　

稔
功

出
雲

ホ
テ

ル
連

絡
協

議
会

会
長

1
田

邊
　

達
也

（
一

社
）

出
雲

観
光

協
会

会
長

10
平

井
　

敦
子

（
一

社
）

木
綿

街
道

振
興

会
専

務
理

事

11
三

島
　

貴
子

N
PO

法
人

ス
サ

ノ
オ

の
風

事
務

局
長

森
　

正
幸

12
㈱

島
根

ワ
イ

ナ
リ

ー
常

務
取

締
役

13
野

津
　

昌
巳

一
畑

電
車

㈱
営

業
部

長

14
渡

部
　

稔
㈲

出
雲

観
光

タ
ク

シ
ー

代
表

取
締

役
・

出
雲

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

事
業

推
進

協
議

会
会

長

15
児

玉
　

俊
雄

出
雲

市
議

会
副

議
長

・
環

境
経

済
委

員
会

委
員

長

16
湯

淺
　

啓
史

出
雲

市
議

会
観

光
戦

略
推

進
特

別
委

員
会

委
員

長

自
治

組
織

の
代

表
17

錦
織

　
宏

出
雲

市
自

治
会

連
合

会
会

長

18
広

域
観

光
団

体
の

代
表

青
戸

　
崇

年
島

根
県

観
光

振
興

課
国

際
観

光
推

進
室

長
※

５
０

音
順

（
各

区
分

）

市
議

会
の

議
員

識
見

を
有

す
る

者

識
見

を
有

す
る

者
副

会
長

産
業

関
連

の
代

表

観
光

関
連

の
代

表

観
光

関
連

の
代

表
会

長

交
通

・
運

輸
関

連
産

業
の

代
表

出
雲

市
観

光
戦

略
会

議
　

委
員

名
簿

2.
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刀
根

　
浩

志
 氏

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

総
研

株
式

会
社

代
表

取
締

役

村
木

　
智

裕
 氏

株
式

会
社

In
th

eo
ry

代
表

取
締

役

合
同

会
社

T
ou

ris
m

 E
xc

ha
ng

e 
Ja

pa
n

代
表

社
員

一
橋

大
学

Ｍ
Ｂ

Ａ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

非
常

勤
講

師

福
本

　
忠

宏
 氏

ソ
ニ

ー
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
株

式
会

社
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
ラ

イ
ト

合
同

会
社

代
表

社
員

地
域

の
魅

力
を

生
か

し
た

体
験

型
観

光
や

観
光

地
経

営
等

に
つ

い
て

多
数

の
自

治
体

へ
の

支
援

実
績

を
有

し
、セ

ミ
ナ

ー
講

師
や

省
庁

の
委

員
等

と
し

て
も

活
躍

。

出
雲

市
特

別
顧

問（
観

光
誘

客
担

当
）に

20
20

年
か

ら

就
任

。出
雲

市
各

地
の

魅
力

を
生

か
し

た
体

験
型

観
光

を
提

唱
、周

遊
タ

ク
シ

ー
プ

ラ
ン

の
企

画
開

発
や

資
源

発
掘

・
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

等
を

推
進

。

戦
略

会
議

に
お

い
て

は
、地

域
経

済
に

好
循

環
を

生

む
観

光
地

経
営

に
向

け
、多

様
な

主
体

の
参

画
と

合
意

形
成

、地
域

で
の

ノ
ウ

ハ
ウ

の
蓄

積
、観

光
人

材
育

成
な

ど
強

化
す

べ
き

点
を

ご
助

言
頂

い
た

。

広
島

県
職

員
と

し
て

20
13

年
か

ら
せ

と
う

ち
Ｄ

Ｍ
Ｏ

設
立

を
担

当
、県

退
職

後
も

20
20

年
3月

ま
で

Ｃ
Ｍ

Ｏ
を

務
め

た
経

験
か

ら
、Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
設

立
や

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

精
通

。

20
23

年
・

20
24

年
に

本
市

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
現

地

Ｐ
Ｒ

業
務（

仏
）を

受
託

。フ
ラ

ン
ス

市
場

へ
の

戦
略

策

定
や

、出
雲

の
露

出
増

大
・

ツ
ア

ー
造

成
推

進
等

の
マ

ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
を

展
開

。

戦
略

会
議

に
お

い
て

は
、旅

行
市

場
の

変
化

を
と

ら

え
た

出
雲

市
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

方
向

性
や

D
M

O
設

立
の

ポ
イ

ン
ト

等
に

つ
い

て
ご

助
言

頂
い

た
。

約
２

0年
に

わ
た

り
ア

ジ
ア

・
中

東
各

国
に

滞
在

し
、

ソ
ニ

ー
グ

ル
ー

プ
事

業
の

海
外

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

担

当
。2

02
1年

４
月

か
ら

現
職

に
て

、自
治

体
の

新
し

い
観

光
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

提
案

・
実

装
等

を
実

施
。

20
23

年
・

20
24

年
に「

36
5日

楽
し

め
る

出
雲

」創
出

事

業
等

を
受

託
。地

域
人

材
を

発
掘

・
連

携
し

な
が

ら
、出

雲
フ

ァ
ン

の
デ

ー
タ

を
可

視
化

し
リ

ピ
ー

ト
等

に
つ

な

げ
る

仕
組

み
づ

く
り

を
展

開
。

戦
略

会
議

に
お

い
て

は
、I

T・
海

外
・

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
人

材
の

強
化

が
必

要
だ

が
、地

域
内

外
の

人
材

を
発

掘
・

半
組

織
化

し
、縁

あ
る

方
々

が
携

わ
る

こ
と

が

Ｄ
Ｍ

Ｏ
成

功
の

鍵
と

の
ご

助
言

を
頂

い
た

。

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

紹
介

3.



Ⅱ ⅢⅠ 資 料 編ⅠC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

ⅡC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

資 料 編ⅢC
ha

pt
er

C
ha

pt
er

87

（
設

置
）

第
1条

　
出

雲
市

観
光

基
本

計
画（

以
下「

基
本

計
画

」と
い

う
。）

の
内

容
を

調
査

、検
討

し
、そ

の
計

画
案

を
取

り
ま

と
め

る
た

め
、出

雲
市

観
光

戦
略

会
議（

以
下「

戦
略

会
議

」と
い

う
。）

を
設

置
す

る
。

（
所

掌
事

務
）

第
2条

　
戦

略
会

議
は

、次
に

掲
げ

る
事

務
を

所
掌

す
る

。
　

　（
1）

　
基

本
計

画
案

の
内

容
を

調
査

・
検

討
す

る
こ

と
。

　
　（

2）
　

基
本

計
画

案
を

取
り

ま
と

め
、市

長
に

提
出

す
る

こ
と

。
　

　（
3）

　
そ

の
他

市
長

が
必

要
と

認
め

る
事

項

（
組

織
）

第
3条

　
戦

略
会

議
は

、委
員

30
人

以
内

で
組

織
す

る
。

2　
委

員
は

、次
に

掲
げ

る
者

の
中

か
ら

、市
長

が
委

嘱
す

る
。

　
　（

1）
　

識
見

を
有

す
る

者
　

　（
2）

　
産

業
関

連
の

代
表

者
　

　（
3）

　
観

光
関

連
の

代
表

者
　

　（
4）

　
広

域
観

光
団

体
の

代
表

者
　

　（
5）

　
交

通
・

運
輸

関
連

産
業

の
代

表
者

　
　（

6）
　

基
盤

整
備

関
連

の
代

表
者

　
　（

7）
　

市
議

会
の

議
員

　
　（

8）
　

そ
の

他
市

長
が

必
要

と
認

め
る

者

（
任

期
）

第
4条

　
委

員
の

任
期

は
、第

2条
に

規
定

す
る

所
掌

事
務

が
終

了
す

る
ま

で
と

す
る

。

（
会

長
及

び
副

会
長

）
第

5条
　

戦
略

会
議

に
、会

長
及

び
副

会
長

各
1名

を
置

き
、委

員
の

互
選

に
よ

り
選

出
す

る
。

2　
会

長
は

、会
務

を
総

理
し

、戦
略

会
議

を
代

表
す

る
。

3　
副

会
長

は
、会

長
を

補
佐

し
、会

長
に

事
故

が
あ

る
と

き
は

、そ
の

職
務

を
代

理
す

る
。

（
会

議
及

び
幹

事
会

）
第

6条
　

会
議

は
、会

長
が

招
集

し
、そ

の
議

長
と

な
る

。た
だ

し
、委

員
委

嘱
後

最
初

の
会

議
は

、市
長

が
招

集
す

る
。

2　
会

長
は

、委
員

の
過

半
数

が
出

席
し

な
け

れ
ば

会
議

を
開

く
こ

と
が

で
き

な
い

。

3　
会

議
の

議
事

は
、出

席
委

員
の

過
半

数
で

決
し

、可
否

同
数

の
と

き
は

、会
長

の
決

す
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
4　

会
長

は
、専

門
的

作
業

を
行

う
た

め
、必

要
に

応
じ

て
幹

事
会

を
招

集
す

る
。

5　
幹

事
会

の
幹

事
長

、副
幹

事
長

及
び

幹
事

は
、委

員
の

中
か

ら
会

長
が

指
名

す
る

。

（
専

門
家

の
出

席
等

）
第

7条
　

戦
略

会
議

は
、必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、委

員
以

外
の

者
で

、観
光

振
興

に
係

る
専

門
的

知
見

を
有

す
る

も
の

を
会

議
に

出
席

さ
せ

、 意
見

を
求

め
、又

は
資

料
の

提
出

及
び

協
力

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
地

域
事

情
に

精
通

す
る

者
か

ら
の

意
見

聴
取

等
）

第
8条

　
戦

略
会

議
は

、必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、市
内

各
地

域
の

事
情

に
精

通
し

観
光

振
興

に
資

す
る

活
動

を
行

う
者

又
は

団
体

に
対

し
、意

見
を

求
め

、又
は

資
料

の
提

出
及

び
協

力
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
委

員
の

謝
金

及
び

費
用

弁
償

）
第

9条
　

委
員

の
謝

金
は

、日
額

3,
11

0円
と

す
る

。
2　

委
員

の
費

用
弁

償
は

、特
別

職
の

職
員

で
非

常
勤

の
も

の
の

報
酬

、費
用

弁
償

等
に

関
す

る
条

例（
平

成
17

年
出

雲
市

条
例

第
36

号
）の

規
定

を
準

用
す

る
。

（
庶

務
）

第
10

条
　

戦
略

会
議

の
庶

務
は

、観
光

交
流

部
観

光
課

に
お

い
て

処
理

す
る

。

（
そ

の
他

）
第

11
条

　
こ

の
要

綱
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、戦
略

会
議

の
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、会
長

が
別

に
定

め
る

。

附
　

則

（
施

行
期

日
）

1　
こ

の
要

綱
は

、平
成

20
年

7月
1日

か
ら

施
行

す
る

。

（
経

過
措

置
）

2　
第

6条
第

1項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、こ
の

要
綱

施
行

後
の

最
初

の
戦

略
会

議
の

招
集

は
市

長
が

行
い

、議
長

は
、会

長
が

決
定

す
る

ま
で

は
観

光
政

策
推

進
本

部
本

部
次

長
が

行
う

も
の

と
す

る
。

出
雲

市
観

光
戦

略
会

議
設

置
要

綱
4.
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関
連

施
策

計
画

名
称

主
な

関
連

取
組

の
概

要

産
業

振
興

や
交

流
人

口
・

関
係

人
口

の
拡

大
に

向
け

、デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
戦

略
的

な
展

開
、事

業
者

に
お

け
る

D
X

の
推

進
な

ど
、産

業
・

観
光

の
デ

ジ
タ

ル
フ

ァ
ー

ス
ト

に
取

り
組

む
。

A
-2

デ
ー

タ
の

収
集

・
活

用
に

よ
る

分
析

力
・

説
明

力
の

強
化

　
　

　
ほ

か

42
頁

出
雲

市
デ

ジ
タ

ル
フ

ァ
ー

ス
ト

推
進

計
画

令
和

３
年

度（
20

21
）～

令
和

７
年

度（
20

25
）

総
務

部

宿
泊

・
飲

食
・

小
売

業
等

に
代

表
さ

れ
る

観
光

産
業

の
コ

ロ
ナ

禍
か

ら
の

回
復

に
向

け
て

、関
係

機
関

と
も

連
携

し
た

観
光

地
域

づ
く

り
や

、出
雲

な
ら

で
は

の
魅

力
を

生
か

し
た

周
遊

・
滞

在
型

観
光

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

誘
客

支
援

、高
付

加
価

値
化

に
取

り
組

む
。

B-
1

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

　
　

ほ
か

46
頁

第
２

期
出

雲
市

中
小

企
業

・
小

規
模

企
業

振
興

計
画

令
和

５
年

度
(2

02
3)

～
令

和
 9

 年
度

(2
02

7）
商

工
振

興
部

文
化

財
の

保
存

・
活

用
の

基
本

理
念

を「
神

話
と

風
土

記
の

世
界

が
今

に
息

づ
く

出
雲

～
そ

の
歴

史
文

化
を

地
域

で
守

り
、生

か
し

、未
来

へ
伝

え
る

～
」と

し
、各

分
野

と
も

連
携

し
て

地
域

づ
く

り
や

観
光

振
興

・
発

信
に

も
取

り
組

む
。ま

た
、計

画
に

お
い

て
記

紀
伝

承
地

・
風

土
記

登
場

地
の

観
光

資
源

と
し

て
の

評
価

や
関

連
文

化
財

群
の

設
定

な
ど

も
実

施
。

B-
2

守
る

べ
き

資
源・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

53
頁

出
雲

市
歴

史
文

化
基

本
構

想
平

成
２

９
年（

20
17

）1
月

策
定

※
期

間
の

定
め

無
し

市
民

文
化

部

計
画

本
文

54
頁

参
照

B-
2

守
る

べ
き

資
源・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

53
頁

出
雲

市
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

令
和

３
年

度（
20

21
）～

令
和

 １
２

年
度（

20
30

）
市

民
文

化
部

芸
術

文
化

の
振

興
を

、市
民

の
誇

り
の

醸
成

や
地

域
の

魅
力

向
上

、観
光

・
産

業
の

振
興

に
も

つ
な

げ
る

た
め

、芸
術

文
化

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

や
観

光
・

産
業

振
興

策
と

の
連

携
、地

域
の

歴
史

や
文

化
遺

産
の

国
内

外
へ

の
情

報
発

信
に

取
り

組
む

。

B-
2

守
る

べ
き

資
源・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

53
頁

出
雲

市
芸

術
文

化
推

進
指

針
令

和
４

年
度（

20
22

）～
令

和
８

年
度（

20
26

）
市

民
文

化
部

計
画

本
文

53
頁

参
照

B-
2

守
る

べ
き

資
源・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

53
頁

出
雲

市
景

観
計

画
平

成
２

６
年（

20
14

）３
月

策
定

※
期

間
の

定
め

無
し

都
市

建
設

部

本
計

画
に

関
連

す
る

出
雲

市
の

計
画

5.
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関
連

施
策

計
画

名
称

国
内

外
問

わ
ず

に
多

く
の

人
々

が
交

流
す

る
、出

雲
の

多
彩

な
魅

力
を

活
か

し
た

観
光

都
市

づ
く

り
を

目
指

し
、に

ぎ
わ

い
あ

ふ
れ

、歩
き

た
く

な
る

中
心

市
街

地
や

、
観

光
資

源
を

活
か

し
た

観
光

交
流

拠
点

、
滞

在
型

観
光

を
促

進
す

る
周

遊
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
図

る
。

B-
3

受
入

基
盤

の
充

実
　

　
ほ

か

58
頁

出
雲

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
全

体
構

想（
素

案
）

R6
.1

2現
在

）
※

令
和

７
年（

20
25

）策
定

予
定

目
標

年
次

：
令

和
２

５
 年

（
20

43
）

中
間

目
標

年
次

：
令

和
 １

５
年（

20
33

）
都

市
建

設
部

計
画

本
文

60
頁

参
照

B-
3

受
入

基
盤

の
充

実
　

　
ほ

か

58
頁

出
雲

市
地

域
公

共
交

通
計

画
令

和
５

年
度（

20
23

）～
令

和
９

年
度（

20
27

）
総

合
政

策
部

ト
キ

の
放

鳥
・

野
生

復
帰

を
目

指
し

、機
運

醸
成

、餌
場

環
境

の
整

備
な

ど
に

取
り

組
む

。
ま

た
、ト

キ
を

活
用

し
た

農
作

物
等

の
高

付
加

価
値

化
、新

た
な

商
品

開
発

、観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
創

出
な

ど
、ト

キ
を

出
雲

市
の

新
た

な
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

確
立

さ
せ

、地
域

に
お

け
る

経
済

活
動

の
促

進
及

び
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

を
生

み
出

す
。

B-
4

観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

63
頁

出
雲

市
ト

キ
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
構

想
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
20

25
令

和
５

年
度（

20
23

）～
令

和
１

２
年

度（
20

30
）

総
合

政
策

部

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

等
と

観
光

を
組

み
合

せ
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

な
ど

、
『「

夢
を

育
み

、人
を

結
び

、ま
ち

が
輝

く
」ス

ポ
ー

ツ
文

化
都

市
・

出
雲

の
創

造
』の

実
現

の
た

め
、

諸
施

策
を

推
進

す
る

。

C
-3

新
市

場
の

創
出

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、多

面
的

な
誘

客
促

進
）

69
頁

第
2 

期
出

雲
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

令
和

４
年

度（
20

22
）～

令
和

８
年

度（
20

26
）

市
民

文
化

部

「
学

び
 つ

な
が

り
 誰

も
が

活
躍

で
き

る
出

雲
 ～

市
民

の
多

様
な

学
び

や
活

動
を

地
域

づ
く

り
へ

つ
な

ぐ
～

」を
社

会
教

育
で

目
指

す
姿

と
し

、地
域

の
歴

史
文

化
を

含
め

多
様

な
学

び
の

場
の

確
保

や
、地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
活

動
の

推
進

、住
民

の
つ

な
が

り
づ

く
り

な
ど

に
関

係
課

が
連

携
・

協
働

し
取

り
組

む
。

B-
2

守
る

べ
き

資
源・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

53
頁

第
２

期
出

雲
市

社
会

教
育

計
画

令
和

７
年

度
(2

02
5)

～
令

和
１

１
年

度
(2

02
9)

教
育

部
・

総
合

政
策

部
・

市
民

文
化

部
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イ
ン

バ
ウ

ン
ド

／
ア

ウ
ト

バ
ウ

ン
ド

：
自

国
へ

の
海

外
か

ら
の

旅
行（

訪
日

外
国

人
旅

行
者

）

／
自

国
か

ら
海

外
へ

の
旅

行（
日

本
人

海
外

旅
行

者
）

O
TA

（
オ

ー
テ

ィ
ー

エ
ー

）：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
だ

け
で

取
引

を
行

う
旅

行
会

社
、ま

た
そ

の
予

約
サ

イ
ト

の
こ

と
。O

nl
in

e 
T

ra
ve

l 

A
ge

nt
の

略
。あ

る
地

域
内

限
定

の
O

T
A

を
地

域

O
T

A
と

い
い

ま
す

。

カ
ス

タ
マ

ー
ジ

ャ
ー

ニ
ー

：
顧

客
が

商
品

を
認

知
し

て
か

ら
購

入
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

。旅
行

に
つ

い
て

は
、旅

行
前（

旅
マ

エ
）か

ら
旅

行
後（

旅
ア

ト
）ま

で
の

旅
行

者
行

動
を

指
し

ま
す

。

コ
ン

テ
ン

ツ
：

本
計

画
で

は
、滞

在
中

に
楽

し
め

る
モ

ノ
・

コ
ト

な

ど
の

す
べ

て
を

指
し

ま
す

。

ツ
ア

ー
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
：

旅
行

会
社

か
ら

の
委

託
を

受
け

、海
外

旅
行

に
必

要
な

現
地

手
配（

宿
泊

、移
動

、食
事

等
）を

行
う

者
の

こ
と

。ラ
ン

ド
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
と

も
い

い
ま

す
。

着
地

情
報

：
旅

先
で

得
ら

れ
る

情
報

、現
地

で
の

情
報

。

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

：
情

報
を

積
極

的
に

メ
デ

ィ
ア

に
提

供
し

、報
道

や

取
材

が
さ

れ
る

よ
う

に
働

き
か

け
る

広
報

活
動

。ま

た
は

そ
の

報
道

や
記

事
の

こ
と

。

フ
ァ

ム
ツ

ア
ー

：
旅

行
会

社
や

メ
デ

ィ
ア

な
ど

を
現

地
に

招
待

し
、

魅
力

を
体

験
し

て
も

ら
う

視
察

ツ
ア

ー
。

F
am

ili
ar

iz
at

io
n 

ツ
ア

ー
の

略
。

M
IC

E（
マ

イ
ス

）：
多

く
の

集
客

交
流

が
見

込
ま

れ
る

ビ
ジ

ネ
ス

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
総

称
。M

ee
ti

ng（
会

議
） 

/ 
In

ce
nt

iv
e 

T
ra

ve
l（

報
奨

・
研

修
旅

行
）/

 C
on

ve
nt

io
n（

国
際

会

議
、学

会
等

）/
 E

xh
ib

iti
on

/E
ve

nt（
展

示
会

等
や

イ

ベ
ン

ト
）。

LI
N

Eオ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

：
L

IN
E

の
友

だ
ち

に
な

っ
て

い
な

く
て

も
ト

ー
ク

を
し

た
り

、情
報

を
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

。

ト
ー

ク
ル

ー
ム

ご
と

に
専

用
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

で
利

用
で

き
、L

IN
E

ア
カ

ウ
ン

ト
を

知
ら

れ
ず

参
加

で
き

ま
す

。（
参

考
：

LI
N

E
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
つ

か
い

方
ガ

イ
ド

）

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
：

内
部

向
け

の
広

報
・

 啓
発

活
動

。本
計

画
で

は
、地

域
内

に
向

け
て

地
域

の
価

値
を

伝
え

る
取

組
全

般
を

指
し

ま
す

。

観
光

危
機

管
理

：
観

光
に

甚
大

な
影

響
を

も
た

ら
す

危
機

発
生

時
の

対
策

等
を

あ
ら

か
じ

め
計

画
し

、発
生

時
に

的
確

に

対
応

す
る

と
と

も
に

、風
評

対
策

や
観

光
産

業
の

早

期
復

興
等

を
行

う
こ

と
で

、観
光

の
強

靭
性

を
向

上

さ
せ

る
こ

と
。

観
光

地
経

営
：

地
域

の
多

様
な

関
係

者
と

ビ
ジ

ョ
ン

・
 戦

略
の

合

意
形

成
を

行
い

、住
ん

で
よ

し
、訪

れ
て

よ
し

の
持

続

可
能

な
観

光
ま

ち
づ

く
り

を
経

営
的

な
視

点
で

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

こ
と

。

観
光

地
域

づ
く

り
法

人（
D

M
O

）：
　

地
域

の「
稼

ぐ
力

」を
引

き
出

す
と

と
も

に
、地

域

へ
の

誇
り

と
愛

着
を

醸
成

す
る

地
域

経
営

の
視

点

に
立

っ
た

観
光

地
域

づ
く

り
の

司
令

塔
と

な
る

法

人
。

全
　

般
観

光
地

経
営

・
観

光
ま

ち
づ

く
り

用
語

説
明

6.
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参
考

：
観

光
庁「

観
光

地
域

づ
く

り
法

人（
D

M
O

）に
よ

る
観

光
地

域
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」（
R4

.1
2）

、「
観

光
地

域
づ

く
り

法
人（

D
M

O
） 

に
よ

る
観

光
地

経
営

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」（
R6

.3
）等

D
es

ti
n

at
io

n
 M

an
ag

em
en

t/
M

ar
k

et
in

g 

O
rg

an
iz

at
io

nの
略

。

プ
レ

イ
ヤ

ー
：

本
計

画
で

は
、観

光
ま

ち
づ

く
り

に
関

わ
る

個
々

の
事

業
者

・
市

民
を

指
し

ま
す

。

観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

：
自

地
域

へ
の

初
来

訪
者

や
リ

ピ
ー

タ
ー

、地
域

の

フ
ァ

ン（
関

係
人

口
）を

増
や

し
、地

域
の

経
済

効
果

や
住

民
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

好
循

環
を

構
築

す
る

活
動

。

KG
I： K
ey

 G
oa

l I
nd

ic
at

or
の

略
。ゴ

ー
ル（

最
終

的
に

達
成

し
た

い
こ

と
）の

達
成

度
を

測
る

指
標

。

KP
I： K
ey

 P
er

fo
rm

an
ce

 I
nd

ic
at

or
の

略
。K

G
I達

成

の
た

め
に

必
要

な
重

要
プ

ロ
セ

ス（
重

要
事

業
）の

達

成
度

を
測

る
指

標
。

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
：

　
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン

グ
。旅

の
情

報
収

集
や

予
約

等
の

多
く

が
ス

マ
ー

ト

フ
ォ

ン
利

用
と

な
り

、デ
ジ

タ
ル

上
の

接
点

か
ら

旅

行
者

行
動

を
把

握
し

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

活
用

す
る

手
法

が
普

及
し

ま
し

た
。

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
：

独
自

の
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

、商
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

価
値

を
認

識
 し

て
も

ら
い

、差
別

化
を

図
る

こ
と

。

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
：

自
社

商
品

の
市

場
で

の
シ

ェ
ア

を
伸

ば
し

、売
上

・

利
益

を
拡

大
す

る
た

め
の

活
動（

市
場

調
査

、戦
略

策

定
、商

品
造

成
、販

売
促

進
の

繰
り

返
し

）。

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
：

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

行
う

際
に

、思
考

を
整

理
し

、 

物
事

を
考

え
や

す
く

す
る

た
め

の
分

析
手

法
や

考
え

方
の

こ
と

。

（
主

な
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

）
－

SW
O

T分
析

：
内

外
の

環
境

分
析

の
手

法
の

一
つ

。プ
ラ

ス
要

因
と

マ
イ

ナ
ス

要
因

の
整

理
を

目
的

に
、地

域
の

強
み

（
S

tr
e

n
g

th
）・

弱
み

（
W

e
a

k
n

e
ss

）・
機

会

（
O

pp
or

tu
ni

ty
）・

脅
威（

T
hr

ea
t）

を
洗

い
出

す
こ

と
。

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
関

係

－
ST

P分
析

：
市

場
に

存
在

す
る

多
く

の
旅

行
者

を
分

類
・

細
分

化

し（
S:

 セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
）、

自
地

域
が

狙
う

べ

き
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
特

定（
T

: タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
）し

た

上
で

、自
地

域
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

や
提

供
価

値
を

設
定

し
市

場
に

お
け

る
立

ち
位

置
を

定
義

す
る

こ
と

（
P:

 ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
）。

－
4P

（
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ミ
ッ

ク
ス

）：
観

光
地

が
提

供
す

る
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
を

決

定
す

る
上

で
、4

 つ
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
要

素（
=P

）

（
商

品
、価

格
、販

路
、プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

）を
タ

ー
ゲ

ッ

ト
に

応
じ

て
整

え
る

こ
と

が
重

要
と

の
考

え
方

。

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
と

プ
ロ

ダ
ク

ト
ア

ウ
ト

：
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
2つ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

方

法
。前

者
は

、市
場

や
顧

客
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
商

品

や
サ

ー
ビ

ス
を

開
発

す
る

の
に

対
し

、後
者

は
自

社

の
ア

イ
デ

ア
や

技
術

を
基

に
商

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
開

発
し

ま
す

。
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